

































俺、冒険者！




～無双スキルは平面魔法～ 1
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　CONTENTS









第一章　幼年期編

第二章　少年期編

第三章　駆け出し冒険者編

番外編　わたくし、出会いましたわ！






第一章　幼年期編









第一話：俺、転生！







　仰あお向むけに寝転がったまま、剝むき出しの太い木の梁はりが見える天井に向かって両手を伸ばす。まぁ、届かないよな。うん、分かってた。

　そのまま左右の掌てのひらをゆっくり開いたり閉じたりしてみる。何となく違和感はあるが、ちゃんと思ったように動かせるようだ。自分の手なのだから当たり前といえば当たり前だが、しかし、ということは、やはり……

「（これって、やっぱり『生まれ変わり』ってやつなんだろうな……）」

　自分自身の、小さな赤ん坊の手をニギニギしながら、俺はそう思った。





　　　　　　　　◇






　俺は都内某所にある、中堅ゲームメーカーに勤めるデザイナーだった。過去形。名前は……どうでもいいか。もう意味ないし。




　関西の某有名（？）テーマパークのそばに生まれた俺は、特に何事もなく成長し、最寄りの電気系大学のソフトウェア系学科を卒業した。しかし在学中にゲーム好きを拗こじらせた結果、卒業後ゲーム系専門学校に二年間通い、デザインの勉強をしてから入社したのが件くだんの会社だった。

　専門は３ＤＣＧモデリングなのだが、中堅や弱小企業のデザイナーが都合のよい便利屋だと知ったのは、入社半年くらい経ってからだった。

　２Ｄのドット絵（アイコン等の小さな画像）作成からテクスチャ（３ＤＣＧモデルに貼り付ける質感表現用画像素材）作成、リギング（３ＤＣＧのモデルを思い通り動かすための操作装置設定）、モーション、レベルデザイン（３ＤＣＧのフィールドデザイン）、エフェクト（特殊効果）作成等々、およそ画像作成と名の付くことは一通りやらされた。大手ならそれぞれに専門職がいるくらいなのだが、人件費という大人の事情から、中小では兼任どころか全部やらなくてはならなかった。ホント世知辛い。




　当然仕事は忙しく、就職二年目には転職が頭にちらついていたのだが、仕事の切れ目というか、丁度いい区切りに巡り合えなかったため、ずるずると四年も勤める羽目になってしまった。

　その間にこなした仕事は、二本のスマホアプリと一本のパチンコ（下請け、ひょっとしたら孫請けかも？）の仕事。これらがどういうわけかそこそこ評価されてしまい、翌年度、つまり五年目からはチーフを任されることになってしまった。

　チーフというのは、部下を監督しつつ自らも制作業務をこなさなければならない立場だ。つまり超忙しい。なのに給料は手取りで数千円上がるだけという、非常に割に合わない役職だ。正直断りたかったのだが、やりかけの仕事を放り出して出ていくのは無責任な感じがしたので、結局そのまま引き受けてしまった。

　案の定、五年目からの仕事は恐ろしくハードなものになった。

「無理ですって！　たった四人のデザイナーで半年で上げるとか！　前回の使いまわしでなんとかって言いますけど、世界観もインターフェイスもまるっきり変わってるじゃないですか！　使いまわせるものなんか、ほとんどないですよ！」

　プロデューサーに食って掛かる俺。前回作ったスマホアプリＲＰＧの続編を作ることになったのだが、予算の関係（またか！）とやらで、開発期間が前回の三分の一まで削られてしまっていた。そしてこれは確定事項だというのだ。

　納期が延びないなら人海戦術しかない。他のプロジェクトのメンバーを引き抜くか、外部に発注するか。そのための談判だったのだが……、

「無い袖は振れないって言うじゃな～い？　なんとかしてよぉ～、ねぇ～？　ほらぁ～、チーフになったんだしさぁ～、ここが腕の見せどころじゃな～い？　ねぇ～？」

　前から思ってたけど、このプロデューサー、変に語尾を伸ばすのがムカつく！　丸顔で薄くなった頭に丸メガネという、某大物関西芸人Ｔ・Ｓそっくりなのに、生まれも育ちも東京二十三区内というのが更にムカつく！　理由は分からないけど！

「いや、腕でなんとかなる範はん疇ちゅうを超えてますよ！　この作業量を納期までに終わらせようと思ったら、人手が一・五倍必要ですって！」

　この一言は余計だった。

「じゃ～、一・五倍働いてぇ～？　残業代はちゃんと社長に話しとくからさぁ～。よろしくぅ～。頑張ってねぇ～」

　俺の盆休みと年末年始休暇が消えた瞬間だった。




　それからは仕事以外の記憶がほとんどない。

　部下のデザイナーは有能だが、皆女の子だった。そんなに厳しくはできないし、遅くまで残業させるわけにもいかない。何より嫌われたくない。俺も男だ、女の子からの好感度を下げたくはない。男なら分かるはず！

　必然的に、その分の負荷は自分に返ってきた。

　月曜と水曜、金曜は会社に泊まり込み、それ以外はギリギリ都内に借りたアパートに終電で帰る。土曜の朝は始発で一度帰り、洗濯など諸もろ々もろの用事を済ませたらまた出社してそのまま泊まり込み、日曜の朝に帰って丸一日死んだように眠る。そしてまた月曜の朝を迎える。

　そんな生活を三か月も続けると、体重は八キロ減った。ちょっとヤバいかもしれん、と思ってはいたのだが、納期は問答無用で迫ってくる。栄養ドリンク片手に頑張るしかない。社長もそんな無茶な残業を認めるなよ！　ブラックすぎるだろこの会社!!




「俺、この仕事終わったら会社辞める！　絶対辞める！」




　週に一度のペースでそう叫んでいたのだが、これがフラグになってるとは思いもしなかった。




　その日は非常に静かだった。一昨日からほとんどの社員が年末年始休暇に入っており、社内に残っているのは俺ひとりだけだった。もう夜も大分更けて、表の通りを走る車の音も少ない。

　夕食は一時間ほど前にコンビニ弁当で済ませた。大きめのステンレス製マグカップに淹いれた眠気覚ましのインスタントコーヒーを、行儀悪く歩きながら啜すすりつつデスクに向かう。

　作業内容は、本職である３ＤＣＧのモデリング作業。さて、続きをやりますかーとマウスに手を伸ばした瞬間、それはやってきた。




　何の前兆も脈絡もなかった。

　胸に走るとんでもない激痛。刺し貫かれて、抉えぐられるような。

　当然ながら、実際にはどこも刺されてはいないし、血も出ていない。痛みのあまり胸を押さえて蹲うずくまるが、その勢いでキャスター付きの椅子が後ろにずり下がり、床に転げ落ちてしまう。

　あまりの痛みに息もできない。声を出すこともできないが、逆に頭は冷静に現状を把握しようとしていた。

　おそらくこれは心筋梗塞。早急に治療しないと、命が助かっても心臓や脳に重篤な障害が残ることがある危険な病気だ。なんでそんなこと知ってるのかというと、父方の祖父母と母方の伯父がこの病気で亡くなっているのだ。『家系的に罹かかりやすいかもしれん』と父親に言われたことがあり、気になって調べてしまったのだ。ボソッと言われたもんだから、滅茶苦茶怖かった。

　あ、まさかそれがフラグだったのか？　何してくれてんねん、父ちゃん！

　今会社にいるのは自分ひとり。救助は期待できない。自分でなんとかしなければ。

　そう思いつつ、デスクの上で充電中のスマホに手を伸ばす。ほんの数十センチがやけに遠い。脂汗を流しながらやっとのことでスマホを握りしめる。

　……が、そこまでだった。

　目の前が暗くなり、意識が遠のく。暗い世界に落ちていく。幸いにと言うべきか、痛みも感じなくなっていく。眠りにも似た意識の喪失を感じている中、遠くに鐘の音が聞こえた気がした。

「（ああ、今日は大おお晦日みそかか……。）」

　そこで俺の全てが終了した。走馬灯は回らなかった。





　　　　　　　　◇






　生まれたときのことは朧おぼろげに覚えている。苦しくて不安で、大声で泣き叫んだ気がする。そんな自分を抱きかかえて、あやしてくれたのは母親だったのだろうか？　柔らかい感触と安心する甘い匂いを覚えている。

　しかし、この数日は意識が混濁していたのか、色々と記憶があやふやだ。ついさっき、ようやく意識がはっきりし、ついでに前世の記憶を思い出したというわけだ。

　前世に未練があるわけではない。親より先に死んでしまって申し訳ないとは思うが、あのブラック企業から解放されたと思うと晴れやかなくらいだ。

　一応、個人ＰＣの秘密フォルダは、偽装した上で隠しフォルダ化してある。それと知らなければ気付かれることはあるまい。……ないよな？

　おっと、そういえばこういうときのお約束をまだやってなかった。こういうのは様式美だから、きちんと踏襲しておかなければ。

　仰向けのまま目を瞑つむり、ゆっくりと開く。そして一言。

『……知らない天井だ』

　そう言いたかったのだが、口から出たのは、

「いあぁいえうぇうばぁ～」

　だった。




　締まらんなぁ。





　　　　　　　　◇






　さて、まずは現状確認だ。

　自分が赤ん坊に転生したことは分かった。ちょっとびっくりしたけど、輪りん廻ね転てん生しょうは聞いたことがあったから、それほど混乱はしてないと思う。また人間に生まれ変われたみたいだし。もし動物とか虫とかに生まれてたらと思うと……とりあえずひと安心だ。




　次は、どこに転生したかだな。首だけを動かして周囲を見渡してみる。

　……どこの田舎だ？　少なくとも日本ではないな。ここまでロハスな家は見たことない。ちょっとロハスの使い方を間違ってるかもしれないけど気にしない。

　まず、俺が今寝ているベッド。木製というのは分かるが、少なくとも日本製ではない。作りが粗すぎる。はっきり言って『ミカン箱』だ。『海外から船便で送られてくる、輸入品が入ってたりする木箱』と言ったほうが近いかもしれない。隙間が多く、板の厚さは不ふ揃ぞろいで毛羽立っている。触るとチクチクと刺さって痛い。

　更にその中に敷かれている布だが、麻のように硬く目が粗い。顔を動かすと擦こすれてちょっと痛い。赤ん坊の柔肌には刺激が強すぎる。泣きそうだ。

　ベッド以外はというと、天井を走る太い梁は立派だが、家自体は粗い造りだ。

　壁はボコボコと凹凸の目立つ土壁のようで、右手側に見える木製と思われる窓枠にガラスはなく、やはり木製と思われる板を木の棒で支えている。ベッドの脇にある背もたれ付きの椅子も木製で、作りはベッドと変わらない。足のほう、左奥に見える扉も木製っぽい。全体的に、昭和の名作アニメを思い出す造りだ。山の中の少女のヤツ。

　そして、天井には電灯がない。それどころか、見渡した限りでは電化製品というものが見当たらない。俺の頭のほうの壁に掛かっているのは、おそらくオイルランプだ。足のほう、扉の反対側には行こう李りのようなものが置かれているが、電化製品には見えない。多分衣類とかが入ってるんじゃなかろうか？

　ひょっとして、電気通ってない？　あり得るか？　今どきジャングルの奥地でもインターネットできるのに？

　そういえば、海外には自然回帰主義とかなんとか、一切の機械文明を排除して生活しているコミュニティがあるとか聞いたことがある。電化製品はもちろん、自転車すら使わないらしい。移動の足は馬で、食料の貯蔵は燻くん製せいや干し肉、氷室等で行い、灯あかりは蠟ろう燭そくや松明たいまつ、オイルランプを使うとか。村長宅にある緊急連絡用の電話が唯一の機械だそうな。もしかしたら、ここはそういったコミュニティなのかもしれない。だとしたらちょっと厳しいなぁ。現代文明にズッポリ浸つかりきった人間に、その全てを捨てて生きろっていうのは無理だ。今更、江戸時代みたいな生活には戻れないでござるよ。

　なんとか自立できるまで成長したら、外に出ることも考えないとな。




　なんてことを考えてたら、ドアが開いて誰か入ってきた。

　女の人で、濃い茶色のロングヘアを後ろで纏まとめている。目鼻立ちは、彫りが深く欧米人っぽい。少しタレ目で鼻が高く、美人ってわけじゃないけど不細工ではない。印象としては優しそうな感じだ。年齢は三十歳くらいか。

　背は百六十センチちょっと。体型はスリムだけど、凹凸はそれなりにあるみたいだ。

　服装は、あんまり厚手じゃない生成りシャツの上に丈の短いブラウンのベスト、モスグリーンのシンプルな膝丈スカートだ。長く着ているのだろう、少し草臥くたびれた感じがする。

　この人が俺の母親か？

　ふむ、やっぱり外国っぽいな。話が聞けたら、大まかにでも場所の特定ができそうだ。

　英語ならなんとかなる。それ以外だとちょっと厳しいかもしれん。ちなみに、大学の第二外国語はドイツ語だったけど、もうほとんど覚えてない。ぐーてんたーく！　ぐらいだ。

「あんれまぁ、坊、起きとったんけぇ？」

　!?

　方言、ってか日本語!?　見た目がマジモンの欧米人が喋しゃべってるとめっちゃ違和感が！　ん？　てことは、ここは日本なのか？

「したら、時間もいい塩あん梅ばいだで、母ちゃんの乳さ飲むべ」

　やっぱり日本語だ。怪しい方言だけど。もしかしたら赤ちゃんの持つ謎能力で他の言語が脳内で自動翻訳されてるのか？　とも思ったが、口の動きと聞こえる音に差異がない。間違いなく日本語を話してる。どういうこと？

　なんて考えてたら、ベッドから持ち上げられてた。女の人はそのままベッド脇の椅子に座り、右腕で俺を抱きかかえるように膝へ乗せる。そして、おもむろにベストとシャツのボタンを外し、ボロンと……おおう!?　下着付けてへんやん！　推定Ｃや!!

「ほれぇ、だば、右からだぁ」

　いや、奥さん、アカンって、まずいって！　旦那さん帰ってきよるって!!

　なんて言っても、食欲には勝てない。色欲じゃありませんよ？　ほんとだよ？　いや、誰に言い訳してるんだ俺。

　赤ちゃんはまだ理性が弱いからか、さっきから空腹感を通り越して飢餓感がものすごい。これは本能なのでしょうがない。というわけで、失礼して遠慮なく。




　ごちそうさまでした。なんていうかね、薄い低脂肪乳にちょっとコンデンスミルク足したような？　うん、栄養はありそうな味だった。満腹です。

　背中をポンポンと叩たたかれて『けぷっ』としたあと、またベッドに寝かされる。

「ん～、まだ出ちゃいねぇみてぇだな」

　股またのあたりをクンカクンカされてしまった。いやん。ちなみに、おむつだけは柔らかい布製で、その上に簡素な縫製の産着が着せられている。

「だば、また畑さ行ってくるだで、いい子にしどげ？」

　ほっぺたを指先でプニプニされる。ちょっと荒れた硬い指先だけど、愛情を感じる。悪くない。

　ふむ、どうやらウチは農家らしい。例のコミュニティなら自給自足は当然だから、農家でもおかしくはない。日本語というのが相変わらず謎だが。そんなコミュニティが日本にあるなんて、聞いたこともない。外国で日本語を使う理由もないしな。

　とにかく確認だ。今はまだ赤ん坊だし、できることなんてほとんどない。親の話を漏らさないように聞いて、どんな状況なのか確認できる判断材料を集めよう。今後の方針を決めるのはそれからだ。




　ん？　ドタドタとドアのほうから足音がする。誰か来たか？　母親も気付いたようで、ドア前まで歩いていく。すると勢いよくドアが開き、中年の男が入ってくる。ずいぶん慌ててるようで、息が荒い。

「あんた、そげぇ慌てて、どねぇしただ？」

　ほほう、この男が俺の父親ですか。

　背は百八十センチにちょっと足りないくらい。襟なしの生成りシャツの上にはやはりブラウンのベスト、下はシンプルなベージュの綿パンだ。少し丈が短い。

　ボタンの開けられた胸元や捲まくられた袖からのぞく腕は、引き締まって日に焼けている。腹が出ているようでもないし、細マッチョと言っていいだろう。

　顔は、やはり彫りが深く、涼しげな眼もとに筋の通った鼻び梁りょう。面長で、ともすれば優男に見られそうだが、アゴ先のひげのおかげでワイルドな印象を受ける。髪は淡い金髪で、ボブカットほどの長さをポニーテールのように後ろで纏まとめている。

　つまり……イケメンだ、爆はぜろ！

　いやいや、父親がイケメンってのはありがたい。俺にもその血が流れてるってことだからな。将来にちょっとくらい期待してもいいってことだ。

「森から魔物が出た！　今、デントが旦那様に知らせに行っただ！　おめはここで坊と隠れてろ！　おらぁ、旦那様を手伝ってくるだ！」

　……。

　……え？

　魔物ぉ!?　ってことは、ここは異世界!?　マジでえぇ～～～っ!?

　あ、ちょっと出ちゃった。いやん。




　ちょっとだけやで、出たん。ちっちゃいほうがちょっとだけ。泣きもしなかったのに、母親がすぐ気付いてササッとおむつを替えてくれた。これが母の愛か。

　で、父親はというと、俺がおむつを替えられてる間にバタバタと出ていった。おむつ替えてる間、母親は無言だった。心中、お察しします。

　母親は汚れたおむつを持ってドアの向こうへ消えたけど、何やらガタガタと物音がするから、家の中にはいるみたいだ。おむつを洗ってくれているのか、それとも魔物を警戒して何か対策をしているのか。どっちにしろ、大変な世界みたいだ。




　それからしばらくして、父親は怪け我がもなく笑顔で帰ってきた。ズボンの裾に付いてた黒い染みは返り血のようだ。こわっ！

　母親は父親の首に抱きついて泣いてた。愛されてるね。イケメンはやっぱり爆ぜろ！




　そんなこんなで夜になった。父親と母親は隣の部屋で寝ている。俺の位置からは見えないが、丁度頭の向こうにドアがあり、その向こうが両親の寝室のようだ。やはり電灯はないらしく、日が暮れたらすぐ寝室に向かっていた。

　俺はひとりでボーッと起きてる。父親が帰ってくるまで寝ていたから、眠くならないのだ。

　しかし、魔物か……。まさか自分がラノベの主人公のような状況に置かれるとは。異世界転生なんてホントにあるんだな。

　いや、まだ異世界と決まったわけではないか。『突然変異で凶暴化した野生動物を魔物と呼んでいる』可能性もある。天変地異の時に世界中の原子炉が爆発してその放射能の影響で……なんて、Ｂ級映画ならあり得そうだ。

　ん？　別にどっちでも変わらないのか？　どうやら文明は中世レベルっぽいし、凶暴な野生動物でも本物の魔物でも大差ない。

　いや、やはり違いは大きい！　魔法だ！　これが在ると無いでは雲泥の差だ。もちろん自分が使えることが大前提だ！　使えない魔法なんてないも同じ。絵に描いた餅。

　ラノベでは、魔法を使うのに大きく分けて三つのパターンがあったな。周囲の魔力を感じて操作するタイプと、自身の体内にある魔力を練り上げて放出するタイプ、魔力を感じるとか関係なく呪文で発動するタイプ。よし、早速試してみよう。もし魔法が使えるなら異世界、使えないなら……どっちでもいい世界。魔法が使えなくて自分の腕っ節ひとつで生きるってことなら、未来だろうが異世界だろうが関係ない。

　まずは周囲の魔力を操作するほうから試すか。呪文のやつは呪文を知らないし、そもそもまだ喋れない。

　周囲にある、目に見えない力を探す。目を閉じ、静かに周囲を探る。集中、集中……。




　……。

　……。




　……はっ！　ちゃうねん、夢工房に素材取りに行ってただけやねん！

　……いかん、いつもの言い訳が出てしまった。転生してまで出てくるとは、俺の業も相当深いな。いや、深いのは現代社会の闇か。あ、転生したなら現代日本じゃないな。

　とりあえず、窓から入ってくる土の匂いは感じられた。あと、草の匂い。魔力はよく分からなかった。

　では、次は自分の体内魔力のほうだ。また目を閉じて、とりあえず下腹あたりを意識する。中国拳法とかでおなじみの臍へそ下した三寸、丹田と言われているところだな。膀ぼう胱こうのあたり。根拠はないけど、魔力だったらここだろう。




　……。

　……。




　お？　なんか感じる……ような気がする？　炬こ燵たつのヒーターみたいな、ほんわかあったかいような、何か。

　……おいおい、マジか！　これ、いけるんちゃう!?　魔力ちゃう!?　俺、魔法使いになれるんちゃう!?

　あっ……興奮してたら見失ってしまった。一眼レフのピントがボケた、そんな感じ。集中力切れたからか？

　よし、もう一回やってみよう。今度はゆっくり、落ち着いて……。丹田のあたりに集中して……やっぱり感じる。今度はさっきよりはっきり分かる。あったかい塊はゆっくり渦を巻くように蠢うごめいている。イメージとしては球体、某忍者漫画の螺ら旋せん○みたいな感じだ。ふむ、ならばこれを両手で包んで、その掌から何かを放出し、渦巻きを加速させるようにイメージしてみる。分身はしない。

　おおう、すごいスピードで何かを放出し始めた！　これが魔力ってやつか？　すげぇ！　おっと、ここで興奮するとさっきの二の舞だ。落ち着け、俺。

　放出されたナニカを、イメージの両手で紐ひものように纏める。これを……どうしよう？　とりあえず、右手の人差し指まで繫つなげるか。それで、えー、ぁあ？　ここから先のこと考えてなかった！　どうしよう、テンプレ通り火の魔法？　いやいや、それは危ない。火事になったら洒落しゃれにならん。水？　土？　風？　何がいいか分からん！　とにかく何かを出す！

　出ろ!!

　あ、ナニカが指先から放出される感じがする……。




　……特に何も、音は聞こえなかった。発動失敗か？　確かに、何かを出すって、そりゃ無茶振りだ。

　閉じていた目をゆっくり開けて周囲を窺うかがうと……右手の指先に板が浮いていた。正方形で厚みのない、一辺五センチくらいの、グレーの板。

　なにこれ？　バキュ○？

　とりあえず触ってみると、ゆっくり回転を始めた。やっぱり○キュラか？　二百五十六回突くと消える？

　ツンツンいじっていると、触る度に回転が変わる。回転を止めようと思って両手で摑つかむと、粉々になって消えてしまった。欠片かけらは蒸発するように空気に溶けてしまい、後には何も残ってない。

　今の、俺が出した魔法か？　よし、もう一回やってみよう。今度は目を開けたままで。さっきの感覚はまだ覚えてるから、それをもう一回繰り返すだけだ。包んで、回して、纏めて、繫げて、今度はさっきの板をイメージしつつ放出する。

　まるでモニターにウィンドウが開くかのように、何の予兆もエフェクトもなく、目の前にさっきの板が現れた。

　うおおおぉぉぉ!?　これ魔法やん？　魔法ｋｔｋｒ!!　ワイ、魔法使いになりました！　ひゃっほー！　大興奮、思わず脱だっ糞ぷん！

　あ……やってもうた……。おかあちゃ～ん！




　母親は目をシパシパさせながらキレイキレイしてくれた。ごめん。ついでってわけじゃないけど授乳もしてもらって、母親は再び寝室へ戻っていった。

　さて、腹も膨れたし、もう一度検証だ。おむつ替えてもらってる間に、頭も冷えたしな。

　さっきのバ○ュラは母親を呼ぶ前に消した（消えろって念じたらあっさり消えた）から、もう一回作り出す。問題なく作り出せたが……この板、どこかで見た気がする。いや、バキュ○じゃなくてヌリカベとかでもなくて、もっと別の何か……。

　ああ、あれだ、『プレーン』だ。３ＤＣＧツールのプリミティブ（基本図形）のひとつで、四角い平面。こいつを分割、変形して地形を作ったりする。とか考えてたら、バキュ○を四等分するように線が十字に走った。あれ、マジで？　板の端や分割線の交点、３ＤＣＧでは頂点とかポイントとか言われる部分を移動させるよう念じてみると、その点が動いて変形する。これは本格的にプレーンっぽいな。強度は大したことないみたいで、両手で摑んでちょっと力を入れると砕けて消えてしまった。

　もしかしたら他のプリミティブもできるかも？　ということで、色々作ってみる。立方体のキューブ、球のスフィア、円柱のシリンダー、ドーナツ状のトーラスやパイプ状のチューブも作れるようだ。で、正多面体を作ろうと思って十二面体を作ってると、急に睡魔が襲ってきた。ホントに、何の脈絡もなく。

　ああ、これが魔力切れってやつか。

　俺は気を失うように眠りに落ちていった。





　　　　　　　　◇






　気付いたら朝だった。

　母親と父親は既に畑に出ているようだ。というか、俺も畑にいた。寝てる間に籠かごに入れられ、畑の脇に連れてこられたようだ。丁度いい。折角なので周囲の様子を観察してみる。

　くっ、赤ん坊の筋力じゃ体を起こすのもキツイな！　頑張れ俺の腹筋！

　俺が入ってる籠は、少し大きめの木の根元に置かれてるようだ。周囲は何種類かの野菜が植えられた畑らしい。気温は、朝だというのに少し暑いくらいだ。そういえば、昨日も昼間は暑かった。畑の野菜が青々と茂っているのを見るに、季節的には初夏というところだろうか。日本的な気候だとすれば、だが。

　太陽の位置はまだそんなに高くないので、太陽のある方角を仮に東としておこう。

　魔法があることも分かったし、ここは異世界で間違いないだろう。異世界なら、太陽が東以外から昇ってもおかしくはない。だから仮に東としておく。

　その東の遠くにあるのは山脈だ。百キロは軽く離れてそうで、そこまでの間は特に障害物は見えない。南北に延びるその山脈は、北のほうは果てが見えず、南のほうは途中で西に折れ曲がっている。つまり、南側も山脈だ。こちらはそこそこ近い……といっても、五十キロくらいはあるか。標高はかなり高そうだ。この暑さだというのに、山頂から三分の二くらいまで雪をかぶって白くなっている。富士山よりデカいんじゃないか？

　山裾からは森になっているようで、俺のいる畑の、ほんの一～二キロ先くらいまで続いている。今いる畑の東側と西側は木が見えないから、山脈に沿うように森が出来ているんだろう。結構な規模だな。樹海と言ってもいい広さだ。

　北側は、丁度木の根元が邪魔になって見えない。かろうじて見える北東方向には家が数軒建っている。あそこが居住区ってことだろう。規模は小さい。村だな。そこから今いる畑も含め、おそらくは村の周囲はぐるりと木の柵で囲われている。魔物がいる世界なんだ、そのくらいの備えは必要だろう。

　畑の作物は、正直よく分からない。前世は農家じゃなかったし、飯は外食かコンビニ弁当だったので、葉っぱや茎を見ても野菜の種類はほとんど分からない。

　うちの両親は、南側の蔓つるが伸びている畑の中にいる。腰に桶おけを括くくり付けて、柄ひ杓しゃくでその中のものを撒まいてる。水やりみたいだ。畑にはうちの両親だけじゃなくて、何人か同じように作業してる人がいる。

　畑は結構広い。全部うちの畑というわけじゃないだろう。そういえば昨日『旦那様』と言ってたから、うちは小作人なのかもしれない。小作の農家から独り立ちするのは、結構大変かもしれん。資金を貯ためる方法を考えないとな。魔法でなんとかなるだろうか？




　朝の仕事が一段落したようで、両親がこちらへやってくる。

「だば、おらぁ片してから帰けぇるだで、おめは坊と先帰ぇってろ」

　父ちゃん……イケメンなのにとても残念な感じだ。声も渋いのに。

「したら、朝飯作ってっで。あんれ、坊、起きとっただか」

　おはよう母ちゃん、ついでに父ちゃん。

「帰ぇったらすぐ乳やっからな。ちっと待っとけぇ？」

　そういえば結構な空腹感だ。ちょっとくらいなら耐えられるが。

「おお、今、坊、頷うなずいたじゃなかか？　おらたちの言ってること分かるみてぇだな」

「ははは、何言ってんだぁ、あんた。そりゃ親の欲目だよぉ」

　ぎくっ！　やばっ、気付かれた!?　でも、母ちゃんもまんざらでもなさそうな顔をしている。子供が優秀だと嬉うれしいのは、世界が違っても共通なようだ。

「だども、もし賢い子だったら、大きくなったら魔法使い様になれっかもしれねぇだで」

　おお、やっぱ魔法使いがいるのか。しかも、この口ぶりだと結構上流階級か？

「ははは、それこそ欲目だぁ。貴族様でも魔法使いになれんのは五人に一人っていう話だべ？」

　ほほう、貴族がいるのか。ということは封建社会で王国制かもしれん。しかも、その貴族ですらなれるとは限らない魔法使い。しかし俺は既に魔法使いだ！　三十歳どころか、生後三週間を待たずして！　ＤＴなのは一緒だけども。赤ん坊だしねぇ。

「んだな、おらたち『農奴』の子が魔法使いになれるわけねぇべ」

　……は？　農奴？

　……農奴おぉぉっ!?　まさかの奴隷スタートおぉっ!?





　　　　　　　　◇






　……はっ、いかん、茫ぼう然ぜん自じ失しつとしてたみたいだ。いつの間にかベッドまで戻されている。

　授乳も終わってるみたいで、腹は満腹だ。意識なくてもちゃんと飲むもの飲んでるあたり、赤ちゃんの本能の逞たくましさを感じる。

　母親は既に畑仕事に戻ったようで、家の中に人の気配はない。

　しかし、まさかの奴隷スタートか……実はハードモードだったか？　魔法がサクッと使えたあたりで、若干イージーモードなんじゃないかと思ってたんだが、そこまで甘くはなかったか。ちょっと責任者出てきて説明しなさいと言いたい。

　そういえば、転生ものラノベに付きものの神あるいは女神様ってのも出てきてないな？　依頼だとか使命だとか、そういったお約束に関して全く記憶がない。もしかしたら覚えてないだけかもしれないが、それでは依頼や使命の意味がないしな。もちろんチートについても記憶にない。時が来れば思い出したりする……のか？

　おっと、そうだ、あれを試してみよう。

「（ステータスオープン！）」

　……何も出ないか。

「（ウィンドウオープン！　ステータスウィンドウオープン！　ステータスカード！　……！　……！　……）」




　はい、何も出てきませんでした。

　何かチート的なものがあるなら、この辺の定番は押さえてると思ったんだが。アイテムボックスやストレージ的なものも試したが、何も起こらなかった。鑑定もできなかった。声に出さないとダメってことも考えられるから、喋れるようになったらまた試してみよう。しかしこの状況からすると、チートらしいチートはない可能性が高い。

　いや、前世の記憶と魔法っていうのはチートかもしれん。できるなら、これを使って奴隷からの脱却を図りたいところだ。




　貴族と奴隷がいるってことは、身分制度があるってことだ。こういうものは一見越えられない壁の如く強固なものに見えるが、実は結構抜け道があったりするものだ。たとえば貴族が没落して借金こさえて奴隷落ちとか、平民が貴族に養子入りして爵位継いだりとか。

　奴隷から成り上がるってのは中々ハードかもしれないが、魔法と前世の記憶を駆使すればなんとかなるかもしれない。前向きに考えていこう！　まずは、目指せ平民！

　そうと決まれば、今後のプランを考えねば。乳児からの将来設計！　小さなことからコツコツと！

　まず、魔法のことは両親にも伏せておこう。奴隷で魔法が使えるとなると、こき使われて使い潰つぶされるかもしれない。前世の二の舞は御免だ。まぁ、あの両親ならその心配はなさそうだけど、ご主人様がどうだか分からないしな。

　かといって、ずっと封印するのも馬鹿馬鹿しい。こういうものは、使えば使うほど練度が上がっていくと相場が決まってる。というわけで隠れて鍛えることにしよう。




　前世の記憶のことも隠し通す。

　村はそれほど大きくないようだからな。総じて、小さなコミュニティというものは排他的だ。周囲と大きく異なる存在は、多くの場合迫害される。それが『得体が知れない』という、曖昧なものであるほど不安を煽あおり、迫害に拍車が掛かることになる。

　せいぜい子供らしさをアピールするとしよう。保身のために。

　その上で、とにかく情報を集める。如何いかんせん、今はあまりにも情報が不足している。まさに『右も左も分からない』という状態だ。五年くらいかければ、それ以降の方針を決められるだけの情報も集まるだろう。五年以降のことはその時に決める。必要に迫られたらその限りではないけど。とりあえずの五か年計画というわけだ。

　大まかにはこんな感じか。ザルもいいところな気もするけど、その場その場で修正していけばいいだろう。臨機応変。良い言葉だ。

　前世では社畜として生涯を閉じてしまったが、今世ではその轍てつは踏まない。誰にも強要されない力をつけて、自由に、気ままに生きてやる！　ここから始まる俺の伝説！

　あれ、そういえば俺の名前、何？





第二話：俺、五歳！







　俺は五歳になった。

　ついでに、名前はビートになった。『なった』というのは、二歳になるまで名前がなかったからだ。どうやらこの世界では乳児の死亡率がかなり高いらしく、二歳になるまでは愛着が湧かないように名前を付けない習慣があるらしい。なので、俺も自分の名前を知ったのは翌年の年明けだった。この世界での年齢の数え方は数え年だった。

　ちなみに『ビート』は音楽的なアレじゃなくて、サトウダイコンの仲間の『ビーツ』からだそうで……和名なら『大根太郎』だったかもしれん。なぜだか知らんが、名前は外国風でよかった。




　この世界のこともかなり分かった。

　まず暦だが、一年は三百六十日、ひと月は三十日だ。『月』というくらいだから、当然空に月もある。丸くない、不格好ででっかい岩くれだけど。週という概念はなく、五日か十日単位で区切って生活している。

　体感では一日二十四時間くらいだが、時計がないので正確には分からない。そもそも村では太陽の位置でしか時間を判断しない。日が出れば『朝』、日が昇りきって『昼』、日が沈むころが『夕方』、日が沈んだら『夜』といった感じだ。大らかなものだ。

　日本では、新年は冬の真まっ只ただ中なかだったが、こちらでは冬至の翌日が元日になる。太陽の動きに合わせて暦が作られていることがよく分かるな。

　次に気候だ。

　この辺りは、地球でいうところの亜熱帯から温帯にかけての緯度のようだ。沖縄から鹿児島くらいの気候が近い気がする。年間を通して温暖で、冬でも氷点下にはならない。今は春の終わりごろで、一年で一番過ごしやすい時期だ。

　そしてこの村であるが、ここは開拓村だ。開拓村とは『近隣一帯を治める貴族の庇ひ護ご下にない、自治権を持つ辺境の村』のことらしい。辺境というのは、凶暴な魔物が跋ばっ扈こする『魔境』の周辺地域のことだ。当然危険も多く、五年を待たずして全滅する開拓村も多いらしい。マジヤバい。

　この開拓村の名前は、村長の名前から『ダンテス村』というらしい。元冒険者（やっぱりいるらしい）の村長ダンテスが、その冒険者活動で手に入れた資金で奴隷を大量に購入し、冒険者時代に目を付けていたここに村を作ったのだそうだ。

　村の人口は現在四十人弱と、まだまだ規模は小さい。しかし、元冒険者だった村長が自ら奴隷たちに剣術や槍そう術じゅつ、弓術を教えたため村の防衛力は高く、順調に村の規模は拡大している。現在開拓から十二年目で、俺はこの村で生まれた丁度十人目の子供だそうだ。そのうち四人は三歳までに病死しているそうだが。死亡率高すぎ。




　ここまでの話は、その村長に教えてもらった。俺のご主人様でもあるが、『ご主人様』ではなく『旦那様』あるいは『村長』と呼ぶように言われている。

「そんちょー、おはなしきかせてー」

　俺はよく村長に冒険者時代の話をせがみに行く。外界の情報を、あるいはこの世界の情報をもっと知りたいからだ。村長とその妻と娘以外は全員奴隷なので教養がなく、あまり世間のことを知らないのだ。うちの両親もその例に漏れない。




　村長は意外に若い。おそらく四十歳を超えているかどうかというところだろう。髪は赤毛のザンギリ短髪で、ぶっちゃけゴリマッチョだ。腕も首も胸板も、何もかもが筋肉で太い。顔つきもゴツいが、よく見れば不思議な愛あい嬌きょうを感じる。アゴを縦に走る傷痕が強こわ面もてを際立たせてしまっているが。

　その外見に反して、性格は非常に穏やかだ。厳しくするところでは厳しいのだが、それ以外では鷹おう揚ように構えて声を荒らげることがない。強い男の余裕みたいなものを感じる。俺たち奴隷を物扱いすることもなく、多少仕事でミスをしたくらいでは罰を与えることもない。この人の奴隷であったことは、俺にとっても幸運だったと思える。




　村長は普段は村周辺の見回りを仕事にしているが、昼頃から夕方にかけては自宅で鍛錬をしていることが多い。その鍛錬の合間を狙って、まだ仕事を割り振られていない俺は話を聞きに来ている。今も、日課の大おお斧おのの素振りを終えたところを見計らって声を掛けている。

「また来たのかビート。お前も飽きないな」












　手ぬぐいで汗を拭きながら村長が答える。うっすらと汗で濡ぬれた肌が、まるでオイルを塗ったボディビルダーのようだ。ナイスカットです！

「そんちょーのぼうけんのおはなし、ぼくすきなんだー」

　村長の目が優しげに細められる。実は子供好きか？

「そうか、じゃあ今日はダンジョンの話をしてやろう」

　ダンジョン！　そんなもんまであるんかい！

「だんじょん！　だんじょんってどんなの？」

「うむ、ダンジョンはゴーレムの仲間で、魔法的に生まれてくる魔物だ」

　ダンジョンが魔物？　どういうことだ？

「魔素が濃いところに生まれ、洞窟や迷路のような姿をしている。そこへ周辺の魔物や動物を呼び込んで、住みつかせるんだ。だから動き回ることはない」

「うごかないの？　ほかのまものといっしょにいるの？　なんでそんなことするの？」

「本当かどうかは知らないが、魔石を守らせるためだと言われている。ダンジョンの最深部、一番奥にはダンジョンコアというダンジョンの魔石があるんだ。それを守らせるために魔物を住みつかせているらしい。ダンジョンの中は魔素が多くて、魔物には住みやすいだろうからな」

　魔物は多くの場合、魔石と呼ばれる魔力結晶体を体内に持っている。一般的に心臓の近くにあり、大きい魔物ほど大きい魔石を持っている傾向がある。この魔石は魔法を使う道具、『魔法具』の材料として需要が高く、冒険者のメイン収入になっている。この知識も村長に教えてもらったものだ。

「ダンジョンには心臓はないんだがな。魔法的な生まれ方をする魔物もいるから、その一種だと言われているんだ」

「へー、へんなのー」

「オレもそう思うがな。そのダンジョンコアを壊すか取り去るかすると、ダンジョンは死んで成長を止める。コアがあると徐々に自分を拡張させて、どんどん巨大になっていくんだ」

　ほほう、その理論だと、大密林には超巨大ダンジョンがいそうですな。竜りゅう哭こく山脈以南の大密林は、人跡未踏の秘境だからな。

「そんちょーはだんじょんにいったことある？」

「ああ、あるぞ。というか、その時手に入れたダンジョンコアのおかげで、この村を作る資金が出来たからな」

　なんと、資金の元手はダンジョンコアだったか。

「すごーい！　だんじょんやっつけたの!?」

「ああ、落ちた落とし穴が偶然コアの近くに通じててな。まだ生まれて五十年くらいしか経っていない若いダンジョンだったみたいだが、コアはこのくらいあったな。色は綺き麗れいな濃い紫色だった」

　そう言って右手の人差し指と親指で十五センチくらいの間隔を作る。直径がそのくらいの球形だとしたら、確かに破格の大きさの魔石だ。この辺に出る熊のような体長三メートルくらいの魔物『大爪熊』でも、魔石の直径は二センチくらいだ。

「みたい、みたい、ぼくもだんじょんこあみたい！」

　なるべく子供っぽく言ってみるが、これは本心も混じってる。ダンジョンがあるなら潜ってみたいし、コアも拝んでみたい！　魔法、ドラゴンと並ぶファンタジーの代名詞だしな！

「そうか、でもダンジョンに潜るにはもっと大きくならないとな」

　そう言って村長は俺の頭をワシワシと撫なで、訓練に戻っていった。今日の話はここまでということか。

　今日もいい話を聞けた。俺も家に戻るとしよう。
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　四歳になった頃から、俺は村を囲う柵の内側でだけ、好きに歩き回れるようになった。外部との人の出入りがほとんどないことや、柵の内側は畑と浅い小川しかないことから、危険がほとんどないおかげだ。

　村に同じ年頃の子供はいない。一番近い年の子でも四歳年上だ。兄弟もいない。

　必然、俺はひとりでいることが多くなる。

　普通の子供であれば寂しい思いをするところであるが、俺にとっては都合がいい。隠れて魔法を練習することが容易だからだ。あの村長なら魔法が使えても酷使されることはなさそうだが、それでもギリギリまで、できるだけ隠しておきたい。何かのきっかけで人が変わるというのはよくあることだからな。

　そんなわけで、俺は畑の中の蔓つるが生い茂った一角にいる。既に時刻は昼過ぎで大体の農作業は終わっているため、周囲に人影はない。

　この蔓はサツマイモの仲間で、村では単に芋と呼んでいるが、正式には森芋というらしい。この村の主食で、糖度が高く栄養豊富、それでいて栽培は簡単という素晴らしい植物だ。味はほぼサツマイモだが、見た目はジャガイモのようにベージュの外皮でゴツゴツした形だ。黄金こがね千せん貫がんをもっと丸くしたもの、というのが近いだろうか。

　魔境近くでないと栽培できないらしく、辺境といえばこの芋というほど定番の作物らしい。都市部でも需要が高いらしく、開拓村へ来る行商人はこれが目的だと言っても過言ではないとか。

　この芋は日の光を浴びて糖分を蓄えるのだが、俺のような子供だと胸元まで隠れるくらいその葉を茂らせる。そのため手元で魔法を使っても、離れたところからでは見つかる心配がない。それでいて俺がいることは分かるため、大人たちに心配をさせることもない。多分、虫取りでもしていると思われているのだろう。安心して魔法の練習ができる、いい修行場だ。




　あれから色々と試したのだが、どうも俺はあの３ＤＣＧのような魔法しか使えないようだ。

　火や水、風や土、光や召喚という魔法も試してみたのだが、何も起きなかった。アイテムボックスやステータスウィンドウも出なかった。残念。




　その代わりと言ってはなんだが、その３ＤＣＧのような魔法では色々できるようになった。

　元の世界の３ＤＣＧでは、その精細さを『ポリゴン』と呼ばれる三角形の個数で表すことが多いが、俺の魔法もどうやらこのポリゴン数に大きく左右されるようだ。

　初めて魔法を使えるようになった頃は、百ポリゴンほど作ると魔力というかＭＰというか、そういうものが切れていた。

　今は隠れて練習していた甲か斐いもあってか、一万ポリゴンくらいまで作れるようになっている。驚きの進歩だ。おかげで色々と複雑な形状の物も作れるようになってきた。

　それだけでなく、当初は全て光沢の少ないグレーの材質の物しか作れなかったが、今は色や光沢、反射や透明度、屈折率といった、様々な材質を表現できるようになっている。




　以前は作り出したものを弄いじって形状を変化させていたが、現在は頭の中で形状と材質を思い浮かべ、それを出現させるということもできるようになっている。出現させてからは微調整するだけなので、地味にこの進歩が一番ありがたい。

　作り出したポリゴンの強度であるが、どうやら込める魔力量に比例し、体積に反比例するようだ。

　最初に作ったプレーン（板）は厚さがないため体積もなく、最低限の魔力しか込められなかった。その場合の硬さはソフト煎餅くらいだろうか。シンプルな塩味なのに、妙に後を引くんだよな、アレ。

　それが正四面体、つまり三さん角かく錐すいになると途端に強度が上がり、木の幹に突き立つくらいになる。さすがに、石にぶつけると負けて砕けてしまうが。

　大きな三角錐を作ると消費魔力も大きくなり、魔力を込めると硬度も上がる。魔力を込めた三角錐なら、木どころか石にも穴が開くくらい硬くなる。

　この特性に気付いたとき、その有用性に思わず小躍りしそうになった。実際にちょっと踊ったけど。怪しい踊り。

　使用魔力が体積に比例するということは、『極薄に成形すれば、僅わずかな魔力で高硬度を得ることができる』ということだ。極薄ということは体積が小さいということだから。

　試しに極薄三角錐を作って小石に切りつけてみたら、ほとんど抵抗なく真っ二つになった。断面は研いだように滑らかで、こんなものが転がってたら不審に思われるんじゃないかってくらいだ。ちょっとビビった。証拠隠滅のため、その石は更に細かく切って砂にしておいた。

　実は他にも気付いたことがある。この魔法は進化、いや、機能が追加あるいは解放されるということだ。

　最初は使えなかった材質設定のほかにも、一度作った形状や材質を記憶しておいて、同じものを即座に作ることができる『ライブラリ』という機能が追加されている。前世で使っていたツールにもあった機能だ。魔法を使えるようになった当初は使用できなかった。

　熟練度が上がったことで使えるようになったのだとしたら、これからも有用な機能が追加されそうで楽しみだ。なにしろ元々の世界でも、あの３ＤＣＧツールは扱い切れないほどの機能を持っていた。アレやアレの機能が使えるようになれば、まさに万能魔法と言えるだろう。実に楽しみだ。




　そんなわけで、いそいそと魔法の研究と習熟に励む。今は材質設定と消費魔力の関連を検証中だ。芋畑にしゃがみ込み、直径十センチくらいの球を作り、材質設定を変えてみる。透明度や反射率、屈折率を色々変えると、周りの風景が歪ゆがんで見えたり自分の顔が映り込んだりする。

　むぅ、どうにも気になるんだよな、俺の見た目。

　身長は一メートルちょっと、体つきはやや細身だろうか。二十キロはないと思う。今の服装は生成りで半そでの襟なしシャツと、膝丈のブラウンのハーフパンツだ。寒くなると、パンツとシャツが長袖になる。

　顔つきは子供特有の丸顔だが、少し細面だ。目は濃い茶色の瞳で大きめのややツリ目、鼻は子供らしく少し低い。親の遺伝子が生きているなら、将来的には高くなるだろう。




　総じて、普通の子だ。ここまでは。

　問題は髪色で、両親のどちらにも似ていない灰色の髪を、ツンツンに立つくらい短く刈り込んである。そう、白でも黒でも銀でもなく灰色なのだ。陽ひが当たると銀髪に見えなくもないが、あまり光沢のない灰色というのが一番しっくりくる。

　……てか、これプリミティブのデフォルトカラーだよな。

　この世界の髪にピンクやらブルーやらがあるならいいんだが、そうじゃない場合は目立つ色かもしれん。無意味に注目を集めるのはあまり良いことがなさそうだし、今度村長にそれとなく聞いてみよう。今のところ、この村でそれを理由に迫害されるということは起こっていないが。




　魔法の研究に戻る。

　魔法を使うと魔力（昔はナニカと言っていた）が抜けていく感じがするのだが、作った物の材質を変更するときも同様に、多少魔力が抜けていく感じがする。しかし、透明度や屈折率、反射率を大きく変えても、抜けていく魔力の量に違いは感じられない。

　どうやら、設定する材質の違いで消費魔力が変わるということはないようだ。

　正直、これは意外だったが、ありがたい。

　何が意外だったかというと、３ＤＣＧツールだと、透明度や屈折率、反射の設定をすると急に重くなる（処理が遅くなるという意味のコンピューター用語）ことがあるのだ。

　この重くなる現象の原因は『レンダリング』にある。３ＤＣＧでは、作ったものを画像として出力するレンダリングと呼ばれる作業が必ず発生する。屈折や反射といった複雑な要素が絡むと、このレンダリングに必要な計算が多くなり、重くなってしまうのだ。

　おそらく現実では反射や屈折などは勝手に行われるので、余計な負荷は掛からないということなのだろう。『重くて動きが時々止まる』なんてことがなくてよかった。

　それはそうと、いつまでも『３ＤＣＧのような魔法』では呼びづらい。何か簡単な呼び名はないものか。

　……そうだな。ここはひとつ、ラノベの定番である空間魔法や召喚魔法、時空魔法に対抗して、『平面魔法』と呼ぶことにしよう。数学的にもポリゴン＝三角形＝平面だしな。英語だとポリゴン○ジック！

　……なんかヤバい気がするから、英語で呼ぶのはやめとこう。




　俺が魔法の研究をしていると、人の近づいてくる気配を感じた。

　この気配はジャスミンだな？

　異世界補正なのか、それとも魔法を使えるようになったからなのか、俺は気配に敏感になっている。今もこの村に住む人たち全員の位置が分かるし、一キロほど離れた大森林の魔物らしき気配も分かる。最近若干増えてるみたいで、ちょっと心配だ。

　展開していた魔法を消して芋の葉の中に身を沈め、虫取りしているふりをする。

　はい、アリバイ工作です。

「あっ！　こんなところにいたのね、ビート！」

「ん？　どうしたの、おねえちゃん？」

　ジャスミンは四歳年上の女の子で、村長の一人娘だ。無論、実の姉ではない。俺にとってはご主人様の娘、つまり『お嬢様』と呼ばなければならない相手なのだが、村長同様にそうは呼ばせてもらえず、『お姉ちゃん』と呼ぶように厳命されている。

　どうも一人っ子であるために、お姉ちゃんと呼ばれることに憧れを持っているようだ。まぁ、事実肉体的には年上なのだし、お嬢様なんて呼び方は前世でもしたことがないしな。お姉ちゃんのほうが気楽でいい。

「別に用はないわ！　暇だから遊びに来ただけ！」

　普段は母親の手伝いや簡単な農作業をしているのだが、時々こうして俺のところに遊びに来る。ジャスミンも近い年頃の遊び相手がいないから、仕方なく俺を構いに来るのだろう。ジャスミンより年上の子供たちは、皆大人たちに混じって働いてるからな。この世界に児童福祉法や労働基準法なんてものはないのだ。

「うん、なにしてあそぶ？」

「そうね……冒険者ごっこにしましょ！　アタシが剣士でアンタがゴブリンね！」

「えぇ～、またぁ？　ぼくゴブリンあきたよぉ」

「しょうがないじゃない、アンタちっさいんだから！　もう少し大きくなったらホブゴブリンをやらせてあげるわ！」

　ジャスミンの見た目はごく普通の女の子だ。赤いカールのかかったショートヘア、日に焼けた赤い肌、小さな鼻にそばかすのある顔は『ニンジン娘』という表現がぴったりだ。大きなクリクリとした濃い翠みどりの目は、元気さと好奇心の強さを如実に表している。

　半袖シャツとグリーンのオーバーオールの膝丈スカートからのぞく手足はやや瘦せているが、女の子らしいしなやかなラインを描いている。

　黙っていれば普通に可愛かわいい女の子なのだが、残念ながら性格はかなりのお転婆だ。日頃から『お父さんみたいな冒険者になる！』と公言しており、暇になると剣の稽古と称して棒っ切れを振り回しているくらいに。そして、それに付き合わされるのはいつも俺だ。面倒くさい。




　まぁ、そうは言っても所しょ詮せん子供のチャンバラだ。大振りでバシバシ叩たたいてくるだけなので、適当に受け流した後、わざとふっ飛ばされてダウンすればおしまい。ジャスミンも本気で叩いてはこないし。一応その辺は弁わきまえてるっぽい。

「ぐぎゃぎゃぁ！　やられたぎゃー！」

「アハハ、なにそれ！　ゴブリンが喋しゃべったらダメよぉ！」

「えー？　でも、ぼくゴブリンみたことないし、わかんないよ」

「とにかく、アタシの勝ちね！　ビートはそのまま死体のふりしてて」

「はーい」

　あれ？　いつもはここで一回終わりなのだが、今日はどうやら続きがあるようだ。俺は畑の隅っこで大の字に寝転がる。

「ふふふ、では冒険者らしく……魔石を取らないとね！」

　そう言うと、ジャスミンは俺の腹の上に跨またがる。なんかヤバい？　そして俺の服を捲まくり、うっすらアバラの浮いた胸をさらけ出す……

　イヤイヤ、ちょっと待って！　それマズいから！

「ちょっ、おねえちゃん、なにするの!?」

「あら、死体が喋ったらだめよ！　ほら、コチョコチョ！」

「アハハッ、ダメ、だめだってば！」

　ジャスミンが俺の脇腹をその小さな手でくすぐる。あかんて、脇腹弱いねん！　少女に跨がられてくすぐられるとか、ある意味ご褒美かもしれないけども！　いや、大変なご馳ち走そうかもしれないけれども！

　俺はくすぐったさを我慢してジャスミンと体の位置を入れ替える。体位と言ってはいけない。

　そのまま起き上がると走って逃げだす。いや、報復とかするとマジで事案だから、俺には戦術的撤退しか残されていない。逃げるんじゃない、転進だ！

「あ、こら！　待ちなさーい！」

「やだー！　おねえちゃん、いじわるするからー！」

「待てーっ！」

　冒険者ごっこはそのまま追いかけっこになった。その追いかけっこは父ちゃんが迎えに来るまで続いた。子供の体力はすげぇな。

　まぁ、俺も童心に返ったようで、ちょっと楽しかったが。あ、俺、今子供だったな。
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「おーい、ビート、そろそろ飯の時間だどー！」

　父ちゃんが迎えに来たのは、まだ太陽が西の空に浮かんでいる頃だった。夕方というにはまだ早い時間だが、日が暮れたらすぐ寝る生活だ。

　早めに帰り、夕食をとって体を拭かねばならない。暗くなってからでは遅い。

「わかったー、いまいくー！　おねえちゃん、てをあらってかえろ！」

「うん、そうね。お腹も空すいたし！」

　俺はジャスミンの手を引いて畑の中を流れる小川まで向かう。

　この小川は農業用水としての利用のほか、洗濯や水浴びにも使われる生活の大動脈だ。水量はそれほどなく、幅四メートルくらい。深さは、一番深いところで俺の膝上くらいだから、三十センチもないだろう。

　水は澄んでいてそこそこ冷たいが、飲用にはしていない。飲み水は、別にある井戸を使っている。今も喉を潤すのではなく、手を洗いに来ただけだ。

「おめは綺麗好きだなや」

　父ちゃんが、ちょっと呆あきれたように苦笑いしながら言う。

「だって、おいもたべるときに、つちのあじするとおいしくないんだもん」

「そうよ！　それに、キレイにしておかないとお母さんが怒るのよ！」

　ジャスミンのお母さん、つまり村長の奥さんは結構綺麗好きなようだ。普段は普通に家事や農作業をしているところしか見たことがないから、怒ってるところが想像できないんだけど、怒ると怖いようだ。

「……んだな、おらも洗ってくるだで、ちっと待っててくんろ」

　やっぱり怖いようだ。父ちゃんがちょっと落ち着きなく手を洗いに行く。いや、うちの母ちゃんは優しいからね？












　まぁ、理由はどうあれ、手洗いをするのは衛生的でいいことだ。なにしろ、風呂も石せっ鹼けんもない世界だからな。世界のどこかにはあるかもしれないが、少なくともこの村にはない。できるだけ清潔にしておかないと、すぐに病気になりそうだ。




　お世辞にも衛生的とは言えないこの村の環境だが、意外にもトイレだけは衛生的だったりする。

　中世ヨーロッパでは糞ふん尿にょう垂れ流しだったというのはよく聞く話だ。俺はこの世界もそのレベルではないかと思っていたのだが、この村は違った。

　この村には全部で二十軒ほどの家屋が建っているが、全てにトイレが付いている。所謂いわゆるポットン式なのだが、日本のそれとは違って、肥こえ溜だめに集めたりはしない。汚物槽に落ちたものは、基本そのまま放置だ。そんなことをすれば満杯になって大変なことになりそうだが、そこはファンタジーである。

　なんと、汚物槽の中にスライムがいるのだ。茶色の半透明で、ちょっと大きめのメロンパンくらいの大きさの。

　このスライムは『マッディスライム』といって、森の掃除屋と言われている。魔物の中では珍しく、攻撃性は皆無で危険は全くない。

　通常は森の水辺近くに生息しており、動物の死骸や排はい泄せつ物、枯れた植物なんかを食料にしている。そして食べたものは少量の水と土に分解してしまうという、いわばファンタジー世界におけるミミズなのだ。

　このスライムがいるおかげで、汚物槽はそれほどにおいもない。ただし、スライム自身が排泄した土は徐々に溜まっていくので、何年かするとやはりいっぱいになる。その時は別の場所に汚物槽を新たに掘り、トイレを移築するのだという。スライム自体は、いつの間にか新しいトイレに移動しているらしい。

　この汚物槽に溜まった土は栄養豊富で、地力がなくなった畑に撒まかれて肥料にされる。なんともエコでファンタジーな話だ。




　トイレとは切っても切れない『紙』の話もしておこう。紙なのに切れないとは哲学的だな。何となく。

　この村の家の軒先には、必ず『とある』低木が数本生えている。一見、枇び杷わの若木のようだが、丈は二メートルほどまでしか伸びず、食用になる実も付けない。

　この木は、そのままズバリ『紙の木』と呼ばれており、この木の葉が尻拭きに使用されている。枇び杷わに似たその葉は繊維が入り組んでおり、非常に丈夫だ。とはいえ、そのままでは硬くて使用には堪えない。

　食用にはならないこの木の実だが、その実を砕いたものと葉を一緒に一晩水に浸つけると、葉の硬質な部分が溶け落ちて柔らかくなるのだ。白い繊維だけが残ったその見た目は、まんま不織布かティッシュである。あとは水洗いしたそれを数十枚重ね、重しの石を載せて水を抜き、天気の良い日に一～二日干せば天然のトイレットペーパーの完成だ。

　なんて都合のいい植物だ、とは思うが、これも人との共生を選んだ結果と考えるとアリなのかもしれない。

　余談ではあるが、この木の葉を毎日数十枚取るのが、まだ子供の俺ができる唯一の仕事だったりする。




「だば、帰ぇって芋さ食うべ」

「うん！」

「そうね！　アタシもお腹ペコペコよ！」

　手を洗ってきた父ちゃん、ジャスミンと手を繫つなぎ、俺は家路につく。途中でジャスミンとは別れるが、子供ひとりでも危険はない。村には不審者も変質者もいないからな。

「じゃあね、ビート！また明日ーっ！」

「またねーっ！」

　俺とジャスミンは手を振り合う。今日もなかなか有意義な一日だったと言えよう。





　　　　　　　　◇






　こんな生活も悪くないとは思うのだが、ひとつだけどうにも我慢ならないことがある。食事だ。

　栄養は足りていると思う。芋は甘くて美お味いしいし、畑で採れる野菜もある。たまに森から出てくる魔物で、たんぱく質も少しだけ摂とれる。まあ、魔物は危険なので出てくると大騒ぎになるのだが、感情の何割かは肉が食えるかもという期待であることは否定しない。

　香辛料も意外と充実しており、村では胡椒こしょうや生姜しょうが、唐辛子に似たものや、名前は知らないがいくつかのハーブ類も栽培されている。

　が、塩がない。

　酒と酢もないが、子供なので酒は要らないし、酢は代用として酸っぱい果物の搾り汁がある。

　この村は結構内陸に位置しているようで、海からかなり遠いらしい。そのため、塩はたまに来る行商人から買うしかなく、いつも不足気味だ。しかもこの行商人は個人事業主なので品物を大量には仕入れられず、辺境ということで護衛も雇わねばならないため、塩の値段はどうしても割高になる。

　いつ来るか分からない行商人をアテにするわけにもいかず、少ない塩を節約しつつ使うため、この村の料理は須すべからく薄味だ。森芋の汁から採れる黒砂糖のほうが使用頻度が高いくらいだ。

　岩塩でも採れればいいのだが、乾燥地帯というわけでもないので、鉱床が近場にはない。




　そんなわけで、今日も一味足りない野菜スープと茹ゆでた芋の夕食をとったあと、手を洗った小川まで、今度は水浴びに行く。

　まだ太陽は地平線に差し掛かったくらいだ。

　ん？　なんか妙だな。

「ねぇとうちゃん、かわのおみずがへってるよ？」

　夕食前に手を洗ったときより、明らかに水量が減っている。俺の膝あたりまであったはずが、今は脛すねの中頃くらいだ。しかも少し濁りが出ている。

「あんれ、何だべか？　川上で何ぞ詰まっとるだか？」

　父ちゃんも不審に思ったらしい。一緒に手を洗ったしな。村長に相談に行くようだ。

　けど、なんだろう、何か嫌な感じがする。





　　　　　　　　◇






「グレンとセージ、ピースは俺と一緒に森へ入る。デントは残りの男から三人ほど選んで村の周囲の警戒を。後の者はいつも通り畑の世話だ。何かあったらジンジャーに報告しろ」

　あれから一晩経って、今は早朝だ。さすがに、夜中の森へは入らない。それは無謀というものだ。

　小川の水はもうほとんど残っておらず、川底の砂利が空気に晒さらされている。水溜まりが数か所残っている程度だ。やっぱ、上流で何かあったんだろうな。

　村の皆が村長宅前の広場に集められて、村長から指示を受けている。本当なら大人だけ集めるんだろうけど、どうせ村の子供は少ししかいないから、皆集めてしまえということらしい。

　子供だけ残しておくのが不安ってのもあるか。




　グレンは父ちゃんのことだ。父ちゃんは、村長ほどではないが、結構腕が立つ。

　盾と棍こん棒ぼうを扱うのが得意な盾戦士、タンカーといったところだ。イケメンの上に腕っ節も強いとか……神様、贔ひ屓いきが過ぎませんかね？　実は女神さまだとか？

　チッ、イケメンめ、爆はぜ散れ！

　セージさんとピースさんは弓が得意で、この三人に村長とデントさんを加えた五人が、いつも魔物の相手をしている。デントさんは細身で足が速く、短剣を扱うのが得意だ。魔法を使えるものはいない。

「では解散。それぞれ行動を開始しろ。ジンジャー、すまんが朝食のあと、弁当を四人分作ってくれ。遅くとも夕方には戻るつもりだが、念のためだ。一食分でいい」

　さすがの村長でも、大森林で一夜を明かすのは難しいか。

　ジンジャーさんは村長の奥さんで、快活な、淡い茶髪の美人さんだ。唇の左下にあるほくろが色っぽい。村長とは冒険者時代の知り合いで、宿屋の看板娘だったそうだ。背は百六十センチを少し超えるくらいだが、ボディはダイナマイトだ。もう三十路みそじに入っているだろうに、弛ゆるんだ感じはしない。ケシカラン。

　俺はチッパイ派だが、大きいのも悪くないと思っている。昔の人も『オッパイに貴き賤せんなし』って名言を残しているしな。全ては等しく尊いのですよ。

「分かったわ。すぐ作るから、ちょっと待ってて」

　弁当といっても、せいぜい干し肉とパン、生で食べられる野菜くらいのものだ。パンは小麦で出来ているが、全粒粉のうえ発酵も弱いので、結構硬い。パンというより乾パンだ。塩も使われてないので、味もしない。ぶっちゃけ、美味しくはない。柔らかくて美味しいパンのために、発酵パンの知識を広めるのもアリかも？

「お父さん、気を付けてね」

　不安そうな顔でジャスミンが村長に声を掛ける。意外だ。ジャスミンの性格なら『アタシも一緒に行く！』とか言い出しそうなもんだけどな。思ってたより分別があったみたいだ。ちょっと評価を上方修正しておこう。ゴメン。

「ああ、心配ない。俺がいない間、お母さんのことを頼むぞ」

「うん、任せといて！」

　おお、なんかドラマか映画のワンシーンみたいだ！　そう言って出ていったお父さんは、大抵死ぬか行方不明になるんだよな。……いやいや、それはダメだろう！

　村長がいなくなったら村が立ち行かなくなってしまう！　父ちゃん？　あの人は大丈夫だ。なんか、命の危機に晒されてるところが想像できない。ドラマや映画だと、死んだと見せかけて最後の最後でひょっこり無傷で帰還するキャラだ。




　そんなこんなで、朝食を終え準備を整えた父ちゃんと村長他二名は、村の北にある唯一の門から森へ向かって歩いていった。村の周りはぐるりと高さ二メートルほどの柵で覆われているため、柵に沿ってほぼ半周しなければならないのだが。

「とうちゃん、きをつけてね。あぶなかったらにげてね」

　俺は仕事がないので、柵の内側から父ちゃんに話しかけつつ、ついていっている。ジャスミンはジンジャーさんの手伝いをしているようだ。村長に言われた通りジンジャーさんを守っている……というよりも、やはり不安だから母親のそばにいて安心したいんだろう。まだ子供だし、女の子だもんな。

　父ちゃんがどうにかなるとは思えないけど、ドジを踏むのも父ちゃんのような気がする。本当に心配なのは、それで迷惑を掛けるかもしれない村長たちだったりするのだが、これは秘密だ。

「おう、母ちゃんの言うこと聞いて、いい子で待ってんだぞ」

　父ちゃんは特に気負ってはいないようだ。笑顔で返してくる。うん、やっぱ最後まで生き残るタイプだな。頼もしい限りだ。

　しばらくすると柵の南端まで着いた。次第に離れていく父ちゃんたちに手を振りつつ、森の気配を探ってみる。なんか、少し奥のほう、村から四キロくらいのところに固まった気配がある。丁度この小川の源泉辺りだ。こいつらが原因かな。




　狼おおかみ系や猿系、一部の虫系の魔物は群れを作る。こうした魔物は、個々はさほど強くはないのだが（強くないから群れるのだが）、群れだとかなり厄介だ。単純に数の暴力で蹂じゅう躙りんされてしまう。少しでも隙を見せると、怒ど涛とうの如く襲い掛かってくるのだ。一匹二匹はなんとかできても、五匹十匹と来られると非常にヤバい。だが、それでも連携などはしないため、冷静に対処できれば何とかなる分楽なほうだ。




　問題は『群れを作り連携する魔物』、つまりは『魔族』であった場合だ。

　この世界では、知的生命体は人類だけではない。エルフやドワーフといった定番の亜人類のほか、猪人オークやゴブリンといった魔族類も存在する。亜人と魔族の違いは明確で、相互に繁殖が可能か否かだ。実際、犬耳や猫耳の獣人も他人種との繁殖が可能なため、魔族類ではなく亜人類とされている。

　おるねん、ケモミミ！

　ゴブリンと猪人は魔族に分類されている。ゴブリンは人や亜人の女を攫さらって繁殖母体にしてしまうのだが、ゴブリンはメスがいない種族なので相互に繁殖ができないし、猪人は人類と相互に繁殖ができない上、その生息域一帯の動植物を全て喰くい尽くしてしまう環境破壊者だ。人類も奴らにとっては食料でしかないから、姫騎士やエルフの『くっころ』はないようだ。残念（？）。

　森の気配がそういった魔族類なら、ちょっとヤバいかもしれない。人類に比べて知能が低いといっても、簡単な罠わなや道具を作ったりするくらいの知恵はある。中には魔法を使う者もいるというから、油断してると返り討ちにされかねない。




　父ちゃんたちが森の中へ入っていくのを見届けた後、俺も行動を開始する。

　見回りのデントさんと他三人は、二手に分かれたようだ。北の門前にふたりが歩哨として残り、他のふたりがそこから時計回りに村の外側を哨戒している。門といっても、一部柵が切れていて、開閉は拒きょ馬ば（細めの丸太を立体的に組んだ柵）を移動させるだけというの簡単なものだ。

　他の村人は皆畑で農作業中だ。俺がいなくてもいつも通りなので、夕方まで探されることはないだろう。

　気配を探るに、哨戒のふたり組は東側を通って南側へ差し掛かったところだ。つまり、見回りが終わったばかりの今、東側は意識の空白地帯というわけだ。




　俺は東端の柵まで来ると、人が周囲にいないのを確認の後、平面魔法を発動させる。作るものは一辺十センチほどの立方体で、作る場所は上げた足の裏だ。

　俺の平面魔法で作ったものは、触れば移動させることができるが、基本的にその場から動かない。それを一歩進めて、触れた方向とは違う向きに移動させたり、触れてもその場から動かなくするということもできるのだ。

　つまり、宙に出した物の上に乗ることができるのである。乗ったまま移動することも可能だが、まだ思うようには動かせない。修行中の身でござる。なので今はせいぜい上に乗るくらいだが、これを応用すると、足の裏にオブジェクトを生成することで空中を歩けるのだ！

　名付けて『スカイウォーク』！　ジェダ○の騎士になれるかも!?




　まるで見えない階段を上るように柵を乗り越えると、そのまましばらく東に向かって走る。森と山脈以外はほとんど平地とはいえ多少の起伏はあるので、村から離れれば背の低い俺はまず見つからない。

　手慣れているようだが、実はスカイウォークを使っての脱走は初めてではない。四歳になった頃から時折抜け出しており、その都度、森で魔物との戦闘訓練をしている。

　なぜそんなことを、と思われるかもしれないが、これも将来に向けた訓練の一環だ。もしこの世界がテンプレファンタジーだとしたら、成長がレベル制の可能性もあると考えたのだ。俺が知らないだけで、ステータスとかスキルとかもあるかもしれない。そうであるなら、レベルをできるだけ上げておくことで危険が減るし、何らかのスキルが得られるかもしれない。そう考えてのことだった。

　幸いにも、平面魔法のおかげで戦闘面の不安はない。あとは勇気だけだ！　ということで、度々村を抜け出しては魔物狩りをしていたのだ。

　まあ、レベル制ではなかったようで、レベルアップのファンファーレが聞こえたことはまだない。

　初めて魔物を倒したとき、何らかの忌避感や嫌悪感があるかもしれないと思ったが、特にそんなことはなかった。解体して素材や魔石を採ったときも、においとかぬるぬるする嫌悪感しか感じなかった。倫理観はやはり環境で作られるのだ。俺も完全にこの世界の住人だということかな。

　集めた素材や魔石は、村の柵の外側、西に少し行ったところにある大岩の根元を平面でくり抜いて隠してある。いずれ独り立ちするときの軍資金にするつもりだ。

　走る速度は、およそ五歳児のそれではない。多分百メートルを十一秒台後半くらい。無論、異世界の五歳児が皆この速さで走れるというわけではない。俺が異常なのだ。

　生まれてから今まで、特にすることもないので魔法の訓練に明け暮れていたわけだが、その副産物だ。所謂いわゆる、身体強化魔法である。




　きっかけは、体内で練った魔力を放出せずに体内でそのまま留とどめておけないかという思いつきだった。もしできるなら、普段は全身に魔力を溜めといて使うときに一気に使うという、切り札的なことができるかもしれないし。

　結果として、体に留めた魔力はゆっくり拡散して、五分ほどすると消えてしまった。切り札は別に考えなきゃだめかな……と落胆したのだが、訓練すればできるかもというポジティブシンキングでしばらく続けてみた。すると、拡散するまでの時間はほとんど変わらなかったが、魔力を溜めている間、身体能力が上がっていることが分かった。何しろ、生後半年ほどの赤ん坊がベビーベッドの柵を乗り越え、ハイハイもしたことなかったのにトテトテと歩くことができたのだ。驚異的である。むしろ怖いくらいだ。赤ん○う少女タマミちゃんも真っ青である。

　結構な発見に大喜びしたものだが、良いことばかりではなかった。ご多分に漏れず、翌日は盛大な筋肉痛になったのだ。マジ死ぬかと思った。どうやら魔法的な超常現象ではなく、本来ある機能の強化的なものらしい。増幅ではなくて制限緩和。筋肉痛はリミッターを外された筋肉が酷使された結果ということなのだろう。一日中寝ていられる赤ん坊だったことに感謝だ。寝返りすらキツイ有様だったからな。

　その後も折を見て使用し、純粋な身体能力の向上のために利用させてもらった。おかげで部分的に使用することや、切れかけてから上書きすることもできるようになったし、素の状態でも一般的な五歳児を遥はるかに超えた身体能力を得ることができた。

　今は平面魔法を併用しているので、更に速い。蹴り足の裏に板状のオブジェクトを生成し、踏み出すときに、それを前へ押し出す。これによって、通常以上に加速することが可能だ。また、体の周囲に流線形のオブジェクトを生成し、空気抵抗を可能な限り減らしている。これが、五歳児がプロアスリート並みの速度で走れる秘密だ。明日はまた筋肉痛だろうけど。




　できれば父ちゃんたちより先回りして、原因を排除しておきたい。多分、既に父ちゃんより俺のほうが戦闘経験多いだろうしな。できるだけ危険な目には遭ってほしくないし、立てられてた変なフラグもへし折っておきたいし。

　しばらく東に走ったところで、南へ方向転換する。そのまま森へ向かい、途中からまたスカイウォークで森の上を走る。森の中は走りづらいし、無関係な魔物に遭っても面倒だ。

　走りながら気配を探ると、目的の場所には二十ほどの魔物がいるようだ。あまり動きはない。

　まだ父ちゃんたちは森に入って一キロも進んでいない。周囲を警戒しながら進んでいれば、そんなもんだろう。

　俺から気配のする場所まで、残り二キロってところか。ちょっと遠回りしたけど、俺のほうがかなり早く着きそうだ。上からだからそろそろ見えそうだが……お、あれか？　目的地と思われる場所を上から見ると、そこだけ森がくり抜かれたように円形の空き地になっている。直径五百メートルくらいだろうか。




　これは……出張ってきて正解だったかもな。




　空き地の手前二百メートルくらいのところから森の中に降りる。上より下のほうが隠れやすい。木に隠れながら慎重に近づいていく。近くに何もいないことは気配で分かってるけど、念のためね。空き地のすぐそばまで近づき、木の陰から様子を窺うかがう。やや離れた、枯れた木の根元にいるソレを確認する。

　やけに猫背だが、二足歩行で粗末な皮の服を着ている。体たい軀くは二メートル近いかもしれない。太い胴体と短い手足、突き出た口こう吻ふん、下したアゴから突き出た二本の牙。頭の上に木の葉のような耳があり、全身が毛に覆われている。端的に言って、二足歩行の猪いのししだ。

　猪人である。




　この森では最下級の魔物の一種ではあるが、他の魔境では中級程度の脅威だと村長が言っていた。ここの猪人が弱いわけではない。むしろ、他の魔境であれば主ぬしになってもおかしくないくらいには強いらしい。そのくらい、この大森林以南の魔境は異常なのだ。

　ちなみに、この森には猪人以下の脅威とされるゴブリンはいない。淘とう汰たされて絶滅したのだろう。その代わりと言ってはなんだが、上位種であるホブゴブリンがいるらしい。俺はまだ見たことがないが。上位種でなければ生き残れなかったということか。脅威としては猪人と同じくらいだそうだ。つまり、上位種であっても大森林では雑魚ということだな。ちょっと異常すぎないか？　この森。

　正直、父ちゃんたちの手には余る相手である。一匹相手なら何とかなるだろう。二匹でも、丁寧に戦えば倒せるかもしれない。だが二十匹あまりとなると、父ちゃんたちではどうにもならないだろう。蹂躙されて、美味しく胃袋に収められるのがオチだ。父ちゃんたちもそれは分かるだろうから、無理に戦おうとはしないと思うけど。

　だからといって、このまま放置もできない。まず、なぜ水が止まっているかを確認し、その原因を排除しなければ、村が干上がってしまう。畑の作物が枯れてしまう。

　更に、この猪人のコミュニティが拡大すれば、遠からず奴らは村へ略奪にやってくる。なにしろ猪人は悪食で大食漢だ。目に付くものは動植物関係なく、悉ことごとく喰ってしまう。飢えれば仲間でも躊躇ためらいなく喰ってしまうほどだ。この円形の空き地も意図して作られたわけではなく、おそらくは単に、木も草も喰い尽くしたために自然と出来たものだろう。たった二十匹程度でこれだ。討伐せずに放置するとどんどん森を侵食し、いずれ全てを喰い尽くして村へやってくる。つまり、討伐せざるを得ないのだが、如何いかんせん、村には戦力がない。開拓村故に、近隣の領主に救援を求めることもできない。

　やれやれ、ここは村のため、回り回って自分と家族のため、俺が一肌脱ぐしかないかな。




　しかし、なんで急に猪人がこの辺に棲すみついたんだ？

　この森では喰われる側に立つ猪人が、この数まで増えてるなんて何か良くないことが起こってるんじゃないだろうか？

　この辺の森は、ここしばらく平和だったはずだ。危険そうな魔物を俺が狩ってたからな。凶暴な肉食系の魔物はあらかた駆除して……あれ？　まさか……それが原因か？

　この森では、猪人はいつも追われる側だ。凶暴な魔物に駆り立てられ、喰われながら産み増えて、全体としては丁度いいバランスになっていた。こいつらもそうやって追われて逃げてきたのだろうが、このエリアでは自分たちを捕食する魔物はほとんどいない。結果、一気に増えてこの数になった……。

　やっちまった。

　一肌脱ぐとか、どの口で言ってる。自分の蒔まいた種は自分で刈れよって話だな。すいません、責任持って狩らせていただきます。




　さて、この空き地近辺にいる猪人は全部で二十三匹のようだ。うち、空き地の外側、つまり森に入っているのは十五匹だ。単独だったり三匹くらい固まっていたりするが、あまり多くが群れて移動はしていないようだ。これは好都合。




　とりあえず一番近い二匹から始めますか。

　少し離れた木の上から二匹を見下ろす。二匹とも、腰に何かの皮を巻いて片手に棍棒を持っている。もう片方の手には、皮で作った結構大きめの袋を持っており、時折木の実らしきものをその袋に入れている。やはり採取か狩猟のようだ。

　あと、臭い。

　気付かれないように風下に回ったのだが、奴らのにおいが流れてきて獣臭い。さっさと片付けて次に行こう。

　まず、風下からスカイウォークを使って奴らの真上辺りに移動する。全く気付かれてない。スカイウォークは足音がしないのも利点だな。マジ便利。で、平面魔法で鋭く、硬く、長い錐きり状のオブジェクトを作る。あとは脳天をサクッと刺して終わりだ。ぶっちゃけ、暗殺だ。

　卑ひ怯きょうとは思うが、ガチバトルなんかしない。五歳児がそんなことできるわけない。相手はスーパーへヴィ級で、こっちはモスキート級未満だ。かすっただけで瀕ひん死しになると断言できる。動きの速さで翻ほん弄ろうするといっても、まだまだ人類の域を超えてるわけじゃない。わざわざ危険を冒してまでガチで戦うなんて馬鹿なことはしたくない。

　倒した猪人から魔石を切り出したあと、死体は細かく刻んで周囲の土に混ぜ込む。肉は美味しいんだけど、持って帰るわけにいかないからな。せめて森の栄養になってくれ給たまえ。

　それじゃ、この調子でサクサク片付けますか。

　お、父ちゃんたちも猪人の一匹と遭遇したようだ。まぁ、付近に他の猪人はいないようだし、大丈夫だろ。俺は狩りを続行だ。















　父ちゃんたちが一匹を相手にしている間、おれは八匹を狩った。別に父ちゃんたちが弱いわけでも、俺が異常に強いわけでもない。単に持ってる技能と戦闘スタイルが違うだけだ。ひとえに平面魔法のおかげだな。




　新たに遭遇した一匹を倒した後、父ちゃんたちの動きが止まった。誰か怪け我がしたのか？　いや、おそらくは村長が猪人の集落の存在に気付いたんだろう。調査続行か、それとも一いっ旦たん帰還か。まぁ、ここは選択肢なんてないけどな。

　お、動き出したな。ゆっくり川上に向かって動いてる。状況確認のためにも調査続行は必須だし、警戒を密にするために行動がゆっくり、慎重になるのも当然だ。さすが村長、元冒険者は伊だ達てじゃない。

　この調子なら、村長たちが空き地に到着するまでには一時間くらいかかるだろう。十分時間はある。

　空き地に残ってる猪人は八匹。周囲の森には三匹。この空き地にいる奴らを狩ってしまえば、もう増えることはできないだろう。あー、いや、全滅させると不審がられるかもしれないから、何匹かは残しとくか。この規模で食い荒らしてるのに、あんまり数がいないってのはおかしいからな。処理する手間もかかるし。

　というわけで、父ちゃんたちでは力不足だと思われる強さの奴らだけ狩っておこう。ぶっちゃけ、この群れのボスとその取り巻きだな。




　空き地の中央付近に、大きめの小屋が一棟とやや小さめの小屋が二棟、更に小さい小屋が一棟建てられている。どれも丸太を組んだログハウスのような造りだ。

　大きいほうには何の気配もない。おそらく食料倉庫だろう。やや小さいほうには二匹と三匹、小さい小屋には三匹の気配がある。

　いいね、お誂あつらえ向きだ。気配の強さから察するに、二匹のほうは側近、三匹のほうのひとつがボス、残りは雑魚だ。ということで、まずは側近二匹から片付けることにする。仮にもし、多いほうに手を出して倒すのに手間取ってしまったら、増援を呼ばれてまずいことにならないとも限らない。それよりは、確実に数を減らしたほうが安全だろうということだ。

　小屋の外に出ている個体はいないが、念のためスカイウォークで上空を歩いて移動する。二匹の気配がある小屋の上空まで移動し、入り口前に降りる。入り口は皮がカーテンのように掛かっているので、中から見られる心配はない。

　左右の手それぞれに平面魔法の錐、いや、短たん槍そうを作り、皮を捲めくって素早く突入する。無駄な声を出したりはしない。

　どうやら食事中だったようだ。床に無造作に置かれた木の実と、何かは分からないが生肉の塊を手づかみで食べていたようだ。突撃、隣の昼ご飯！　驚いた猪人二匹がこちらを向くが、それぞれの眉間に短槍を突き入れて即、沈黙させる。




　三秒かからずに退治できたのは上出来だ。下手に騒がれると、無駄に面倒なことになりそうだったからな。

　魔石取りは後回しだ。さすがにこの近さで解体すると、においで警戒されかねない。

　ではメインディッシュといきますか。

　音を立てないようにスカイウォークを使い、ボスがいると思おぼしき小屋へ近づく。気配は三匹だ。なにやらフゴフゴピーピー言ってるな。言い争いか？

　ここも入り口は皮のカーテンだ。コソッと少しだけ捲って中を窺う。

　部屋の中は何かの毛皮が敷かれており、奥にはバカでかい棍棒が置かれている。その毛皮の上で、両手両足を床についたメス（四個ある胸が揺れてるからメスだろう）に覆いかぶさるように、一際大きな猪が乗っかっている。三メートルくらいあるんじゃなかろうか。メスのほうは二メートルないくらいだ。腰を振る行為に夢中で、こちらには全く気付いていない。

　繁殖行動中だったようだ。あらやだ、えらいとこ見てしもたやないの！

　もう一匹はやはりメスで、既に行為の後なのか、脱力して床に伸びている。三匹とも、何も身に着けていない。

　猪人のくせに３Ｐとは、いいご身分ですな！　繁殖は群れのリーダーとしての責務ですかそうですか。

　なんか気が削そがれたというか、テンションが緩んでしまった。無造作に入り口のカーテンを開けて中に入る。

　ボスが驚いてこっちを見る。フゴッ!?　だって。入ってきたのが人族の幼児ということで、更に混乱しているようだ。驚いた顔のままで固まってる。いや、猪人の驚いた顔なんて見たことなかったから、多分驚いてるんだろうという推測なんだが。まだ腰は振り続けてるあたり、実は驚いてないのかもしれない。メスのほうは全く気付いていない。目を閉じて気持ちよさそうにピーピー言ってる。

　やることは先ほどまでと変わらない。サクッとボスの眉間に平面魔法の槍やりを刺してやる。

　材質が無色透明で反射も屈折もしない、完全に不可視の槍だ。伸縮自在で、いつでもどこでも出すことができるという、究極の暗器だな。避よけるどころか、何をされたかも分からなかっただろう。

　一度ビクンと痙けい攣れんしてから硬直して動かなくなる。メスのほうもビクビクッと痙攣してる。ああ、出されちゃったのね。メスを下敷きにするように折り重なって崩れ落ちる。せめてもの情けだ、気持ちいい余韻が残ってる間に始末してあげよう。脱力してるメス二匹も、サクサクッと頭を刺して処分する。




　残りは父ちゃんたちに任せて、倒した奴らだけ森に運んで処理するか。

　いくら身体強化ができるといっても、百キログラムを超える重量を五歳児が持ち上げるのは不可能だ。しかもそれが五体分。ボスなんて二百キログラムを超えてるだろう。

　しかし、俺のチート、平面魔法はそんな不可能も可能にしてしまう。

　床と死体の間に、平面魔法で作った薄いボードを差し込む。なんと、これだけで動かせてしまうのだ。

　俺の平面魔法で作ったオブジェクトには、重さというものがない。

　たとえば材質を金そっくりに設定したところで、それはそういう風に見えるだけでしかなく、金になったわけではないのだ。だから宙に浮いた状態で固定できるし、ほんの少しの力で移動させたりもできる。完全に物理法則の範囲外。魔法っていうのはそういうものだから、と言ってしまえばそれまでだが。




　念のため周囲の気配を窺うと、父ちゃんたちはもう三十分もすれば空き地に辿たどり着く位置まで来ている。小屋の猪人に動きはなく、周囲に出ている残りの猪人も戻ってきてはいない。

　丁度いいくらいの時間だな。ここから先は大人たちの仕事だ。父ちゃんたちだけで殲せん滅めつはきついかもしれないが、それほど数がいないと分かれば、後日、村から人手を集めての総攻撃でなんとかなるだろう。

　怪しまれないためにも、俺の仕事はここまでだ。働き者の五歳児はお先に失礼します。

　お疲れさまでした。





　　　　　　　　◇






　今回の戦利品は魔石ばかり二十四個。猪人を狩ってる途中で絡んできた猿の魔物も狩ったからこの数になった。どれが猿のでどれが猪人のかは、よく分からない。

　やや大きめなのが猪人じゃないかと思うんだけど、どれも直径一センチ～一・五センチくらいでほとんど差がない。二センチちょいあった、猪人のボスの魔石だけは一目で見分けがつくんだけど。

　西の宝物置き場へ戦利品を隠した後、見回りの隙を突いて村に戻った。誰にも気付かれてないようだ。今回も上う手まくいった。




　素早く共同井戸まで移動し、誰もいないのを確かめた上で服ごと水を浴びる。解体の時の血と猪人自身のにおいが付いてるからな。洗い落としておかないと、ここからバレないとも限らない。いつもなら小川でバシャバシャやって誤魔化すのだが、その小川が干上がってるから今回その手は使えない。

　服ごと体をゴシゴシと擦こすった後、もう一度頭から水をかぶる。これで匂いは落ちたと思うんだが……カモフラージュのためにちょっと細工しとくか。

　そこらの土を捏こねて、いくつか泥団子を作っておく。更に、ちょっと土を盛って小山を作り、天辺から溝を掘る。上から水を流せば、泥遊びの痕跡の出来上がりだ。

　泥遊びであれば、びしょ濡れでもさほど不審に思われないだろう。母ちゃんには怒られるけど。

　この村の気候であれば、大抵二時間もすれば乾くし、真冬以外は風邪をひくこともない。多分、村の人たちの俺に対する認識は『いつも水（泥）遊びしてるか畑で土いじりしてる子供』だろう。まあ、それくらいであれば奇異の目で見られることもないだろうから、問題ない。

　ふむ、中腹にちょっとした池があってもいいな。まっすぐ流れるのも面白味がない。ちょっと蛇行させよう。おっと、川下に水が溜まってるな。もう少し先まで水路を作って……。




……。

……。




「……ビート、何してんの？」

　はっ!?　つい夢中になってしまった！　突然掛けられた声で我に返る俺。泥遊びには童心を惑わす魔性の力があるようだ。

　声を掛けてきたのはジャスミンだった。手には木き桶おけを抱えている。ジンジャーさんの手伝いで水みず汲くみに来たってところか。

「おねえちゃん。かわのおみずがなくなったから、ここでどろあそびしてたの」

「ふーん。あんたはお気楽ねぇ。……なにそれ、泥遊びってレベルじゃないわよ!?」

　見れば、泥の小山は既に特撮用ミニチュアセットレベルまで昇華されていた。小さなスギナのような草で木を、小石で組んだ石垣で棚田を模している。雑草の葉先は稲の代わりだ。頂上から流れる小川は途中のため池で勢いを緩め、仕切りの板切れを外すと棚田に流れ込む。棚田から溢あふれた水はまた小川となって流れを作り……まぁ、日本の里山の再現だな。なかなかの大作だ。捨てきれないデザイナー魂が憎い。

「へぇ～、ふーん……。ここがちょっと寂しいわね。大岩置いて、滝も作りましょう！」

　ジャスミンも加わって更に大作になっていく里山。大岩に滝ってところが、ダイナミックな性格のジャスミンらしい。

「そしたら、もっとおおきなやまにしないとね」

　なんだかんだで、それからしばらく泥遊びをした俺たちだった。やっぱ泥遊びには魔性の魅力があるようだ。




「いっけない、お母さんに怒られちゃう！　もう行かなきゃ！　じゃあね、ビート！」

「うん、またねー」

　桶に水を汲んで、ヨタヨタと帰っていくジャスミン。かなりの時間遊んでいたと思ったが、まだ太陽はやや西に移動したくらいだった。前世の感覚からすると午後三時から四時の間くらいか。

　子供は時間の経過が遅いな。俺も帰るか。もう一度水をかぶって体の汚れを落とす。今度は血じゃなくて泥だけど。今日はよく運動したからか、ちょっと眠い。家に帰ったら少し昼寝しよう。




　家に戻ったが、母ちゃんはまだ畑らしく、誰もいなかった。男手が見回りや森に割かれてるから、その分仕事が増えてしまったんだろう。

　ちなみに、家に鍵なんて掛かってない。というか、鍵自体付いてない。誰でも出入り自由だ。田舎だから、村全体が家族みたいなものだしな。

　仕事を手伝えないのは申し訳ないが、子供がいても邪魔なだけだ。濡れた服を適当に物干し用の縄に掛け、全裸になった俺は自分のベッドに潜り込む。硬い布にも慣れた俺は、すぐに夢工房へ旅立っていった。取ってこなきゃならない素材はないけど。





　　　　　　　　◇






「ほれ、起きるだよ、ビート」

　母ちゃんに揺り起こされた。窓から入る光がオレンジ色だ。一時間くらい寝てたっぽいな。わりと寝起きは良いほうなので、多少目をシパシパさせながらも起きる。

　あ、そういえば父ちゃんたちは帰ってきたのか？

「かあちゃん、とうちゃんは!?」

「さっき帰ってきただ。怪我もねえし、大丈夫だぁ。今、旦那様んとこで皆と話してるだよ」

　母ちゃんも心配だったんだろう。ホッとした感じが伝わってくる。

　村長のところってことは、今後の対応についてかな？　ちょっと気になるし、気配で分かってるけど、一応父ちゃんの無事も直に確認しておきたい。

「そんちょーのとこにいってくる！」

「あ、これ、ビート！　ちっと待つだ！」

　硬い布のシーツを跳ね飛ばしてドアに向かう俺を母ちゃんが呼び止める。う、泥遊びのお小言か？

「フル○ンでどこさ行くだ、ちゃんと服さ着れ！」

　あっ、そういえば全裸だった。えらいとこ見られてしもたやないの！




　服を着て村長の家に行く途中、帰ってくる父ちゃんに会った。

　母ちゃんの言った通り、怪我はしてないようだ。よかった。今後の対応についての話は終わったのか。俺は父ちゃんと手を繫いで、今日のことを聞きながら帰った。こういうコミュニケーションも大事なのですよ。

　父ちゃん曰いわく、明後日、村の男たち総出で猪人退治に向かうそうだ。当然ながら、俺は頭数には入っていない。

　もう五匹くらいしか残ってないはずだし、この村の男たちはソコソコ強い。多分問題なく退治できるだろう。今回の騒動も終わりが見えたな。





　　　　　　　　◇






　その夜は久しぶりの肉だった！

　父ちゃんたちは狩った猪人二匹を持ち帰っていたのだ。肉を食って英気を養おうということらしい。二足歩行の生き物を食べるってどうよ？　と訴える前世の倫理観が無きにしも非ずなのだが、アイツら本当にギリギリ二足歩行しているだけの猪だからな。『無理すんな、立たなくていいから』と言ってやりたいくらいの獣っぷりなので、別に気にならない。これが完全に人型だったら、さすがに食う気にはなれなかっただろう。

　この世界、魔物を倒してもゲームみたいに消えてなくならないのがいい。持ち物も丸ごと残るし。ほんと、魔法と魔物がいる以外はまるっきり元の世界と変わらない。まあ、それが十分大きな差であるんだけれども。

　村長の家の前に即席の竈かまどというか囲い炉ろ裏り？　が作られ、盛大に薪まきが燃やされる。木串に刺された猪人肉が、その周囲に突き立てられる。串焼きだ。ジリジリと遠火で炙あぶられる肉から、香ばしい脂の焼ける匂いが漂ってくる。

　これは……バーベキューのタレが欲しい！

　そのままでも美う味まいかもだけど、うっすい塩の味でも美味いかもだけど、やっぱりガツンとした味が欲しい！

　……いや、作れるんじゃね？　砂糖と香辛料と刻んだ香味野菜にお酢代わりの酸味のある果汁……イケそうじゃね？




　イケました！

　母ちゃんにお願いしてタレを『こんな感じで！』って作ってもらったら、思った以上にいい感じにできた。母ちゃんすごい！　そのタレを肉に絡めてよく揉もみ、味を馴な染じませてから串に刺して焼いてもらう。肉の焼ける香ばしい匂いに砂糖の焦げる甘い香りが混じって、焼いてる間は涎よだれが止まらなかった。

　焼けた肉を一口齧かじると、肉汁と砂糖の甘み、香辛料の刺激と香味野菜の香りが口の中に広がる。しつこい脂の後味は、果汁の酸味でさっぱりと洗い流される。少し癖のある豚肉といった感じの猪人肉によく合う。

　美味い！　ビール飲みてぇ！

　あっという間に一本食いきって、二本目に手を伸ばす。

「ビート、それ美味しそうね！　アタシにもちょうだい！」

「おねえちゃん。いいよ、おいしいよ！」

　俺があまりにも美味そうに食ってたからか、遠巻きに見ていた村人たちの中からジャスミンがやってきた。

　是非もない、どんどん食ってほしい。手に持った二本目をジャスミンに渡す。ほんの僅かに逡しゅん巡じゅんしたあと、ジャスミンは串にかぶり付いた。一瞬目を見開いたかと思うと、ものすごい速さで咀そ嚼しゃくして飲み込んだ。

「すっごい美味しい！　こんな美味しいお肉、初めて!!」

　うむうむ、そうでしょうそうでしょう。ジャスミンはあっという間に一本を食べきって、二本目どころか両手に一本ずつ持って食べ始めた。食い意地張ってるな。大人しくしてれば美少女なのに、残念なことだ。

　他の村人たちも安心したのか、タレ串に手を伸ばし始めた。一口食った後はジャスミンと同じだ。我先にと手を伸ばし、あっという間に串はなくなってしまった。




　結局、最初の一本しか食えなかった。シューン……。

「ビート、この串の味付けはお前が考えたとサフランに聞いたが、本当か？」

　村長が食べかけの串を持って話しかけてきた。サフランっていうのは母ちゃんの名前だ。喋っちゃったのか。まあ、口止めなんかしてないしな。

「うん、そうだよ。おいしいだろうとおもって、かあちゃんにつくってもらったの」

　誤魔化すと後々面倒になりそうだし、ここは正直に答えておこう。ボロが出ないように、隠すところは隠すけどな。前世についてとか。

「そうか……。なぁビート、このタレの作り方を村のみんなに教えてくれないか？」

「うん、いいよ。そしたら、みんなおいしいおにくがたべれるね！」

　何か感づかれてる？　ちょっとあった『間』が気になるな。しかし今は、特に詮せん索さくはしてこないみたいだ。あくまでも『今は』だろうけど。やっぱこの村長、出来る男っぽい。俺も『今は』無邪気な子供を演じておくとしよう。

　『ありがとな』と笑って俺の頭を撫でながら、村長は皆に向かって声を掛ける。

「今日は皆、美味い肉を食って英気が養えただろう。上手くいけばまた美味い肉が食えるぞ。明後日の討伐では奮闘を期待する！」

「「「オオォォーッ!!」」」

　いい感じの締めが入ったところで、この日は解散となった。また肉が食えるといいな。





　　　　　　　　◇






　猪人は排除された。ただし、討伐できたわけではない。

　男衆が猪人の集落に着いたとき、そこはもぬけの殻だったそうだ。辺りに血の跡や爪痕があったことから、どうやら他の魔物に襲われて逃げたか全滅したのだろうと思われる、とのこと。

　数が減ってボスもいないとなれば、そういうことも起こり得るか。なんか肩透かしというか、スッキリしない感じだが、解決したならそれでいい。これでいいのだ。肉が食えなかったのは残念だけど。

　川の水が止まってた原因だが、猪人が堰せき止めて蒐ぬた場ばを作っていたそうだ。蒐場というのは、泥浴び場のことだ。猪人は手足が短く背中に届かないため、寄生虫が付かないように泥を体に塗りたくるのだ。そのための泥浴び場を蒐場というのだが、かなり大きい蒐場になっていたそうだ。

　討伐隊はそのまま工兵隊と化して、堰き止められた川を元に戻したそうだ。今は元通りの小川が村を流れている。

　なんにせよ、解決してよかった。原因は俺だということは墓石の下まで持っていこう。世の中、知らないでいいことは沢山あるのだから。世間ではそれを証拠隠滅と呼ぶ。





　　　　　　　　◇






　さて、当面の危機は去ったということで、新たな五ヵ年計画である。計画経済は容易に破綻するんだけども、無計画というのも大人としてね。まあ、五歳児なんですが。

　ということで、俺の人生五年の振り返りだ。成果の評価と問題点の洗い出しをしてから、今後の方針を出す。

　ぶっちゃけ、概おおむね順調で、予想以上の成果だったんじゃないだろうか？　この世界のことは結構分かったし、俺が魔法を使えることもバレてないと思う。前世の記憶を持ってることについても、恐らくはバレてない。

　俺が何かしら隠してることに村長あたりは薄々感づいてるかもしれないが、今のところ表だって尋ねてくるようなことにはなっていない。結構大らかな人柄だから、村に害がないなら放っておこうとか考えてるのかもしれない。両親は村長に輪を掛けて大らかだから、子供が元気に育っていればそれ以外はどうでもよさそうだ。

　当面は、これ以上怪しまれないように大人しく（子供だけど）しておいて様子見かな。懸念点はそれくらいだ。




　次は現状の確認。

　正直、『生活が中世レベルで魔物という脅威が身近にいる世界なんて、碌ろくなもんじゃねぇ！』と思ってた時期が俺にもありました。うん、過去形。




　スローライフも、慣れると意外に悪くない。自然の中で生きるってのは、なんとも言えない充足感がある。ここいらの魔物は既に脅威じゃなくなってるし（ただし俺に限る）、唯一の不満だった料理も、自分で前世の味を再現すればいいと気付いたし……塩が足りないから限界はあるんだけど。

　奴隷っていうのは、前世の倫理観からすると少しばかり抵抗はあるけど、こっちの世界では普通にある社会階級だし、俺の主人の村長は良い人だ。前世の『ブラックスレスレ企業の社畜』よりは数段マシだと断言できる。

　開拓村っていう言葉から受ける『過酷』『飢餓』『貧困』なんていうマイナスイメージはこの村にはない。

　過酷なのは魔物との闘いくらいのもので、環境や労働が厳しいということはない。

　気候が安定していて旱かん魃ばつや水害も起こりにくいから、畑もそうそう不作にはならないため、飢えもない。

　貧困に関しては、村民のほとんどが奴隷だからもとから格差なんて存在しない。そもそも、村の中でお金ってものをほとんど見たことがない。

　基本的に、収穫も収入も全て主あるじである村長のものだ。必要なものは村長から分配されるから、物々交換すらない。金銭での売買なんて、たまに来る行商人と村長のやりとりだけだ。

　総じて、今の生活は悪くない。ぶっちゃけ、結構楽しかったりする。毎日が『ぼくの夏休み』だ。うん、ハードモードなんて思ってごめんなさい。

　しかし、今の状況に甘んじるつもりは全くない。折角の異世界なのに、このままではこの村の中だけで人生が終わってしまう。ダンジョンもドラゴンもケモミミも見ず仕舞いだなんて、そんなん嫌や！

　ダンジョンでブイブイ言わしてドラゴンに頭突きかましてケモミミをモフり倒すんや！　せやなかったら、異世界に何の意味もあらへん！

　と、俺の中の何かが叫んでる。




　何はともあれ、行動の自由を得るには、奴隷からの解放が必須だ。実は、これについてはその手段が判明している。

　この世界の奴隷制度というのは、厳格に法で定められている。驚くなかれ、全世界共通の法だそうだ。それによると、俺は一般奴隷という種別に分類される、金銭での売買が認められた奴隷だそうだ。その価格は能力や経験に左右されるが、五歳以上十歳未満の子供は基本的に大金貨五枚。これに色々な付加価値、たとえば見目が麗しいとか元貴族だとか借金の肩代わり分だとかでプラスアルファされる。俺の場合は、魔法が使えるってことを明かしたらどうなるか分からないが、そうでなければ大金貨五枚だ。そもそも奴隷の子が魔法を使った事例がないそうなので、値段の付けようがないだろう。つまり、俺は大金貨五枚で自分を買い取ればいいのだ。うむ、分かりやすい。

　しかし、ここで問題がひとつ。大金貨五枚がどのくらいの価値なのかということが分からない。そもそも俺はこの世界のお金というものを見たことすらないから、それがどれほどの価値なのか分からない。これはなるべく早めに調べておきたいな。最優先事項だ。




　ということで、今後五年の目標が決まった。

　まずはお金について知る。これはたまに来る行商人のおっちゃんと村長のやり取りを見て覚えよう。自分からおっちゃんにそれとなく尋ねてもいいし、護衛の人たちに話しかけてもいいかもしれない。

　それに並行して、村を抜け出して魔物を狩る。価値が高いと言われる魔石を集めておいて、自分を買い取るための資金にするのだ。素材なんかは日にちが経つと状態が悪くなるだろうから、残念だが諦めるしかない。売る手段がない以上、仕方ない。

　集める魔石は多ければ多いほどいい。両親も解放したいからだ。両親は俺よりも高値だろうから、正直どれだけの額が必要なのか見当がつかない。しかし俺だけ解放されるのも違う気がするし、コツコツやればなんとかなるだろう。

　そして、継続して魔法を磨き身体を鍛える。いつか行くダンジョンと、いつか出会うドラゴンのためだ。あとケモミミ。

　……何か、今までと大して変わらない気がする。まあいい、これまでのことは間違いじゃなかったってことさ。

　変えるのが面倒くさいとかじゃないよ？　ホントウダヨ？
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第三話：俺、八歳！







　田舎の暮らしは時間がゆっくり流れるというが、それでもやはり時間は止まることなく流れていく。

　俺は八歳になり、季節は晩秋だ。最近はちょくちょく農作業も手伝ったりしているが、概おおむね変わらない毎日を送っている。

　いや、少しだけ変化がある。村長の娘であるジャスミンがいない。別に不幸な出来事があったとかじゃない。むしろ喜ばしいことになるのかな？　ジャスミンは今年の年明け早々、王都の学園に入学したのだ。春でも秋でもなくて冬に入学とは、前世の記憶がある俺としては変な感じだ。まぁ、新年ということで節目としてはいいかもしれない。




　王都の学園は貴族の子女や裕福な平民が通う全寮制の学校で、十二歳から十五歳までの三年間、知識と教養を身に付けるために通う学校だそうだ。そんな学校になぜジャスミンが？　と言いたいところだが、いずれ開拓村はジャスミンかその伴侶に受け継がれることになる。そのためにも知識と教養は必要だ。貴族との付き合いも、あって無駄になることはないだろう。




　この国の貴族の爵位は、王族を別にすると六つに分かれている。位階の高いほうから順に『公爵』『侯爵』『伯爵』『子爵』『男爵』『準男爵』だ。このうち、公爵と準男爵は当代のみの爵位で、子供に引き継ぐことはできない。ただし、公爵の子供には男爵位が与えられる。また公爵と男爵、準男爵は領地を持たない貴族で、主な収入は国から支給される年金だ。

　この説明だと公爵はあまり裕福ではないようだが、そうではない。公爵は王位を継ぐことができなかった王族に与えられる爵位なので、実際は豪勢な屋敷で寝起きし、生活費は国費で賄われ、年金は趣味で使うのみという贅ぜい沢たくな暮らしを送っているらしい。なんて裏山。

　侯爵と伯爵、子爵の違いは、単純に領地の広さと豊かさだけだ。領土が広くて豊かなのが侯爵、そこそこ広い領地を持っているか豊かな財源を持っているのが伯爵、それ以外は子爵というわけだ。




　冬季休暇ということで、そのジャスミンが一年ぶりに戻ってくる。

　王都まではかなり距離があるらしく、それほど頻繁には帰ってこられない。年に一回程度がせいぜいだ。あのお転婆が王都という都会で一年暮らしてどのくらい変わったか。楽しみなような不安なような。良くも悪くも、街は人を変えるからな。




「帰ったわよ！　ビート、王都で学んだ剣術を見せてあげるわ！　ついてきなさい！」

　変わってなかった。

　行商とその護衛に便乗して帰ってきたジャスミンは、荷物を置くのも早々に俺のところへやってきた。丁度畑の草むしりを終えたばかりの俺を村長宅前の広場へと連れ出す。元気があり余ってるな。旅の疲れはどうした。

　手に持った一メートルほどの棒二本のうち、一本を俺に投げてよこす。例によって木の棒を使ったチャンバラだ。

「ふふふ。さぁ、いくわよ！　構えなさい！」

「もう、しょうがないなぁ。ちょっとだけだよ？」

　満面の笑みで俺に棒の先を向けるジャスミン。何がそんなに嬉うれしいのやら。

　正眼というのだろうか。ジャスミンは足を軽く前後に開いて、両手で棒を握り体の中心で構えている。剣道っぽい構えだ。ひざ下丈のスカートが袴はかまに……見えないな。やっぱりスカートだ。




　対する俺は軽く斜めに足を開いて、両手で握った棒の先を地面すれすれまで下げている。地摺ずり八双とかいう構えだったか？

「やっ！」

「ほっ！」

　まっすぐ突っ込んできたジャスミンの振り下ろしを、俺の掬すくい上げるような切り上げがカコンッという軽い音を立てて受け止める。ふむ、確かに村にいたときより打ち込みが速い。成長期ってこともあるだろうが、ちょっと動きが洗練された感じがする。剣術を習ってきたというのは本当のようだ。いや、淑女としての勉強はどうした？

「むっ、やるじゃない！」

「まぁね、僕も成長したってことだよ」

「ふふん、言うじゃない。じゃあ、これならどうかしら!?」

　棒を打ち合わせたまま、ジャスミンが体重を掛けてくる。残念ながら、未いまだに身長は向こうのほうが上だ。体重については、マジで後が怖いので言及しない。推して知るべし。このまま力比べで押し込もうというのだろうが、俺には身体強化がある。年上といえど、十二歳の子供に負けることはない。とはいえ、子供のチャンバラで魔法を使うのも大人げない。いや子供だけど。

「ぬぐぐ……」

　何とか素の身体能力だけで耐えるが、体格の差は如何いかんともし難い。じりじりと押し込まれていく。どうにか逸そらして反撃しないと。

　などと考えてたら、急に重さがなくなった。

「えっ!?」

「えいっ！」

　虚を突かれ、俺の体が一瞬体勢を崩す。その隙にジャスミンが俺の腰に組みつき、そのまま諸もろ手て狩りで押し倒される。傍らにジャスミンが握っていた棒がカランと音を立てて転がる。

　棒を手放して組みついてきたのか！　と思ったときには馬乗りになられていた。まずい、マウントポジションだ！　ってか、スカートで馬乗りはダメだって！　見えちゃうよ！　ってか、見えてるよ！　これなんてご褒美!?　いやいや、俺、ロリコンじゃないから！

「そぉれ、コチョコチョッ!!」

「ギャハハハ、やめて、やめてよぅっ！」

　脇腹をくすぐられて転げまわる俺と、一緒になって転げまわるジャスミン。いや、マジで脇腹弱いねんて！　やめてぇ～っ！

　それからひとしきり転げ回って、荒い息をしながらふたりとも大の字になる。汚れるのを気にするなんて今更だ。笑いすぎで疲れたし、腹が痛い。起き上がるのも億おっ劫くうだから、寝転がったまま顔だけジャスミンに向けて言う。

「おかえり、お姉ちゃん」

「うん。ただいま、ビート」

　ホント、変わってない。

　もうくすぐられてないのに、なぜか笑いが込み上げてきた。俺が笑うと、釣られたのかジャスミンも笑う。なんで笑ってるのか分からないが、何となくこういうのも悪くないなぁと思う。子供時代を思い出すというか。あ、今の俺、子供だった。




「ミン、貴女あなたはもう少し淑女らしくするべきだと思いますわ」

　ふたりで意味もなく笑っていると、村長の家のほうから聞き覚えのない声が掛けられた。

　見ると、簡素だが上質そうなベージュの外がい套とうに身を包んだ女の子が俺たちを見下ろしていた。長い金髪を三つ編みで一本に纏まとめ、ツバ広の白い帽子をかぶっている。およそ辺境には似つかわしくない、お洒落しゃれな装いだ。

　歳の頃はジャスミンと同じくらい。蒼あおい瞳に白い肌、整った顔立ち。ハリウッドで子役デビューできそうなくらいの美少女だ。それに何となく気品みたいなものも感じさせる。

　ってか、誰？

「ああ、ごめんステラ。帰ってきて懐かしくなっちゃって、つい」

「仕方ありませんわね。まぁ、ダンテス様にはもう挨拶を済ませましたし。それで、そちらの方はどなたですの？」

「ああ、以前に話したことあったよね？　この子がビートよ。ビート、この方はさる貴族家のご令嬢でクリステラ。学園で仲良くなったのよ」

「へぇ。ビートです。いつも姉がお世話になってます」

　ほほう、本物のお嬢様ですか。道理で気品があるわけだ。

　なんちゃって令嬢のジャスミンとは違うな。俺のどんなことを話したかは気になるが、どうせ碌ろくでもないことばかりだろう。追及してもはぐらかされるだろうし、気にするだけ無意味だ。男は口で女には勝てないのだ。

　素早く体を起こして、正座で頭を下げて挨拶する。子供らしくない礼儀正しい俺の挨拶に面食らったのか、クリステラさんは目をパチクリしている。意外に反応が素直だな。貴族の令嬢っていうから、もっとすれてるかと思った。












「え、ええ。こちらこそ」

「姉は少々……いや、かなりがさつですが、根は優しいので仲良くしてやってください」

「ちょっと、何言ってんの!?　アタシはお淑しとやか……じゃないかもしれないけど、ふ、普通よ！」

「ふふっ、ええ、存じてますわ。お友達ですもの」

　クリステラさんとジャスミンは学園で同じクラスだそうだ。お転婆でお嬢様らしくないジャスミンと、見るからにいいとこのお嬢様なクリステラさんのどこに接点があったのかは分からないが、仲良くなったというならそれは良いことだ。

　聞けば、実家に帰っても退屈なだけだからジャスミンの帰省に同行してきたそうだ。昔から冒険者に憧れがあったので、その活動の最前線である辺境を見てみたかったのだとか。意外にお転婆なのか？　それでジャスミンと気が合ったのかもな。そこが接点だったとか？

「クリステラですわ。しばらくダンテス様のところでお世話になりますの。よろしくお願いしますわ」

　フッと微笑ほほえむ彼女の顔は、ちょっと、いやかなり可愛かわいかった。





　　　　　　　　◇






　彼女は貴族のご令嬢ということだったが、滞在中に家名を名乗ることはなかった。それはある種のリスク回避のためだそうだ。どうやら大貴族の娘らしく、家名を名乗ると良からぬことを企てる者が寄ってくるかもしれないからとのことだった。

　この村の中なら心配はないと思うが、用心に越したことはないか。

　護衛がいないのは、学園では従者の使用が禁止されており、年度末に帰省する際も実家から呼び寄せるか護衛を雇わなければならないからだそうだ。今回は王都から近くの街まで船旅、そこからは行商に便乗ということに決めていたので、敢あえて雇わなかったのだそう。

　そして、彼女はなんと魔法使いだった！

　おお、初めての魔法使いとのコンタクト、ファーストコンタクトだ!!　やっぱ貴族には魔法使いがいるんだな。

　ここは光と音で挨拶を交わすべきか？　いやいや、指先を触れ合わせるか！　そして自転車で空を飛ぶのだ!!　その場合、身体のサイズ的に、前籠に入るのは俺か？

　しかし、残念ながら魔法を使っているところは見せてもらえなかった。『軽々しく見せるモノではありませんわ』と言われては仕方がない。俺も隠してるしな。

　色々と用心深いことだ。

　それが貴族ってものなのかもしれない。なんか黒い。




　辺境に興味があるというのは本当だったようで、彼女は村のあちこちを見て回った。とはいえ、それほど大きな村ではない。一日どころか半日で全て見終わってしまい、翌日にはすることがなくなって暇を持て余すことになってしまった。

　冬場なのであまり天候は良くないし、必然的に屋内で過ごすことが多くなるのだが、開拓村に屋内で遊べるような娯楽はない。大人は仕事が忙しくて構ってあげられないから、子供だけでなんとかするしかない。つまり、俺かジャスミンが相手をするしかないのだが……手詰まりだ。

　うん？　手詰まり？

　……ふむ、これくらいなら村にある材料でできるかな？　ルールも難しくないし、ジャスミンでも遊べるだろう。よし、ここはオッチャンがひと肌脱いだろ！　オッチャンが人前で脱いだら事案だが。




「お姉ちゃん、クリステラさん、遊びに来たよ！」

「ビート、よく来たわね！　あら？　その手に持ってる板は何？」

「これ？　僕が考えたおもちゃだよ。今日はこれで遊ぼう！」

「ふぅん、どんなものなのかしら？　見せていただけます？」

「いいよ。はい！」

　俺は手に持った三十センチ四方くらいの板と、麻の布に包んだ小石を渡す。板には縦横それぞれ七本の直線でマス目が描かれており、小石は白っぽいものと黒っぽいものがそれぞれ三十個ほど入っている。

　渡されたジャスミンとクリステラさんは困惑顔だ。

「ビート、これどうやって遊ぶの？　転がすとか？」

　まぁ、見ただけでは分からないだろう。けどルールは簡単だから、やってみればすぐ覚えられる。

「これはふたりで遊ぶんだよ。まず石を白いのと黒いのに分けて……はい、黒いのがお姉ちゃんのね。そしたら、この板の線が重なってるところに一個置いて。どこでもいいよ」

「じゃあ、真ん中に置くわね」

「うん、そしたら次は僕が置くね。こうやって順番に置いていって、縦横斜め、どの方向でもいいから、先に五個並べて置いたほうが勝ち。簡単でしょ？」

「なんだ、それだけ？　もっと難しいかと思ったわ。じゃあ、次はアタシね」

　何のことはない、七路盤を使った五目並べだ。囲碁は敷居が高いし、チェスや将棋はコマの加工に手間がかかる。ルールも複雑だ。子供が作るには色々と問題があるだろう。

　異世界転生の定番ならリバーシなのだろうが、五目並べならもっと簡単に作れる。板と石しか必要ないからな。

　五目並べには必勝法も存在するが、七路盤では使える手が少なくなる。六路盤だと必勝法はほぼないが、引き分けばかりになって面白くない。このあたりが妥協点だろう。

「じゃ、僕はここに置いておしまい。僕の勝ちだよ！」

「え？　あ、そうか！　こっちを止めてもこっちで五つならんじゃうのか！　きぃーっ、くやしぃー！　もう一回勝負よ！」

「……なるほど、先の先を読んで石を置いていかないといけませんのね。簡単なようでなかなか奥が深いですわ」

　ジャスミンが苛いら立だった手つきで石を白黒に分け始める。負けず嫌いも相変わらずだな。クリステラさんは形のいいオトガイに軽く握った右手を当て、何やら考察を述べている。初見でそれに気付くとは、オヌシなかなかやるな？




「じゃ、次はお姉ちゃんとクリステラさんね」

　しばらくはジャスミンとクリステラさんだけで遊んでもらう。まだ俺とは勝負にならないだろうしな。真打ちは遅れて登場だ。




　最初こそ勝ったり負けたりしていたふたりだったが、次第にクリステラさんばかりが勝つようになっていった。どうやらある程度コツを摑つかんだようだ。結構、頭良いっぽい。

「もうもうっ！　なんで勝てないの!?」

「おほほっ、ミンは目の前の石に固執しすぎですわ。ひとつの石で、相手の手を止めることと自分の手を伸ばすことを同時に行わなくては」

　うむ、五目並べに限らず、ボードゲームの極意のひとつだ。更に相手の誘導までできるようになれば完璧だ。どうやら打ち方のコツが分かってきたようだな。

「じゃ、次は僕とクリステラさんね。お姉ちゃんはちょっと見ててね」

「おほほ、手加減は要りませんでしてよ！　本気で掛かってらっしゃいませ！」

　おお、何やらすごい自信だ。ちょっと調子に乗るところがあるのかな？　よかろう、その鼻っ柱、へし折ってくれる！




「くっ、終わりですわね。またわたくしの負けですわ。まさか四つも年下の子供に手も足も出ないなんて……」

「えっ？　なんで？　まだ五つ揃そろってないじゃない？」

「ミン、よくご覧になって？　ほら、ここに三つ目を置かれたから、こっちかこっちを止めるしかないでしょう？　そうしたら今度はここに置かれて……」

　うむ、詰みである。何度か対局した結果、三々を禁じ手にしたのだが、今回はそれを逆手にとって、俺の飛び三を止められないように誘導したのだ。なかなか危なかった。やっぱ頭良いな、このお嬢さん。

「クリステラさんはすごいね。もうかなりコツが分かってきたみたいだ」

「あら、ビート君も素晴らしくてよ。わたくしの弟と大して歳も違わないのに、こんなに知的な遊戯を考えつくだなんて」

　まぁ、俺が考えたわけじゃないんだけど。ちょっと後ろめたい。

「ありがとう！　これはクリステラさんにあげるよ。暇なときにお姉ちゃんと遊んでね。じゃあ、僕はそろそろ帰るから。またねーっ！」

「ええ、ありがとう。大事にしますわ！　またいらしてくださいな」

　手を振りながらトテトテと玄関に向かう。

　さっきからジャスミンの声が聞こえないなぁと思ったら、頭からプスプスと煙を出してフリーズしていた。クリステラさんの説明が理解しきれずにオーバーフローしたようだ。熱暴走なのにフリーズとはこれいかに？　負けず嫌いはいいけど、脳筋じゃいつまで経っても勝てないよ？





　　　　　　　　◇






　十日ほど滞在した後、ジャスミンとクリステラさんは王都へと戻っていった。後半はほとんど五目並べしてただけだけどな。

　護衛は父ちゃんと村長だ。ただしそれは港町で船に乗るまで。船に乗ってしまえばそこそこ安心らしい。村長たちはその港街で塩などを購入して帰ってくる予定だそうだ。

　ちょっと休みが短いような気がするが、この世界の旅では道中で何があるか分からない。船も帆船で風任せだそうで、スケジュールに余裕を持って行動するのが当たり前なのだそうだ。異世界の旅は大変だ。

「じゃあね、また来年！　ビート、来年は強くなって帰ってくるから、覚えてなさいよ！」

「皆さまご機嫌よう！　またいつか、きっと！　ビート君、これは大切にしますわ！　ありがとう！」

　遠ざかる馬車からふたりが手を振るのを、遠くに見えなくなるまで見送る。貴族のお嬢様と会うことはもうないかもしれないな。

　そう考えると、ちょっと寂しいかも？

　無理にでも魔法を見せてもらうべきだったかもしれない。ちょっと惜しかった気もする。彼女は思ったより高飛車じゃなかったし、この国の貴族も捨てたものじゃないのかもしれない。彼女が特別なのかもしれないけど。まぁ、いずれ自分の眼で確かめればいいさ。

　冒険者になったときにでもな。

　今年の冬の嵐は穏やかに通り過ぎて行った……かもしれない。





第四話：俺、十歳！







「ビンセントさん、これは何？」

「その樽たるは塩だね。重たいから大人に任せなさい」

「大丈夫、運べるよ。五つ全部運べばいい？」

　十歳になった俺は、行商人のオッチャンこと、ビンセントさんの手伝いをしている。

　馬車の荷物を村長さんちの蔵に移し替えてるところだ。ビンセントさんはこの開拓村が出来た当初から懇意にしてくれている行商人で、中肉中背、黒髪翠すい眼がん、口ひげで四十歳過ぎくらいという、全体的に特徴らしい特徴がない普通の大人だ。

　本拠地はここから北西に行った海辺の冒険者の街『ドルトン』だそうだ。

　冒険者の街！　これはぜひ行かねばなるまい。話を聞く限りでは、この村から大体三百五十～四百キロ北西にあるらしい。東京～名古屋間くらいの距離か？　最寄りの町がその遠さとか、この村がいかに辺境かが分かろうというものだ。ちなみに、ジャスミンが帰省の時に使う港もその街にあるそうだ。




　一斗缶くらいの大きさの木樽を両肩にひとつずつ担ぎ上げ、蔵に運ぶ。ひとつ二十キログラムくらいか？　ふたつで四十キログラムくらい。確かに重たいが、身体強化魔法がある俺には造作もない。

「いやはや、本当に十歳かい？　私より力がありそうだよ」

　ビンセントさんの呆あきれたような感心したようなセリフを曖昧な笑いで返して、俺は荷運びを続ける。実際、全力で身体強化を施した状態であれば普通の大人以上の力が出せる。その後の反動がきついから滅多にやらないけど。その代わり、ソコソコの強化なら丸一日でも大丈夫にはなった。

　これは身体強化魔法の熟練度が上がったというより、魔力量と魔法全体の熟練度が上がった感じだ。その証拠といっては何だが、平面魔法で使えるポリゴン数がこの二年でかなり増えている。もう数えるのも大変なのだが、おそらく一千万ポリゴンを軽く超えている。ちょっと急激すぎる上昇率に、自分でもびっくりだ。

　そして、ついにライトとヌル、ジョイントとバインドが使えるようになった！




　世間ではあまり馴な染じみのない名称が多いと思うが、どれも３ＤＣＧでは基本的なものだ。

　まずライトはそのままズバリ、光源である。意外かもしれないが、３ＤＣＧツールでは光源の操作は基本中の基本だ。今までできなかったのが不思議なくらい。

　作り出せるのは電球のような『点光源』とサーチライトのような『スポットライト』の二種類だ。３ＤＣＧツールではもっと多くの種類があるのだが、他の光源は少々特殊なので使えなくてもしょうがない。現状ではこのふたつが使えれば十分だ。特にスポットライト、これがかなり使い勝手がいい。夜中に抜け出して狩りに行くときに使うのだが、周囲に全く光が漏れないのである。

　スポットライトの範囲である円えん錐すい状の空間に入った物は光を反射して明るくなるのだが、光源やその円錐状の空間は一切光らない。村の見回りや森の魔物にも見つかりにくい上に、額に固定でヘッドランプにしても眩まぶしくないし、両手もフリーになって行動を妨げない。超便利！




　ヌルというのは、座標があるだけで実体がないオブジェクトだ。これは単体での使い道はほとんどなく、他の機能との併用で真価を発揮する。その手法は色々あるのだが、ありすぎて説明しきれないので、またの機会にしよう。

　そしてジョイントである。そのままズバリ関節、そして骨のことだ。

　ただし、このジョイント自体に実体はない。その点はヌルと同じだな。このジョイントにオブジェクトを関連付けし、ジョイントが動けばオブジェクトも追従して動く、という風に使うものだ。

　この関連付けをバインドという。日本語だと縛るとか結ぶとか……ドＭが喜びそうな言葉だな。このバインド、３ＤＣＧではソフトとリジッドという二種類があるのだが、今はリジッドしか使えない。

　リジッドバインドは回転と移動のみで、オブジェクトの変形を伴わない関連付けだ。パワーショベルを想像すると分かりやすい。ソフトバインドは変形を伴うもの。生き物の関節回りとかだな。ソフトバインドが使えると作れるものがかなり増えるのだが、いつかは使えるようになると信じて鍛錬を続けるしかない。しかし、これでようやく単純な物ではなく、複雑に動かせる物体が作れるようになった。夢は膨らむばかりだ。




　今回村で購入したものはいつも通りの塩や布、乾物等だ。この二～三年で干し肉の購入が若干増えてる気がする。多分魔物の襲撃が俺のせいで減った分、外部から購入しなければならなくなったためだろう。時々は村に追い立てるとかしたほうがいいのかな？　などと考えてるうちに、荷物を運び終えた。

「ありがとうビート君、助かったよ。これはお駄賃だ。大事に使いなさい」

　そう言ってビンセントさんは大銅貨を一枚くれた。

　そうそう、貨幣についても分かった。貨幣は全部で六種類。銅貨、大銅貨、銀貨、大銀貨、金貨、大金貨だ。素材が三種で大きさが二種だな。大きさは小さい貨幣が一円玉より少し小さいくらいで厚みは一円玉くらい、大きい貨幣は五百円玉より少し大きいくらいで厚みは五百円玉より僅わずかに厚いくらいだ。十枚ごとに上位の貨幣に換金される。つまり、銅貨十枚で大銅貨一枚、大銅貨十枚で銀貨一枚という感じだ。大金貨一枚は銅貨十万枚ということになる。円やドルといったお金の単位の名前はなくて、この貨幣枚数をそのまま使うそうだ。




　貨幣の価値であるが、どうも銅貨一枚が前世での十円くらいのようだ。街で普通の宿屋が個室一泊素泊まりで銀貨二～三枚って話だから、二千～三千円と考えると妥当なところなんじゃないだろうか。この辺は、ビンセントさんの護衛の冒険者から聞いた。俺の買い取り価格である大金貨五枚は、大体五百万円ってことになる。まだ満足に働けない子供の値段としてはどうなんだろう……それまでの養育費やらなんやらと利益とを考えると、微妙にリアルな金額かもしれない。

　あ、実際リアルにこの額で売買されてるのか。

「ありがとう、ビンセントさん。村長に渡してくる！」

　お礼を言ってから、蔵で確認をしている村長のところへ走っていく。奴隷の稼ぎは一度全て主人が回収する。そのうちの一割が奴隷に報酬として与えられるのだ。

　与えられた報酬は奴隷が自由に使っていいことになっている。娯楽に使うもよし、貯ためて自分を買い取るもよし。俺はもちろん自分を買い取るために貯めておく。

　今回の報酬は僅か銅貨一枚、たったの十円程度だが、これが五百万円への足がかりになる……といいなぁ。

「村長、ビンセントさんがお駄賃くれた！　はい、これ！」

「ふっ、それはビートが貰もらっておくといい。荷運びに対するオレからの報酬だ」

　俺の頭をワシワシと撫なでながら村長が言ってくれた。むう、相変わらずかっこいいな。父ちゃんとは違うタイプのカッコ良さだ。父ちゃんをキム○クとすると、村長は○倉健だ。渋い系。

「ありがとう、村長！　大事にするね！」

　俺はお礼を言ってズボンのポケットに大銅貨を仕舞う。そこへビンセントさんとその護衛のひとり、アンナさんがやってきた。

「坊や、お金なんて使ってなんぼだよ。ビンセントの旦那から菓子のひとつでも買ったらどうだい？」

「いいのっ！　丸くて綺き麗れいだから宝物にしとくの！」

　なんか反射的に答えてしまったが、村長に俺の意図を気取られないための回答としてはよかったかもしれない。実際綺麗だし。

　文化レベルが中世以前な割に、この硬貨は非常に精巧に出来ている。表面には天てん秤びんと月げっ桂けい樹じゅ、裏面にはフクロウが図案化されて彫り込まれているのだが、その精度は前世の貨幣と比べても遜色ない。明らかにオーバーテクノロジーだ。この辺、いずれ調べてみる必要があるかもしれない。

「いやはや、確かにお金はお宝なんですが、我々とビート君ではその本質というか見ているものが違うようで、なにやら考えさせられますな」

「ははっ、この子は賢くて物分かりが良すぎるくらいだから、こういう子供らしいところを見せてくれると、ちょっと安心するよ」

　ありゃ、なにやら和ませてしまった。ちょっと恥ずかしい。どうも時々、意図せずに子供っぽい言動が出てしまうことがある。

　体に引っ張られてるのかもしれない。しかし折角新たな人生をやり直せてるんだから、子供の間はもっと子供らしくするのもアリか。

　なんて考えてたら、アンナさんが俺を抱きかかえて頭をグリグリ撫でまわし始めた。なにやら琴線に触れたらしい。む、胸が！　なんてお約束はなく、固い革のブレストプレートに押し付けられてひたすら痛い。やめてよーとか言いつつ、子供らしく大人しく（？）撫でられておく。

「で、どうですかな。何か足りないものはありますか？」

「いや、注文通りだ。できれば追加で塩を少し分けてもらいたいが、あるか？」

「多少でしたら。お代は追加の芋ですか？」

「いや、これで頼む。査定してくれ」

「これは魔石ですか。この大きさだと……大銀貨二枚というところですかね。塩だと二樽分です」

「分かった、それでいい。またよろしく頼む」

　おっと、撫でられてる間になにやら取り引きが。あの魔石は大きさが一・五センチくらいだった。それが大銀貨二枚分、約二万円か。ということは、あのサイズを二百五十個集めれば大金貨五枚分だ。いや、奴隷の間に稼いだ分は九割村長で一割自分だから、全部で二千五百個だな。

　父ちゃんと母ちゃんの分を入れて計八千個ぐらい欲しいところだ。具体的な目標が見えた。あとは魔物を狩りまくるだけだ。今までに貯めた魔石は二千個くらいある。残り六千個を稼げば自由の身だ。よっし、やるぞー！

　それはそうとアンナさん、なんかハゲそうなんで、そろそろやめてもらえます？




　ビンセントさんたちは二～三日村に逗とう留りゅうした後、交易品である森芋を荷馬車に満載して帰るそうだ。いや、帰る前に北の交易都市で半分売り捌さばくんだったか。

　北に行くほど芋の需要が高く、それ故に高値で売れるのだそうだ。商魂逞たくましい。この村から交易都市までは馬車で八日というから、だいたい東京から伊勢神宮までくらいだろうか。一生に一度は行かねばなるまい。更に北に行くと王都らしいが、そこまではビンセントさんの商圏ではないそうだ。

　そんなわけで、昨日の夕方に着いたばかりのビンセントさんたちは、明後日まで村に逗留することになっている。まだまだ開拓の途上にある村なので宿屋はなく、泊まるのは村長宅と共同宿舎だ。

　共同宿舎というのは独身寮のようなもので、未婚の奴隷たちが集まって暮らしている。広さは村長宅と同じくらいで、間取りは五ＤＫの平屋。現在四人の女奴隷たちがふたりずつペアで部屋を使用している。ビンセントさんの護衛は女性ばかり四人なので、余ってる部屋を利用してもらおうということだ。




　この村では、男衆と一部の独身女衆には戦闘訓練が義務付けられている。村長の方針だ。既婚者の女は家事や子育てがあるので強制ではない。

　辺境であるため、強くて困ることはない。特に女には色々と脅威があるし。そんなわけで、毎日昼過ぎからの数時間は訓練タイムだ。内容は日によって少し変わるが、大体『素振り』と『模擬戦』を数セットやって、二時間ほどで終了だ。

　今日と明日は、その訓練に冒険者たちが混じる。

「あの『旋風』ダンテスに鍛えてもらえるなんて、光栄の極みです！」

　冒険者のひとり、盾剣士のウルスラさんが興奮に顔を赤くしながら言う。旋風って、もしかして村長の昔のふたつ名？　実は結構名の売れた冒険者だったのかな？

「村長、知り合い？」

「いや、今回が初めてだ。大方、昔の話に尾ひれがついて大きくなってるんだろう」

　ちょっと嫌そうな嬉うれしいような、複雑な表情で村長が答えてくれた。

「何言ってるんですか、『キース迷宮ダンジョン攻略』に『第三次ガザ平原侵攻戦』、それに『ドルトン防衛戦』なんて、今でもベテランたちの語り草ですよ！　冒険者の憧れです！」

「う、うむ、そうか」

　ウルスラさんが熱く、いや暑く語る。勢いがありすぎて正直引く。村長も引いてる。




　しかし、結構な腕前だとは思ってたけど、やっぱりひとかどの冒険者だったんだな、村長。重さ二十キログラム近い両手持ちの戦せん斧ぷを軽々扱ってるから、並の腕前じゃないとは思ってた。もう引退して十年以上経つのにまだ語り草になるとか、どれだけ暴れてたんだか。

　アンナさんやウルスラさんはまだ二十歳を少し超えたかどうかというところだ。村長が引退した頃はまだ幼児だったはずで、当時を覚えてるはずはない。つまり、少なくとも最近まで話題に上がるほどの暴れっぷりだったんだろう。

　キラキラした目で村長を見つめるウルスラさんは放っておいて、訓練を開始する。今日の参加者は、父ちゃんたち村人十一名に冒険者四名と村長、そしておまけの俺を入れて総勢十七名だ。俺はまだ体が小さいので、正式に参加しているわけではない。皆が訓練しているのを見て子供が真似ているだけ、という扱いだ。

　適当な長さの竹（種類は分からないが、この世界にも生えてる）を剣に見立てて素振りをしたり、木の枝から薪まきを吊つるして打ちつけたりしている。皆の微笑ほほえましい視線がこそばゆい。やめて、見んといて。




　俺自身の戦闘スタイルは二年前からずっと変わっていない『コソッと近づいて、気付かれないうちにサクッと急所を突く』という、言うなれば暗殺者スタイルなのだが、正攻法の戦い方も覚えておいて損はないと思って参加している。

　剣が使えるとカッコいいかも、とか思ってない。

　しばらく素振りをした後、模擬戦が始まる。俺は見学なので、しばらく横目で観察しながら、吊した薪をペシペシ叩たたく。

　……なんか、ぬるい。今日は冒険者がいるからとかじゃなく、いつもと変わらないんだけど、動きは遅いし力も弱い。その中でも村長は力強いほうだとは思うんだけど、森の魔物ほどではない。




　うん、分かってる。俺の基準がおかしい。森の魔物が基準だからな。普通の冒険者ではとても敵かなわない奴らを小遣い稼ぎの感覚で相手してるから、感覚がおかしくなってる。これは将来的に問題になるかもしれない。気を付けよう。

「飽きた！　遊んでくる！」

　俺は子供の特権『気まぐれ』を発動させて訓練を抜ける。

「夕方には戻ってくるんだぞ！」

「分かったーっ！」

　こういうとき、子供は得だ。村長に軽く答えて畑のほうへ向かう。もちろん、脱走して森へ向かうためだ。今の時間、大人たちは訓練か家事をしているので畑は無人だ。脱走には都合がいい。

　鍛えるなら実戦が一番だ。魔石も溜たまるしね。
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　気配察知で周囲を探ると、ソコソコの数の魔物が引っかかる。ほぼ毎日狩りまくってるのに、全く減った様子がない。一体どこから湧いて出てるんだか。ほんと、大森林は異常だ。




　今日はちょっと趣向を変えて、訓練する感じで狩ってみよう。やり方は単純。手ごろな魔物のところへ行き、姿を晒さらして正面から戦うだけだ。普通の十歳の子供なら無謀としか言えない行為だが、俺には平面魔法がある。そうそう危機に陥ることはないだろう。

　手近で見つけたのは、この近辺では最強に近い一匹の『大爪熊』だった。見た目はまんまヒグマだ。ただし、四メートル近い体長と五十センチくらいある前足の爪を除けばだが。その爪を初めて見たとき『トト○だ』と思ったのはしょうがない。以前父ちゃんたちが狩った大爪熊は三メートルくらいだったけど、森の中で出会う奴らは四メートル以上あることもザラだ。あれはまだ独り立ちしたばかりの若熊だったんだろう。




　なんにせよ、訓練には丁度いい。身体強化を軽く発動させた後スカイウォークを解き、わざわざ音を立てて目の前に降りてやる。彼我の距離は五メートルくらいか。

　訓練に使っていた竹の棒を剣、いや刀に見立てて構える。ヘソの前で剣を握り切っ先は相手の目のほうへ向ける。所謂いわゆる正眼の構えだ。たかだか十年ほどしか見ていないこの世界の剣術より、二十年以上見慣れた剣道や時代劇の動きのほうがしっくりくる。

　大爪熊は突然降ってきた俺に驚いたようだが、森では捕食対象でしかない人型生物を前に、食料を得られる喜びを露あらわにする。ぶっちゃけ、舌なめずりしながらゆっくり近づいてくる。先ほど丁度いいと言ったのは、この近辺では敵う者のない大爪熊は、他の狩られることのある魔物と違い、初見の生物をあまり警戒しないからだ。餌にすることの多い人型生物ならなおさらだ。だから逃げることなく向かってきてくれる。

「ほれ、掛かってきな」

　俺の言葉が分かったわけではないだろうが、スピードを上げた大爪熊は俺に食いつこうと飛び掛かってくる。俺は左にサッと移動しつつ体を四分の一回転させて、俺の横を通り過ぎる大爪熊の右前足に竹棒を叩きつける。竹棒は平面魔法でコーティングしてあるので、しなることがない代わりにかなり頑丈になっている。

　折れるほどではないが結構な痛みだったらしく、大爪熊は怒りを雄お叫たけびに変えつつ後ろ足で立ち上がり、両前足を振り上げる。万歳の格好だが、はっきり言って隙だらけだ。いつもならサクッと心臓か眉間を刺して終わってるところだが、今日は訓練と思ってるので、敢あえてその隙は突かない。

　振り上げた両前足をほぼ同時に振り下ろしてくる。村長の両手斧りょうておのの振り下ろしより明らかに速い。俺は半歩左前方に踏み出しつつ、斜めに傾けた竹棒でその爪を受け流す。

「うおっとぉぅ!?」

　タイミングも角度もばっちりだと思ったが、やはりウェイト差は如何いかんともし難い。俺は一メートルほど押し飛ばされてしまう。たたらを踏んで何とか転倒は免れたが、その隙に大爪熊は間合いを詰めてくる。

　今度は鮭さけを獲とるかのように、左前足を横よこ薙なぎにしてくる。俺はバックステップで躱かわしつつその前足を竹棒で叩く。ダメージ目的ではない。大爪熊は左右の前足を交互に続けて払ってくるが、俺は同じようにバックステップしつつ、あるいは勢いに逆らわずに横に飛んで、その都度前足を叩き続ける。焦じれた大爪熊はまたも万歳のポーズを取る。狙い通りだ。今度はその隙を見逃してはやらない。一気に間合いを詰め、横薙ぎの一いっ閃せんをがら空きの胴に叩き込んで背後に抜ける。

　本物の刀なら、致命的な一撃だったことだろう。しかし、いくら身体強化していて平面魔法で硬化しているとはいっても、所しょ詮せんは子供が竹棒で叩いたに過ぎない。おそらくアバラにヒビくらいは入っているだろうが、大爪熊は威嚇の唸うなりを上げながらこちらを振り返る。まだやる気らしい。




　でも今日の訓練はここまで。このあと日課の魔石集め（魔物狩り）しないといけないからな。

「訓練に付き合ってくれてありがと～。お疲れ様でした～」

　竹棒の先から錐きりのように伸ばした不可視のオブジェクトで、サクッと大爪熊の眉間を突く。何をされたかも分からないまま、その場に大爪熊は倒れこむ。

　胸のあたりを切り開いて魔石を取り出しつつ、課題について考える。

「やっぱウェイトはどうにもならんなぁ。成長を待つしかないか？」

　帰省してくる度に相手をさせられるジャスミンとの打ち合いも、身体強化抜きではいつも押し負けてしまう。ジャスミンも成長期で、背も肉付きもどんどん良くなってるからな。特に胸とか。やはりジンジャーさんの娘ということか。ちゃんと遺伝子は仕事をしているらしい。ちなみに、去年はクリステラさんは来なかった。さすがに二年続けて実家に帰らないというのは許されなかったようだ。




　体重差か……平面魔法で何とかできるだろうか？　追々考えていくとしよう。とりあえず今は日課の魔石集めだ。

　大爪熊の魔石は二センチちょっとの大きさだった。大爪熊としては標準的なサイズだ。それでも猪人オークのボスよりデカい。さすがは捕食者といったところか。

　今まで手に入れた魔石で最大のものは、やはり大爪熊のもので三センチちょっとあった。こいつは体長五メートルを超える大きさで、体重なんて一トン近くあったんじゃなかろうか。まあ、死角からサクッと刺して瞬殺だったんだが。

　……なんか、自分がとんでもない反則をしてる気がする。大森林のルールを無視しまくってる感じ。どんなルールかは分からないけど。『弱肉強食』だとしても、俺は食ってるわけじゃないしな。なんか申し訳ない気がしてきた。目標に達したら、必要分だけ狩るように心がけよう。

　さて、次はどいつにしようかな。
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　というわけで、今日の目標個数五十個をサクッと集め終えた、いつも通りに。反省？　さっきしたし。悲しいけど、これって生存競争なのよね。

　さあ帰ろうかなと思ったところで、村にほど近い森の中に一匹の魔物の気配を見つけた。村を襲われると厄介なので、やばそうな奴なら狩っておこう。




　そこにいたのは『ジャイアントホーン』だった。でっかい牛。こいつは森に適応した牛系の魔物で、平均四メートル超という巨きょ軀くの持ち主だ。角は湾曲しながら、横ではなく前後に伸びている。突き刺す気満々だ。体色は茶色に緑の斑まだら、所謂ジャングル迷彩だ。どこのヤンキーやねん。それともサバゲオタクか？

　大森林は面積こそ広いものの、密度はそれほどでもない。木々の間隔は疎まばらとまでは言わないものの、数メートルは離れている。体たい軀くの大きな魔物でも余裕で移動できる間隔だ。植生はほとんどが常緑広葉樹で、下草もソコソコ生えている。大型で草食の魔物が生きるには悪くない環境と言えるだろう。

　ジャイアントホーンはそうした魔物の一種で、この近辺のヒエラルキーで言うと上の下くらいの魔物だ。猪人の二～三匹なら余裕で蹴散らす。その突進が決まれば、大爪熊ですら退ける実力の持ち主だ。

　眼下（スカイウォークで上から見てる）のそいつは体長四メートルを少し超える、この辺りでは平均的なサイズだ。通常は数頭の群れを作るのだが、こいつはハグレなのか一頭だけだ。




　たまには肉食いたいな。こいつ、村に追い立てるか。

　暢気のんきに下草を食はんでいるそいつの周りを、平面魔法の板で取り囲む。厚さは極薄だがその分魔力の密度は高いため、壊される心配は皆無だ。前後上下左右を地面ごと囲んだら、そのまま持ち上げて村のほうへ移動させる。

　さすがに異変に気が付いたようで、走って森の奥へ逃げ出そうとするが、平面の壁にぶつかって跳ね返される。それからはパニックになってあちこちへ走り出すが、数歩進むたびに壁へと激突し、パニックに拍車を掛けることになった。

　暴れるジャイアントホーンを尻目に、俺は一足先に村へ帰る。平面魔法は、俺が認識してる間は見えていなくても消えることはない。さすがに寝ている間までは維持できないが、ちゃんと起きていれば二キロくらい距離が離れていても問題ない。

　村に帰った俺はジャイアントホーンを解放すると、村長のところへ向かって走る。身体強化は使わない。解放されたジャイアントホーンは、パニック状態のまま村へ向かってきている。




「村長、森から魔物が来るよ！　でっかいやつが一匹！」

「なにっ!?　デント、グレン、ピース、セージ、行くぞ！　他の者は南の柵近辺で待機だ！　ビート、よく知らせてくれた。家で待ってろ」

　村長に伝えると、即座に指示を出して門へ向かう。訓練の真っ最中だったから、準備は既にできている。

「僕も畑から応援するよ！」

　家にいても気配察知を使えばある程度状況は分かるが、やはり目の前で戦ってくれたほうがサポートしやすい。

「っ、危ないと思ったらすぐ下がるんだぞ！」

「うん！」

　よし、了解を取り付けた。これで安心だ。

　村長たちが柵の南側に陣取ったとき、ジャイアントホーンは既に畑まで百メートルの位置に来ていた。

「ジャイアントホーンだ、並の攻撃では止まらんぞ！　セージ、ピース、引き付けて弓を撃ち込め。狙いは甘くてもいい、全力で撃て！」

「「はい！」」

　そう指示を出してる間にもジャイアントホーンは近づいてくる。彼我の距離は約六十メートル。

「グレン、受けようとするな！　跳ね飛ばされるぞ！　流せ！　デントもグレンも、できるだけ足を狙え！」

「分かっただ！」

　父ちゃんは返事して、デントさんは頷うなずいただけだ。無口キャラか。

　そしてジャイアントホーンは既に村長たちまで四十メートルの距離に来ている。村長たちに狙いを定めたのか、逸それる気配はない。そしてすぐに二十メートルまで近づいたところで、

「今だ、撃て！」

　村長の合図で、セージさんとピースさんが引き絞った長弓を放つ。風を切って飛んだ矢は、一本は右の肩口に刺さり、一本は角に弾はじかれてあさっての方向へ飛んで行った。




　俺の支援のタイミングもここだ。ジャイアントホーンの足元に立方体を出す。俺とジャイアントホーンの距離は五十メートルくらいだが、このくらいなら余裕でオブジェクトを作り出せる。大きさは一辺五十センチほどで、材質は完全透明（反射も屈折もなし）だ。

　ジャイアントホーンは立方体に躓つまずいて盛大に転ぶ。前転しても勢いが衰えず、そのまま三回横転してようやく止まった。

　矢が当たったタイミングだったから、皆には矢のせいで転んだように見えたはずだ。不自然には見えなかっただろう。

「よしっ！　グレン、デント、突っ込むぞ！」

　村長の合図で父ちゃんとデントさん、そして村長が突っ込む。セージさんとピースさんは二本目を番つがえて、距離を取りつつ後を追う。

　そこからは全く危なげなく事が進んだ。転倒した際に左前足が折れたらしく、起き上がろうと藻も搔がくジャイアントホーンをピースさんとセージさんが矢で弱らせ、村長が頭を叩き潰つぶして終わりだった。父ちゃんとデントさんは全く見せ場がなかった。

　これで今日は肉が食えるな！





　　　　　　　　◇






「こ、これは！」

「なんだいこりゃ！　こんな美う味まい物、初めて食ったよ！」

「いくらでも食べられますね！」




　ビンセントさんはあまりの美味さに声もないようだ。アンナさんやウルスラさんたちも虜とりこになったようで、焼ける端から手を伸ばしている。

　倒したジャイアントホーンが解体され、ＢＢＱにされているのだ。元の世界では、肉類はしばらく熟成させないと旨うま味みが足りず物足りない味にしかならなかったが、この世界の魔物の肉は獲れたてが一番美味い。これは、おそらく魔素のせいではないかと俺は思っている。




　元の世界の話になるが、人間はエネルギーに変わりやすい『脂質』と『糖質』を摂取したときに『美味い』と感じるのだと聞いたことがある。ケーキやチョコレートはこの二つの成分の塊のようなものだから美お味いしく感じるのだとか。

　そして、この世界には第三のエネルギー源である『魔素』がある。死んだばかりの魔物の肉には魔素がまだ大量に残っており、時間の経過と共に抜けて淡くなっていく。ならば、獲れたて肉の濃い魔素を摂取することで美味いと感じているのではないか、という考えだ。なかなか的を射た考えなのではないかと、自分では思っている。




　まあ、ぶっちゃけ、美味けりゃどうでもいいんだが。

　前回は豚肉に近い猪人肉だったが、今回は牛肉に近いジャイアントホーンの肉だ。少し筋はあるが、サシ（細かい脂の筋）も入ってて肉汁たっぷり。意外に柔らかい。これに合わせるＢＢＱソースも脂に負けないよう、少し酸味を濃いめに作ってある。おろした森芋を少し加えてとろみも付けている。それによってソースがいつまでも肉に絡みつき、長く味が残るというわけだ。

　美味いもんに妥協はせぇへんでぇ。

「ダンテス様、この料理は一体？」

「ふふっ、そうか、お前でも食べたことがない味だったか。それはな、そこのビートが五歳の頃に編み出した秘伝のタレを付けて焼いたものだ」

　いや、秘伝も何も、村のお姉さま方（年齢不問）は全員知ってますが。

　アレ以来、ちょっとずつ元の世界の味を再現してみている。醬しょう油ゆと味み噌そはまだ再現できていないが、ケチャップもどきは作り出せた。もどきというのは、トマトが存在していないからだ。他の土地に行けばあるのかもしれないが、少なくともこの村では育てていない。その代わり、よく似た味の野菜があったのだ。これはトンバという名前の、見た目が白いキュウリで中身は黄色、食感もキュウリに近いが味はトマトという、ちょっと混乱しそうな野菜だ。なので、このケチャップもどきも味はともかく、色が練り辛子のように黄色くてケチャップという感じがしない。俺としては不満なのだが、村のお姉さま方には好評だ。うちの母ちゃんも、一時期はケチャップ味の料理ばかり作ってた。

「これをビート君が!?　ダンテス様、このタレの製法を教えていただくわけにはいきませんか？　無論、タダとは申しません」

「やはりこれにはその価値があるか。オレとしてはこの村の特産品にしたかったのだがな。だが他の町とは離れすぎているから、どうしたものかと思っていたのだ。そうと決まれば早速商談だ。家の中で話そう」

　村長がニヤッと笑って言う。なるほど、製法を売るつもりなのか。ロイヤリティが入れば、何もしなくても村が豊かになるかもしれない。

「承知致しました。これはいい商売のタネが出来ました。……その前にもう一本」

　あんたもか、ビンセントさん！





　　　　　　　　◇






「それでは、

一・料理の名前は『ダンテス焼き』とし、それ以外の名称を使用しない。

　二・初年度はダンテス焼きとケチャップを合わせて大金貨二枚、次年度からは売り上げの五分（五％）を独占使用料としてダンテス村に支払う。最低額として大金貨二枚は必ず払う。

三・ダンテス焼きとケチャップの製法は秘匿し、その労を惜しまない。

　四・この契約は即日発効し、以後三年間継続する。契約は自動的に一年ごとに更新するものとし、解約は当事者の同意の上で行うものとする。

ということでよろしいでしょうか？」

「うむ、それで問題ない。モノが料理だからな。三年も経たずに製法が知られるかもしれんし、妥当なところだろう」




　どうやら商談が纏まとまったようだ。なぜか俺も同席させられてたんだが。奴隷で子供とはいえ、開発者（厳密には違うんだが）には同席する権利と義務があるとかなんとか。

　料理の名前をダンテス焼きにしていいかと聞かれたが、どうでもよかったのでＯＫした。異世界でバーベキューって名前に拘こだわってもしょうがない。ダンテス焼きって名前にしとけば、村の名前が売れて移住者が来るかもしれないしな。




　この契約で得られる使用権料の一割は俺の収入になる。三年で最低金貨六枚が入ってくる。これより多くなることもあると考えると悪くない。

　しかしこの契約、抜け道がいくらでもありそうな気がするんだが、いいんだろうか？

「ねぇ、その約束を破ったらどうなるの？」

「ん？　ああ、そうか。ビート君は『契約魔法』のことは知らなかったんだね」

「契約魔法？」

「ああ、『法と商売の神』に誓いを立てる魔法だ。この魔法で立てた誓いを破ると死ぬほどの苦しみと痛みを受けるんだ。神罰というやつだな」

「神罰!?　神様!?」

「そうだ。見ることはできないし話すこともできないが、神は常に我々のそばにいる。これは間違いない」

　これはびっくり。魔法があるのもびっくりだったけど、神様もいたのか。

　魔法なんていう超常の力があるんだから神様がいてもおかしくはないんだけど、今までの生活で全く聞いたことがなかったから予想もしてなかった。

　しかし、言われてみれば思い当たる節はある。

　たとえば暦だ。一年が三百六十日で月の公転周期がきっかり三十日だなんて、余りにも出来すぎている。

　言語についてもそうだ。基本的に日本語で、名前や地名は欧米風のカタカナだ。文字も日本語だ。ひらがなとカタカナに漢字。漢字は別にいい。カタカナもひらがなも漢字をもとに作られた文字だから。問題は、漢字を『漢字』と呼んでいることだ。そう、『漢の国の文字』である。そんな国の存在は歴史上どこにもないのに、である。

　これら諸もろ々もろの疑問をお手軽に、そして一片の不足なしに解決できる回答が『そういう風に世界が作られたから』だ。

　誰に？　もちろん『神』だ。

「もっとも、大神殿の高位神官はお告げという形で神の声を聴くことができるそうですが」

　ふむ、不干渉というわけではないのか。普段は放置だけど、問題があれば警告を出すということだな。まるでＭＭＯＲＰＧのＧＭ、いや管理プログラムだ。その管理者としての権限を貸し与えるのが契約魔法ってことか。

「神様って、その法と商売の神様だけ？　沢山いる？」

「ほう、よく気付いたな。結構多いぞ。主だったものだけでも六柱だ。そのうち教えてやろう」

　ほほう。ということは、宗教があるとしても一神教ではなさそうだ。一神教は往々にして他者を迫害するからな。神の名の下に。まあ、管理者として力を行使するくらいだから、そうそう悪あく辣らつな行いは許さないだろうけど。ちょっと安心した。

　ビンセントさんは、肩に提げたバッグから一枚の紙を取り出した。羊皮紙ではない。色が白いから、紙の木の葉を解ほぐして漉すきなおしたものだろう。

「これが契約魔法に使用する神殿製の契約書です。既に魔法が掛けられているので、あとはこの紙にさっきの契約内容と名前を書いて血判を押せば契約完了です」

「へー、ビンセントさんが魔法を使うわけじゃないんだね」

「はは、魔法が使えたら行商人ではなく領主か王国にでも仕えてますよ」

「うむ、オレも市井の魔法使いはふたりしか会ったことがない。それ以外は全て貴族か、国軍か領軍の所属だったな」

　ふむ、魔法使いは国か領主が囲ってしまっているのか。数が少ないらしいし、そもそも貴族が多いみたいだしな。それを嫌った少数の変わり者貴族が冒険者その他になってるってとこかな。俺も戦争行ったり媚こび売ったりはしたくないし、何より自由がなさそうだから宮仕えは遠慮したい。やっぱ冒険者を目指すのが一番かな。異世界ファンタジーだしな！




　その後、契約は滞りなく結ばれた。最後にふたりが血判を押した瞬間、契約書が青白く発光し二枚に分かれた。思わず声が出てしまったが、初めて見る自分以外の魔法だったのでしょうがない。二枚に分かれた契約書はそれぞれで保管しておくことになる。魔法の力で改ざんはできなくなっているそうだ。

「確かに。またいい商売のネタがあればよろしくお願いします」

「こちらからもよろしく頼む。とはいえ、ビート次第だがな。どうだ、何かあるか？」

　いや、子供に頼るなよ！

　と言いたいところではあったが、実はネタはある。異世界転生ものでは定番のマヨネーズとかプリンとか。ただ、作りたくても卵や牛乳がないのだ。この村では養鶏や牧畜を行っていないので、入手の手段がない。森に行けば鳥系の魔物の卵があるが、どうやって取ってきたかが問題になる。

　そもそも、俺はそんなに料理は得意じゃない。ケチャップとバーベキューソースだって、たまたま材料を知っていただけだ。

　俺は前世ではピーナッツにアレルギーがあった。そのため、食品を購入するときは原材料をチェックする癖がついてしまったのだ。気付かずに食べると、顔や手足が赤く腫れて大変なことになってしまうから。

　社会人になって独り暮らしするようになると、原材料表示がない外食は避け、コンビニ弁当やレトルトばかりになったのだが、いつも同じ味では飽きがくる。

　そこで活躍するのがケチャップやマヨネーズ等のソース類だ。いつものレトルトもこれひとつで別の料理である。冷蔵庫の常備品だ。前世の冷蔵庫の中はソース類と牛乳しか入ってなかった。それだけ買うことが多かったから、自然と原材料名を覚えてしまったのだ。




「うーん、分かんない。何か思いついたら村長に言うよ」

　作れないものを作ってしまうと色々問題になりそうなので、今は誤魔化すしかない。この村が大きくなって、養鶏や牧畜ができるようになるまでの辛抱だ。なんかこう、スッキリしないけど仕方ない。




　この日は結構色々やってたので、多少疲れていたらしい。夕食を食べると、睡魔に抗あらがえずにすぐ寝てしまった。夜の狩りにも行かずにぐっすりだ。

　その日が穏やかな日常の、最後の日になるとは思いもしなかった。





第五話：俺、カミングアウト！







　次の日の朝早く、ビンセントさんとその護衛たちは予定を一日早めて北へと旅立っていった。交易都市で森芋を売り捌さばいた後、早速ダンテス焼きとケチャップを売って反応を見るんだそうだ。

　交易都市まではそれほど大きな起伏もなく、草原と丘陵とそれなりの森林地帯が広がっているのだとか。大森林近辺にいるものと比べれば弱いが、魔物も出るらしい。あまり安心はできない。しかし、一番怖いのは盗賊だそうだ。

　大森林近辺は辺境だが、意外にも盗賊はいない。なぜなら、身を隠す場所がないからだ。森の中は凶暴な魔物がウジャウジャいるので、そんな場所に隠れることはできない。そんなことができるくらいの手て練だれなら、冒険者として大成しているだろう。

　しかし、大森林から離れた場所なら、ある程度の腕があれば魔物から生き残れる。それが集団であれば生存確率は更に上がる。そうやってならず者たちが徒党を組み、いくつかの盗賊団を形成しているらしい。大森林から北では、それが最も大きな脅威なのだそうだ。

　実は治安悪い？




　荷馬車を見送った後、日課の紙の木の葉集めと浸つけ置き、薪まき割りを終えてから畑に向かった。浸け置きと薪割りは、最近俺の仕事になった。『まだ畑仕事や魔物狩りはさせられないが、お手伝い程度のことはさせてみよう』ということらしい。できるけどね、魔法使えば。

　俺と入れ替わりで父ちゃんたちは畑から引き揚げていく。父ちゃんたちはこれから周囲の見回りだ。

　見回りは村の男たちが四交代のローテーションを組んで行っている。早朝から昼前までの組、昼から夕方の組、夕方から深夜までの組、深夜から早朝までの組だ。日中に二組、夜に二組ってことだな。妻帯者は日中の組になる。家族揃そろって食事をとれるようにという村長の配慮だ。色々考えてるな。

「ビート、西の芋畑は種芋さ植えたばっかだで、掘り返すんじゃねぇど」

「掘り返さないよ！　でも今日はトンバ畑のほうで遊ぼうかな」

「おう、夕方には帰けぇるんだぞ」

　父ちゃんと他愛もない会話をして畑の一角へ向かう。

　が、すぐに外部から村に近づいてくる気配を感じて立ち止まる。森のある南からではない、北からだ。この気配は出て行ったばかりのビンセントさんたちか？　かなり急いでいる。もうすぐ門に辿たどり着くな。歩哨に立っている見張りも気付いているはずだ。

　行ってみるか。




　来訪者はやっぱりビンセントさんたちだった。が、どうも様子がおかしい。酷ひどく慌てているようだ。誰かが知らせたようで、村長がやってきた。

「どうしたビンセント、盗賊でも出たか!?」

「それどころじゃありません、ダンテス様！」

　盗賊よりも大変なこととは尋常じゃない。もしかしてドラゴンとか!?　『異世界で死ぬまでにやりたいこと』のひとつが叶かなうのか!?

「い、イナゴ、イナゴの大群がこちらに向かってます！」

「なに！」

　それどころじゃなかった！　マジでヤバい事態だった!!

　およそ人の力の及ばない災いを『天災』という。地震、洪水、津波、旱かん魃ばつ等々、命の危機に繫つながるものがほとんどだ。そしてイナゴの襲来、所謂いわゆる『蝗こう害がい』も天災に分類される。

　イナゴと呼んではいるが、正確には元の世界で言うところのイナゴではない。飛ぶことのできる大型のバッタは全てイナゴと呼ばれている。昆虫学はそれほど発達してはいないのだ。

　蝗害が起こると、その被害地域は全くの誇張なしに、草一本残らない不毛の地になる。人間や動物は咬かまれるくらいだが、木綿や麻の布、茅かや葺ぶき屋根、家の柱など、植物や樹木で出来たものは全て喰くい尽くされてしまう。そして、それによって引き起こされるのは猛烈な飢餓だ。何しろ、何も食べるものがない。雑草の一本も残っていないのだ。貯たくわえを切り崩してなんとか一年凌しのぎ、翌年の収穫を待つにしても、蝗害はそれすらも許さない。

　イナゴの群れは死ぬ前に卵を残す。その卵は翌年孵ふ化かし、新たなイナゴとなる。つまり、大量発生したイナゴは翌年も大量に発生するのだ。そしてその翌年もまた大量発生し……数年間は蝗害が発生し続けることになる。そうなれば、もうその土地では他の生き物は生きていられない。捨てるしかないのだ。

　たかが虫ではあるが、それほどまでに恐ろしいのが蝗害である。

　ちなみに、この知識は村長から教えてもらった。冒険者時代に、被害に遭った村を見たことがあったのだそうだ。

　食料輸送の護衛として雇われたときのことだそうだが、それはそれは酷い有様だったという。皆ガリガリに瘦せて僅わずかばかりの襤ぼ褸ろを纏まとい、一個の芋を取り合って醜く争う様は、まるで話に聞くゾンビのようだったと語っていた。




　この村にそんな絶望が訪れようとしているなんて！

　北の空を見ると、地面の辺りの空が赤黒い。あれがイナゴの群れなんだろう。距離は五十キロくらいだろうか。早ければ三時間ほどでこの村へ到達しそうだ。あまりにも時間が足りない。

「……避難……いや、しかしどこへ……隠すか……一時的に埋める？　しかし時間が……」

　いつも即断即決の村長が、珍しく悩んでいる。当然だ。もはや選択肢は限りなく少なくなっている。逃げるにも対策を講じるにも、時間が足りなすぎる。村人や村そのものを無傷で残す手段は、もうない。たったひとつを除いて。

「村長」

　自分でも驚くほど冷静な声が出た。

「……ビートか。すまんが、今は構ってやれる時間がない。後にしろ」

　当然、そうくるよな。でも、ここは引くわけにはいかない。この村の、生まれ育ったこの村の危機だから。だから続ける。

「村長、僕ならなんとかできるかもしれない」

「……ビート？」

「村長、僕、魔法が使えるんだ」

　ついに明かしてしまった。いつかは明かすことになるだろうと思っていたが、それが村の存亡の危機の時だなんて、まるで出来の悪い読み切り漫画みたいだ。連載なら単行本二巻で打ち切りだな。

「ビート、お前何を言って……」

　当然信じないだろうと思ってたから、右手を差し出し、掌てのひらの上に光る透明の玉を作り出してみせる。ただの球に屈折を付けた透明の材質を設定して、その中心に点光源を入れただけだ。ライブラリに『偽占い玉』として登録してあるが、使う機会はないと思ってた。まさか、実際に使うことがあるとは。

「これは！　お前、本当に!?」

　百聞は一見に如しかず、だな。普段は冷静な村長が、玉と俺の顔を交互に見て目をパチクリさせている。村長のみならず、ビンセントさんやアンナさんたち、父ちゃんやデントたちも驚きの余りに言葉がないようだ。

「僕が魔法であのイナゴを食い止める。村長は村のみんなで森から木を伐きり出してきて。できるだけ沢山」












「……できるのか？」

「やるよ」

　コクリと頷うなずいて言う。おそらく問題ないが、やったことないから絶対とは言えない。やれると信じて、いや、できなくてもやるだけだ。前世で誰かが言ってた。

『世の中に不可能なことはない。まだやってないことがあるだけだ』

　今、それをやる。それだけのこと。




　その決意は村長にも伝わったのだろう。

「分かった、イナゴは任せる。聞いたな！　戦えるものは戦闘準備、そうでないものは伐採の準備をして森へ行くぞ！　時間がない、すぐに準備して門に集合だ！」

「「はい！」」

　村長が号令を掛けると、皆はすぐに準備へと駆け出した。父ちゃん以外。

「ビート、おめ……いんや、何でもねぇ。一丁かましてこい。こっちは任しとけ」

「父ちゃん……うん、行ってくる！」

　言いたいことは色々あるが、今は言わないってことだろう。そう、今は。なんだかんだで、やっぱ父ちゃんは中身もイケメンだ。マジで神様、贔ひ屓いきが過ぎませんかねぇ？




　父ちゃんが準備に向かったのを見届けてから、俺も門から北へ走り出す。できるだけ村から離れたところで対応したい。後が怖いが、身体強化を全開にして走る。おそらく百メートルを九秒台で走れるくらいの速度が出ているはずだ。十歳児でこれだ。この世界にオ○ンピックがあれば、とんでもない記録のオンパレードじゃなかろうか？

　村から五キロくらい離れただろうか。赤黒い雲はもう間近に迫っている。こうして近くに来ると、その威容に少々腰が引ける。ホラー映画で、ゾンビの群れがワラワラと集まってくる感じ？　あれよりもっとダイレクトに恐怖感が刺激される。なにしろ、東西約三キロ、高さ約八十メートル、厚みは厚すぎて計測不能という赤黒い壁が時速二十キロくらいで近づいてくるのだ。イナゴが羽ばたく音が波の音のように聞こえてくるが、威圧感が半端ない。

「さて、始めますかね」

　誰に言うともなく呟つぶやいたのは、多分、緊張故だったのだろう。何しろこれから行うことは、俺の限界に挑戦することなのだから。

　やることは簡単で、『でっかい壁を作って押しとどめる』だけだ。ただし、その壁が今まで作ったことのない大きさであることを除けば、だが。幅三キロ以上の壁を作る機会なんて今までなかったし。

　深呼吸して少し落ち着いたら、いつもより念入りに魔力を練り、壁を作る。大きさはまだ三×三メートルくらいだ。厚さはいつものように極薄、材質設定は無色透明。壁の向こう側の様子が分からないと、いつまで続ければいいか分からないからな。これを縦横に拡大させる。上下は念のため百メートルくらい、左右も四キロくらいまで拡大する。いつもより少々魔力を持っていかれたが、全体の一割も使ってない。特に問題ないようだ。位置は固定にして、絶対村には近づけさせない。

　それから三分ほどすると、壁に何かがぶつかるコツンという音が聞こえた。とうとうお出いでなさったようだ。見ると、少しくすんだ黒い色をしたバッタが壁の向こうを這はっていた。大きさは四センチくらいで、目だけが妙に鮮やかな赤い色をしている。まるで昭和ライダーの黒い奴みたいだ。こんなときじゃなかったら、喜んで捕まえただろう。ああ、赤黒い雲に見えたのはこのせいか。




　音がだんだん多くなってきた。ひとつひとつの音が聞き取れるくらい疎まばらだったのが、今はもうノイズにしか聞こえない。

　そして、そのノイズに混じって不吉な音が聞こえた。ギシッとかミシッとか、そんな感じの音だ。

　え？　大爪熊の攻撃も余裕で受けきる平面が、数が多いとはいえ、たかが虫に!?　まだ三十分も経ってないのに!?

　狼ろう狽ばいしている間にも、ピキピキという音まで混じり始める。




　うそん、マジで!?　アカンて!!

　いや、今は驚いてる場合じゃない！　砕かれるなら次の壁を作ればいい！

　魔力を練って、さっきと同じ壁をもう一度作る。おそらくまた砕かれるだろうが、原因と対策を考える時間が稼げればいい。その間に次の、砕かれない壁を作ればいいのだ。ダメ出しにいちいち凹へこんでるようじゃ、デザイナーなんかやってられない。

　破裂音にも似た『パーン』とも『カシャーン』とも聞こえる音を立てて壁が壊れる。砕けた壁は細かい光になって消えるが、それもすぐイナゴの群れの中に埋もれて見えなくなる。そのイナゴたちも、二枚目の壁にぶつかって地面に落ちていく。この二枚目の壁が壊れるまでに対策を考えなければ。

　壁の向こうは、既に落ちたイナゴで埋まっている。『イナゴが積もっている』なんていう表現を使うことがあるとは思っていなかったが、実際、壁の向こうには十センチくらいイナゴが積もっている。まだそれほど時間は経ってないというのに、一体何匹いるのやら。

　……それか？　それが原因か？




　俺の平面魔法は大爪熊の一撃を余裕で耐える。仮に大爪熊の攻撃力を百としよう。それに余裕で耐えられる、俺の平面の防御力を五百とする。この二つがぶつかった場合は四百上回っているので平面が勝つ。

　イナゴが壁にぶつかる力を一とすると、四百九十九上回っているので、やはり俺の平面が勝つ。が、イナゴが一千匹いたら五百を超えられてイナゴの勝ちだ。要は物量に負けてしまったのだ。前世で例えるならネットのＤｏＳ攻撃、つまり飽和攻撃だな。『戦いは数だよ、兄貴』とはよく言ったものだ。これ以上端的に真理を言い表した言葉もそうあるまい。

　では、どうすればいいか？　方法はいくつか考えられる。

　ひとつは、数には数で、だ。『壊れたら新しい壁を作ればいいじゃない』ということだが、いかに俺の魔力が多くても限界はある。イナゴの数と俺の魔力、どちらが先に尽きるかなんてチキンレースをするのはまっぴらだ。

　もうひとつは壊れない壁を作るというもの。魔力を供給し続ければ壁の維持は可能だ。だが、これも魔力と数のチキンレースになってしまう。

　今思いつく最後の方法が『受け止めない』だ。逃げるというわけではない。つい最近練習したことを活かすのだ。受け止めきれないなら『受け流す』。大爪熊さん、あなたの命は無駄にしませんよ！　虚空にサムズアップした良い笑顔の大爪熊が見えたような気がしたが、気のせいだろう。大体、熊の笑顔ってどんなんやねん。




　二枚目の壁から百メートルほど離れて、また壁を作る。先ほどまでの壁より一・五倍高めの壁だ。これを前方に約四十五度傾けて固定する。この壁にぶつかったイナゴは地面に向かって反射することになる。簡単なベクトル、中学の理科だな。

　壁が受けるはずだったエネルギーの何割かが地面の方向へと逃げることで、疑似的に壁の強度が増すというわけだ。それでもいずれ壊れるんだろうけど、さっきまでよりは長く持つだろう。その間に休憩を挟めば魔力も回復できるから、長丁場になっても耐えられるはずだ。

　壁を逆に傾けると飛び越えられてしまうし、壁自体を楔くさび形がたにすると、村は無事でも森に被害が出てしまう。森が荒れると魔物が外に溢あふれるかもしれない。そうなれば蝗害にも劣らない被害が出てしまう。ここから後ろに通すわけにはいかない。

　二枚目の壁が砕け散り、イナゴが三枚目の壁に殺到する。そして次々に地面へと墜落していく。壁は想定通りに機能しているようだ。




　三枚目の壁のすぐ後ろに、四枚目の壁を作り出しておく。ちょっと端のほうを様子見したかったから、念のための備えだ。

　一応気配察知で探ってみたのだが、ジャミングされてるみたいに全く機能しなかった。あまりに多くの、しかも小さな気配がありすぎて認識が追いつかないのだ。なので、確認には目視しかない。身体強化して走っていく。明日は絶対筋肉痛だな。

　東側は問題なかった。イナゴは壁の端にまでは来ておらず、地に落ちた後は壁に沿って西に流れているようだ。どうやらイナゴは真北から飛んできたわけではなく、東の山脈からの風で流されて北北東から飛んできているようだ。

　そのせいで西側はやばかった。あと十分遅かったら壁の端を越えられるところだった。新たに南北方向に壁を延ばして堰せき止めておく。

　これでしばらくは安心だ。





　　　　　　　　◇






　残りの魔力は三分の一ほど。ようやくイナゴの群れが止まった。太陽は西の丘に差し掛かっている。壁を張り替えつつ休憩を取り、かれこれ五時間ほどかかっただろうか。

　壁の向こうは想像を絶する有様だ。透明の壁の向こうに積もったイナゴは二メートル近い。俺の身長をゆうに超えている。一体何匹、いや何億匹いることやら。下のほうの奴は潰つぶされて、もう生きてはいないだろう。上のほうは上のほうで、餌になる草まで行きつかないからか、共食いをしている奴もいる。なんかトラウマになりそうな絵面だ。前言撤回、こんなライダーは遠慮したい。




　さて、イナゴのほうは落ち着いたかもしれないが、俺はここからもう一仕事だ。何しろ、この壁は俺が寝ると消えてしまう。そうすると生き残った奴が村に襲い掛かってくることになる。一晩くらいなら徹夜できるかもしれないが、子供の体というやつは突然睡魔に負けてしまうから、なるべく早くこいつらを処理してしまいたい。ほんと、ブレーカーが落ちるように突然寝てしまうのだ。

　角になっている南西方向から、表層十センチほどの土と一緒に壁を北北東方向にスライドさせる。それはさながら見えないブルドーザーだ。村の北側はほぼ平地だが、多少の起伏はある。そこを整地するように、一切合切を掘り返して削り取っていく。

　卵対策のためだ。卵を残してしまうと、来年、いや数か月後にはまたイナゴに襲われてしまう。今はまだ夏の終わりだ。この辺りは温暖だから、虫は冬の只ただ中なか以外は生きていられる。下手をすると一か月後には孵化してまた南下してくるかもしれない。何度もこんな大変な思いをするのは御免被こうむる。




　太陽が完全に丘の向こうに沈んだ頃、集めたイナゴと土は三十メートルくらいの壁になっていた。村からは三十キロぐらい離れただろうか。

　俺帰れるかな……。

　今度は東西に延びているこのイナゴ壁を、一か所に集める。壁の西端にはもう壁があるから、同じように東側にも壁を作る。それを中央に向かってスライドさせれば……。

　なんか、とんでもないモニュメントが出来てしまった。一辺五十メートル以上、高さは百メートル近くあるだろうか。土の間にイナゴが埋もれた、非常に悪趣味で巨大な直方体だ。さすがに生きている奴はごく僅かだろうが、念のために処理しておく。

　直方体の上から、ぴったりサイズよりちょっと小さめの板を落とし込む。そして、それをそのまま下に押さえつけていく。ギューッと。メキメキ、ポキポキ、ブチュッという音が聞こえてくる気がするが、気のせいだ。高さが半分くらいになって、ほぼ立方体になったあたりでやめる。気配察知で探ってみるが、ほぼ死滅したようだ。平面を解除して一息つく。形は崩れない。適度な水分が繫ぎになっているのだろう。その水分がどこから出てきたのかは考えない。

　もう魔力は一割くらいしか残っていない。村へ帰ったらそのまま倒れこんでしまいそうだ。後の処理は明日でいい。そのための準備は村長がしてくれているはずだ。

　さあ、帰ろう。いつもの日常に。





　　　　　　　　◇






　帰れませんでした。

　いや、村には無事帰り着いた。身体強化をギリギリまで使って、帰り着いたときにはもう真っ暗だった。本当なら当番じゃないはずの父ちゃんが門番をしていて、一番に出迎えてくれた。俺を見つけた途端、ものすごい勢いで抱きついてきた。人目もはばからず号泣しながら。うん、心配かけたことは分かってる。なので、しばらく為なされるがままになっていたのだが、どうやら思ったよりも疲れていたらしく、父ちゃんの腕の中でいきなりブレーカーが落ちた。

　自分で思ってたより、マジでギリギリだったんだな。

　目が覚めるといつものベッドの上で、いつもの天井が見えた。知ってる天井だ。




　台所のほうから人の気配といい匂いがする。母ちゃんかな。腹が盛大に空腹を訴える。そういえば昨晩は何も食ってない。子供の体にはかなりの負担だろう。台所へ向かうために体を起こそうとすると、予想していた通りの酷い筋肉痛に思わず呻うめいてしまう。

　すると、台所の気配が素早くこちらへ移動してきた。

「ビート、目ぇ覚めただか!?」

　やっぱ母ちゃんだった。呻き声を聞きつけたんだろうか？　それほど大きな声ではなかったと思うんだが、相変わらず謎の察知能力だ。

「母ちゃん、おはよう。僕どのくらい寝てた？」

「どんくれぇも何も、一晩だけだぁ。夕べ父ちゃんがおめぇさ担いで帰ってきて、そのままベッドさ運んで寝かせただ」

　ありゃ？　漫画やラノベだと三日くらい寝てたり、下手したら年単位で昏こん睡すいしてたりするものなのに、俺は普通に寝て起きただけだった。ああいうのって、やっぱフィクションの中だけのことなのかね？

「旦那様から、おめぇが起きたらすぐ連れてくるように言われてるだ。だども、昨日から何も食ってねぇべ？　すぐ朝飯作るだで、ちっとだけ待つだよ」

　あー、やっぱりそのまま流してはくれないよな。状況と事情を説明しなきゃ収まるはずがない。さて、どこまで話すべきか、今から理論武装しとかないとな。憂ゆう鬱うつだ。まるで業務が遅延してるときの事業会議前みたいな心境だ。この胃の痛みは空腹のせいだけではないんだろうな。行きたくねぇ～。





　　　　　　　　◇






「まずはイナゴの件からだ。あれからどうなった」

　朝飯の後、母ちゃんと一緒に村長の家にやってきた。そして開口一番の村長のセリフがそれだった。

「村から北北東に十リー（約三十キロ）くらいのところに土で固めてきたよ。まだ何匹かは生きてるかもしれないし、卵も生きてるかもしれないから、早めに焼いて処理したほうがいいと思う」

「そうか、それは急いだほうがいいな。すぐに向かおう。案内できるな？」

　お？　追及はなしか？　ラッキー！

「聞きたいことは山ほどある。道中で聞かせてもらおう」

　はい、そんなに甘くはありませんでした。




　ビンセントさんの馬車二台と村に一台しかない荷車を使っても、昨日村長たちが伐採した材木は載せきれなかった。仕方ないので、俺が作った平面に載せて移動させることにした。ジョイントも使えるようになったことだし、貨物列車のように平面を連結させて運ぶことにする。みんなは目を白黒させてたが、今更隠しても意味ないし。

　そんなわけで馬車には俺と村長、父ちゃんと母ちゃんほか数名の村人、ビンセントさんが乗り込み、その後ろから材木を積んだ平面が六両ついてくる格好になった。さすがに契約外ということで、アンナさんたちは村で留守番だ。護衛は父ちゃんと村長がいれば問題ないということらしい。

　平面は浮かせてるから、馬車を牽ひく馬への負担はない。馬車もなしにして皆平面に乗っていくことも提案したが『落ち着かない』ということで却下された。速くて快適だと思うんだけどな。引っ張っていく俺は疲れるけど。

　ちなみに、馬車は西部劇に出てくるような一頭立ての幌ほろ馬車だ。風が通らなくて蒸し暑いが、雨に濡ぬらしたくない荷物なんかもあったりするだろうから、幌は必要なんだろう。

　目的地までは三十キロほどの距離があるため、馬車で行くと半日近くかかってしまう。そのため、今回は目的地周辺で一泊野営し、翌日戻る予定だ。ビンセントさんは行商の予定が遅れてしまうが『どのみちイナゴのせいで道中は荒れているでしょう。落ち着くまで一週間ほどは様子を見るつもりです』とのことで、今回は御者として同行している。




「それで、いつから使えるようになった？」

「気が付いたら使えるようになってた。もうずっと前だよ」

「どうして黙ってた？」

「村の誰も使ってないし、僕だけ使ってたら変に思われると思って……」

「……なるほど、聡さといのも善し悪あしだな」

　そこで村長はため息をひとつ吐ついた後、黙り込んでしまった。

　今、移動中の馬車の中で尋問されているところだ。この時のために受け答えをシミュレーションしといてよかった。『噓うそを吐かずに真実を話さない』というのは難しいのだ。必要以上のことは話すべきではない。誰の利にもならないだろうから。

「何ができるんだ？」

「壁……というか、板を作れるよ。大きいのとか小さいのとか。あと、玉とか」

　そう言って、目の前に十センチくらいのバ○ュラを作ってクルクル回して見せる。

「昨日は、これの大きいのを作ってイナゴを止めてた」

「これは……土魔法で石を作り出している？　いや、風魔法で風を固めているのか？　こんな魔法は見たことがないな」

「えっと……よく分かんない。何となく作り出してるから」

　説明したところで３ＤＣＧを理解できるはずがないし、もっと複雑な形状の物も作り出せるが、別に言う必要はないだろう。実際、そんなに複雑な形状の物を使うことは今までなかったし。

「……そうか、そうだな。子供に分かるはずもないか。そういえば、お前の力が子供にしては強いのも魔法か？」

「ん～、多分。お腹のグワーッてやつをバーッて出さずにギュッてしてると、いつもより力が強くなるよ」

「そ、そうか。それが魔力なんだろうな。オレには分からんが」

　敢あえて擬音を多用してみた。感覚的なものだからこっちのほうが理解しやすいかと思ったんだが、ダメだったみたいだ。村長は理性の人だからかな。父ちゃんは俺の後ろで『グワーッでバーッか……なるほど』とか言ってる。父ちゃんは感覚派らしい。

「他に何か隠してることはないか？」

　う、やっぱ聞かれるよな。まずは些さ細さいなことから明かすか。

「近くにいる魔物や人の場所が分かるよ。大体半リー（一・五キロ）くらい」

「ほう、それも魔法か？」

「分かんないけど、多分魔法じゃないかな？　頑張ったら一リー（三キロ）ちょっとぐらい離れてても分かるよ」

「それはすごいな。たとえば、この近くには何かいるか？」

　気配察知はほぼ常時発動しているが、この近辺からは何も反応がない。イナゴに荒らされて、動物や魔物は移動してしまったのだろう。ちょっと範囲を広げてみると、東に二つ反応がある。距離は三キロ弱といったところか。東はイナゴの被害を免れたようだ。

「近くにはいないけど、あっちのほう、一リーくらいのところに何かが二匹いるよ」

　そう言って東のほうを指差す。進行方向から見て右側だ。

「ふむ。疑うわけではないが、確認は必要だろう。ビンセント、寄り道になるが東に向かってくれるか」

「承知しました。多少の寄り道をするくらいは問題ないでしょう」

　そう言って馬車を右へ走らせる。御者台に身を乗り出して『もうちょっと左、そう、そのまままっすぐ』とか方向を指示しながらしばらく進むと、一メートルくらいの岩がゴロゴロと転がっている場所に着いた。気配はこの岩場から感じられるが、何かいるようには見えない。どういうことだ？




「ここか？　ビート」

「うん、そことそこ辺りから気配がするんだけど……おかしいなぁ」

　馬車から降りて気配のする辺りを指差す。気配の大きさからすると弱めの魔物じゃないかと思うんだが、それっぽいものは見当たらない。岩が転がるばかりだ。

「……ふっ、ふはははっ！　いやビート、お前は正しい。お前の能力も間違いないようだ」

　村長が笑いながら気配のする辺りに歩いて行き、そこにあった岩をひとつ蹴り転がす。すると、ひっくり返った岩から脚が四本生えてジタバタし始めた。

　何これ、亀？

「こいつは『偽にせ岩いわ亀がめ』だ。身の危険を感じるとこうやって岩に擬態するんだ。甲羅が硬くて倒すのは厄介だが、草食で害はないから放っておいていい」

　足あ搔がいていた亀は首を伸ばしてようやく起き上がると、そのまま手足を縮めてまた岩に擬態してしまった。もうばれてるっつうの。こんなにヌケてて生きていけるのかコイツ？

　もうひとつの気配のする岩を蹴ってみると、それもやっぱり偽岩亀だった。そしてひっくり返ってからまた擬態するところまで同じ。

　いいのか？　お前たち？　そんなことで？

「こいつは草原にしかいないから、森のそばで育ったお前は見たことがないはずだ。そのお前がこいつを見つけたということは、お前の能力は本物ってことだ」

　まあ、信用はしてもらえたようだ。





　　　　　　　　◇






「これはなんとも……凄すさまじいですな」

　例のイナゴキューブ（仮）まで到着した際の、ビンセントさんの第一声だ。他の皆は口を開けてポカーンと見上げている。うん、我ながら大それたものを作ってしまったと慄おののくばかりだ。

　上のほうでは鳥が数羽、何か啄ついばんでる。イナゴの死骸でも露出してたかね？　早く焼いて処分しないと、死骸はともかく、卵が孵かえってしまう。

「……王都で見た属神の神殿よりデカいな。これが魔法使いの本気か。貴族が囲い込みたがるわけだ」

　本気ってわけでもないけどね。ただ土を集めて固めるだけなら、同じものを百個だって余裕で作れる。食うに困ったらレンガでも作って売ろうかな？

「早くしないと日が暮れちゃうよ？」

「あ、ああ、そうだな。皆、材木を降ろして薪に切り分けろ！　何本かは火付け用に細くするように！」

　いつまでも呆ほうけていられたら処理が進まないので、声を掛けて行動を促す。我に還かえった村長の指示で、ようやく皆も動き出した。実際、もう太陽は中天を過ぎてるしな。急がないと、暗くなったら作業ができなくなる。

「村長、細切りにするのは僕に任せて」

　もう自重する意味もないので、できることは率先してやっていく。




　平面列車の一両を自分の前に持ってくると、載っている木材の一本を一メートルくらいの丸太に切断する。木材はどれも直径一メートル、長さ五メートルくらいだ。

　いつもの極薄平面で切ってもいいのだが、今回は歯車のようにギザギザの付いた円盤を回転させて切っていく。丸まる鋸のこだな。材質は、いつもの無色透明だ。

　これで切ると大鋸屑おがくずが出るが、それが目的だ。着火の際に着火剤として使うつもりでいる。まだ生木だから多少点つきにくいかもしれないが、ないよりマシだろう。

　透明丸鋸にはガードも付けてあるので、大鋸屑は散らばらずに地面へと落ちていく。透明の刃で切っているので、まるでつむじ風に削られてるようだ。押さえや送りも無色透明の平面を使っているから、はた目には木材が勝手に切れていくように見えるかもしれない。なかなか不可思議な光景だ。

　切った丸太を今度はスライスし、厚さ三センチくらいの板にする。更にそれを一センチほどの幅でカットしたら火点け用の木材の出来上がりだ。一本の加工に三分もかかっていない。

　ふと、妙に静かだなと思って周りを見回すと、またも皆がこちらを見つめたまま口を開けて呆けていた。

　……大鋸屑入るよ？




　結局、残りの木材も俺が薪に変えた。そのほうが早かったし。

　切った薪のいくらかをイナゴキューブ（仮）の上に運ぶのも、スカイウォークを使って俺がやった。やっぱりあんぐり口を開けて呆けられてしまったけど、もう突っ込まない。疲れた、精神的に。

　そろそろ陽ひも落ちようという頃、ようやく薪に火が入れられた。火打ち石と大鋸屑で点けた火を上のほうの薪にも点けに行くと、西の丘に沈もうとする夕日がやけに大きく見えた。明日は晴れかな。

　生木なのでなかなか火は点かなかったが、一度燃え始めると白い煙を伴って勢いを増していった。これからは交代で番をしながら、一晩この火を燃やし続けることになる。その熱で中の卵を焼き殺そうというわけだ。





　　　　　　　　◇






　明け方には薪もなくなり、処理は無事完了した。イナゴキューブ（仮）はまだ高温を発しており、周囲には陽炎かげろうが立ち昇っている。さすがに生き残った卵はもうないだろう。気配察知で探ってみても何も感じないし、これでひと安心かな。ここから北にはまだいくらかイナゴが残っているが、蝗害になるほどではないだろう。自然なバランスの範はん疇ちゅうだと思う。

　持参した食料で簡単な朝食を取った後、帰路に就いた。イナゴキューブ（仮）はそのまま放置だ。ビンセントさん曰いわく、

「何もない平原に突如現れる謎の巨大な箱。これから村が発展すれば観光の目玉のひとつになりますよ」

　とのことだった。さすが商人、何でも商売のタネだな。折角なので、イナゴキューブ（仮）の側面のひとつに『これより南十リー（約三十キロ）ダンテス村』と彫り込んでおいた。道しるべにしては大きすぎたか？




　さて、帰りの馬車の中である。

「もう隠していることはないな？」

　再度の尋問タイムである。うやむやになったと思ってたんだが、そんなに甘くはなかったようだ。

「……ある……けど、村に帰ってから話すよ」

「今話せないのか？」

「話せるけど、ちょっと見てもらいたいものがあるから」

「そうか、分かった。では村に着いたら話してもらう」

「うん、じゃあ、先に戻って準備してくる。あ、ビンセントさん、余ってる袋があったら貸して？　ちょっと大きめのやつ」

　ビンセントさんからごみ袋大の目の粗い頭ず陀だ袋ぶくろを借りた俺は、そのまま馬車を飛び降りて走り出す。目的地は村の西の大岩、俺の宝物置き場だ。





　　　　　　　　◇






　いっぱいになった袋を担いで村に向かっていると、丁度帰ってくる馬車の気配を見つけた。ひとりで戻ると面倒なことがあるかもと思い、合流して帰ることにした。その後は問題なく村に帰り着き、俺と父ちゃん、母ちゃんはそのまま村長の家に向かうことになった。





　　　　　　　　◇






「実は……時々村を抜け出して森に行ってた」

　そう告白したとたん、息を飲む音とザワリとした空気が辺りを包んだ。その場にいた村人たちとビンセントさんも、驚きに言葉がないようだ。

「この、バカタレが！」

　その空気を破ったのは父ちゃんの怒声と拳げん骨こつの音だった。いてぇ！　これ絶対タンコブできた！

「そっただ危ねぇこと、父ちゃん許したことねぇど！」

「だけど、誰からも『森に行くな』とか『村の外に出るな』とか言われたことないよ！」

　頭を両手でさすりながら反論する。そう、当たり前すぎて、今まで誰からも注意をされたことがないのだ。

「ぐ……そ、そりゃ……」

　父ちゃんは言葉に詰まってしまったようだ。

「しかし、黙って隠れて行っていたということは、それが良くないことだとは分かっていたのだろう？」

　ぐ、村長から的確な指摘が入った。さすがだ。

「……うん。でも行きたかったんだ」

　後悔も反省もする気はない。将来のために必要だと思ったから行動した、それだけだ。

「……そうか。それで、見せたいものがあると言っていたが、それか？」

　とりあえず話を進めようということなのか、村長が俺の横に置いてある袋をアゴで指す。

　あ、今は村長の家にある広い板間に、皆で座り込んで話をしている。二十畳くらいの、剣道場みたいなところだ。主だった者を集めての話し合いなどをするのに使っている部屋だ。当然、皆靴は脱いでいる。

「うん、森での戦利品だよ」

　そういって袋の口を開け、中の物を床にぶちまける。中身は今まで集めた魔石だ。

「な!?　これは全部魔石か!?」

「うん、森で狩った魔物から集めた魔石だよ。多分二千個くらいあると思う」

　またも、その場の皆が絶句している。昨日からもう何度目か。いや、その原因である俺に何か言う権利はないな。

「こんなに大量の……ビンセント、すまんが、頼む」

「は、はい、私もこれほど大量の魔石を見るのは初めてです。……す、すごい、これは一スー（約三センチ）はある！　これだけで大金貨一枚は固いですよ！　……っ、これは!?　一スー半近くある！　ドルトンでも数年に一個出るかどうかですよ、これは!!　オークションに出せば大金貨十枚でもおかしくない!!」

「な、それほどか!?　全部で一体いくらになりそうだ!?」

「し、少々お待ちください、何分、数が多うございますので……」

　おや、思った以上に評価が高いようだ。




　ビンセントさんの指先が震えてる。高価すぎて緊張しているようだ。一昨日から色々ありすぎて、精神的な負荷も高そうだ。概おおむね俺のせいなんだが。申し訳ない。

「……そうですね、詳しくはギルドで査定しなければ分からないと思いますが、私の見立てでは大金貨百枚は下らないと思われます」

「な、それほどか!?」

「はい、魔石は常に不足していますから通常なら値下がりはありませんが、さすがにこの量が流通すると一時的に値下がりが起きるかもしれません。その分を考慮しての大金貨百枚です」

　おおう、マジか!?　すげぇ！　思った以上の高評価だ。大金貨一枚が百万円くらいの価値として、一億以上か！　大森林の魔物ってかなり儲もうかるんだな！　冒険者なんて職業も成り立つわけだ。

「魔石の大きさがどれも半スー（約一・五センチ）を軽く超えたものばかりですし、一スーを超える魔石も百個以上ありました。ご存知の通り需要と供給の関係で、大きさが半スーを超えると価格が割高になりますので」

　ああ、それでそんなに高評価だったのか。俺的には、どの魔物も大した苦労なく狩れてたから、魔石の大きさも『お、こいつは結構大きいの持ってたな』くらいの感想しかなかった。やっぱ無知なのはダメだな。もっと世間のこと知らないと。

「そうか……ビート、この魔石をどうしたい？」

「奴隷の稼ぎは九割主人で一割自分なんでしょ？　だから九割は村長のだよ？」

　魔石をどうするかは村長次第だ。この村の発展に使ってくれるとは思うけどね。

「ああ、ちょっと分かりづらかったか。お前の稼ぎの一割をどうしたいかってことだ」




　おっと、ここでその質問が来ますか。しかし、その答えはもう決まっている。それこそ、生まれた直後から決めてある。『三つ子の魂、百まで』というが、『新生児の魂、十まで』だ。あれ？　あんま大したことねぇな？

「僕は、僕を買い取りたい。奴隷じゃなくなって、冒険者になりたい」

「……なるほどな」

「ビート、おめぇ!?」

　ついに公言してしまった。この流れなら仕方ない、と思うけど。そういえば、父ちゃんと母ちゃんにも言ったことはなかった。ふたりとも驚いた顔してる。どういう対応をすればいいか、お互いの顔を見たり俺の顔を見たり、村長の顔を見たりを繰り返している。




　村長は少しの間難しい顔して考え込んでいたが、やがてゆっくりと顔を上げてこう言った。

「よし、ビート、表へ出ろ。オレと勝負だ」

　なんでこうなった。





第六話：俺、旅立つ！







「手加減は無用だ。全力で来い！　オレも手加減はしない！」

　村長宅の前にある広場に出た俺と村長は、お互いから五メートルほど離れて向き合っている。父ちゃんやビンセントさんたちはその更に外側を取り巻くように立っている。ランバージャックデスマッチみたいだ。いや、デスマッチは勘弁。




　村長は帰ってきたときに脱いだ革の胸当てを付け直し、手に愛用の両手斧りょうておのを握っている。まっすぐの柄の先端に片刃の分厚い刃が付いた武骨な斧だ。刃の反対側はバランスを取るためか、握りこぶしふたつ分くらいの鉄塊が付いている。ハンマーとしても使えそうだ。

　一方の俺はいつもの革と布の服だ。防具の類たぐいは一切付けていない。更に付け加えるならば、武器の類も一切持っていない。両手とも素手だ。別に勝負を投げているわけではない。

　理由はふたつあって、ひとつには、この子供の体で扱える武器や防具がないということ。短刀の類であれば使えるかもしれないが、この村にある短刀というと包丁かキャンピングナイフのようなものになってしまう。武器にするには少々心こころ許もとない。防具は言わずもがなだ。子供用なんてあるはずがない。

　もうひとつの理由は、下手な武器より平面のほうが遥はるかに頑丈でよく切れるからだ。いつでも出したり消したりできるのも利点だ。武器としても防具としても申し分ない。

「村長、どうしてもやらなくちゃダメ？」

　しかし、それと戦う意志の有無は別の話だ。正直、村長と戦うのは色々な意味で遠慮したい。負けるとは思わないが、勝ってしまうと今後の村での生活に支障が出そうな気がするし、村長のプライドも傷ついてしまうのではないだろうか？

「問答無用だ！　来ないなら、こちらから行くぞ！」

　村長がまっすぐ間合いを詰めてくる。斧は右肩に担ぐように構えている。両手斧は、威力が大きい代わりに小回りが利かない。フェイントや駆け引きを捨て、一撃に全てを懸ける武器だ。初撃は間違いなくあそこからの袈け裟さ斬りだろう。

「フンッ！」

　百キログラム近い巨体とは思えないほどのスピードで間合いを詰めた村長は、そのスピードをも乗せた見事な一撃を俺に振り下ろしてくる。確かに手加減は一切ない。

　俺は左に一歩踏み出しつつ、半身になって躱かわす。いつぞやの大爪熊の教訓を活かし、受け流すことすらしない。体勢を崩すと致命的な隙を生んでしまうだろうから。

　斧は派手に地面を叩たたき割り、村長はその勢いで前のめりになる。

「ぐっ、ハアァッ！」

　が、そこで止まらずに、勢いを利用して左後ろ回し蹴りを放ってくる。この蹴りはガードしても避よけても距離をあけさせられてしまう。空振りの隙を埋めるための蹴りだ。やはり魔物とは違う。間髪いれず次の手を打ってくる。

　相手が普通の大人だったなら、この蹴りは有効だっただろう。だが俺はまだ子供だ。その体の小ささを活かし、俺はこの蹴りを屈かがんでやり過ごす。そして更に踏み込み、村長の軸足を左の水面蹴りで刈り取って転ばせる。そしてそのまま村長の背後へと抜ける。

「ぐあっ!?」

　支えるものがなくなった村長は、体勢を崩して両膝をついてしまう。絶好の追撃チャンスだが、果たして手を出していいものかどうか。逡しゅん巡じゅんしているうちに、村長は立ち上がってこちらへ振り向く。

「どうした、なぜ追い打ちを掛けてこなかった!?　絶好の機会だっただろう！」

「えっと、してもいいのかなって？」

「もちろんだ、お前は周りを悪漢に囲まれているときでも同じように見ているつもりか!?」




　……ああ、そういうことか。

　これは元冒険者である村長による手ほどきなのだ。いつか相対するであろう、悪意を持った人間との戦いのシミュレーションなのだ。その覚悟と戦い方を俺に、冒険者としての後輩となる者に教えてくれているのだ。

　それは詰まるところ、俺を奴隷から解放して旅に出してもいいということだ。その餞せん別べつといったところか。なんとも漢おとこらしい。なんか、父ちゃんよりも父親らしいんじゃないか？

　だが、そういうことならこっちも遠慮なく行かせてもらう。手加減なんかするのは無粋というものだ。

「分かった、もう迷わない！」




　俺の返事に村長がニヤリと笑う。幼児が見たらギャン泣きしそうな凶悪さだが、不敵で太い、漢らしい笑みだ。俺が意図を理解したことにも気付いたに違いない。

　改めて斧を構える村長。今度は右からの横よこ薙なぎの構えだ。さっき踏み込まれたのを見て、縦の動きでは避よけられると考えたのだろう。腰も落としている。さっきのようにくぐり抜けるのは無理そうだ。

　では今度はこっちからと、まっすぐに全力で突っ込む。

　村長は想定外の速さに一瞬怯ひるむが、そこは歴戦の勇士。すぐにタイミングを合わせて斧を振ってくる。このまま突っ込むと、丁度胸のあたりで半分こだ。




　俺はこの攻撃を上に飛んで避よける。が、これは村長も読んでいる。斧を手放すと俺の足に向かって両手を伸ばす。捕まってしまうとそこで終わりだ。いくら身体強化があるとはいえ、子供の力では振りほどくことはできないだろう。何しろ、村長は全身これ筋肉のゴリマッチョなのだから。

　だが、俺は村長が『読んでいることも読んでいる』。

「残念！」

　空中に作った平面を足場に、更に上へとジャンプする。格闘ゲームで言うところの二段ジャンプだ。

「なっ!?」

　村長の手は空を切り、俺の目の前には無防備な村長の背中がある。俺は正面に平面を作り、それを蹴って進行方向を村長の背中へと変える。そして左のショルダーチャージで村長を地面へと叩きつける。

「ぐはっ！」

　地面に激突して胸を強打した村長は動きが止まる。息ができなくなったのだろう。俺はその村長の頭の左横に屈み、右膝で延髄を押さえ込む。いつでもとどめを刺せる体勢だ。

「ぐ、……参った。まさかこれほど一方的にやられるとはな」

　勝負あり、だな。





　　　　　　　　◇






　再び村長の家の板間に戻った俺たちは、今後の行動予定を話している。

「では四日後にボーダーセッツへ向かうことにする。ビンセント、すまんがオレたちも同行させてもらうぞ」

「はい、こちらとしても魔法使いとダンテス様にご一緒いただけるのは心強いですので、願ってもないことです」

　俺と村長はビンセントさんに同行し、交易都市ボーダーセッツへと向かうことになった。そこで魔石を換金し、俺を奴隷から解放してくれるということだ。

　最初はビンセントさんに換金を頼もうという話だったのだが、魔石の価値があまりにも高すぎたので、責任を負うのは遠慮したいと言われてしまった。

　だがそれも仕方がない。俺も『一億以上の価値のあるものを換金してきて』と言われたらビビる。




　そんなわけで、村長自らが換金に向かうことになった。ついでに新しい奴隷を数人、その金で買うことにしたらしい。うん、俺が抜けちゃうからね。補充は重要だよね。なんかすんません。

　そもそも『今この村にいる四十人弱ではこれ以上の拡大は望めない』と考えていたようだ。畑からは十分な収穫があるが、人の数が少なくて人口が増えないのだ。また十代二十代の若年層も少ないため、いずれ遠からず人口が減少し村が成り立たなくなってしまう。

　そんな中で久しぶりに生まれた俺は、実のところかなり期待されてたようだ。ホント、スンマセン。

「そうか。では今日は解散だ。ビート、お前も帰って用意を進めておけ」

「うん、分かった！」

　無意識に大きな声が出てしまった。だがそれもしかたあるまい。四日後には初めての旅、初めての街なのだ。やばい、わくわくする！

　熱出たらどうしよう!?




　さて、旅の準備といっても、着替えくらいしか持っていくものはない。そもそも奴隷なので私物などほとんどないのだ。纏まとめる荷物がないことに気付いた俺は、とたんに手持ち無沙汰になってしまった。父ちゃんが話しかけてきたのはそんなときだった。

「ビート、ちっと話があるだ」

　まあ、そりゃそうだろう。やっと十歳になったばかりの自分の子供が独り立ちしようかというんだから、話すことは色々ある。この四日間はそのための時間でもあるのだ。

「うん、何？」

「ビート、その……あれだ……ほら……」

　珍しく父ちゃんが言い澱よどんでる。さすがに言葉が見つからないのだろう。ここ数日は驚くことの連続だったろうし（主に俺のせいだけど）、気持ちの整理がつかないのも無理はない。

「父ちゃん……」

「ビート……んだな、はっきり言わねぇとな」

　気持ちの整理がついたようだ。まっすぐ俺を見つめてくる。

「父ちゃん、僕……」

「ビート！」

「父ちゃん！」

「ビート、おらに魔法さ教えてほしいだ！」




　……はい？




「いやあ、おめの魔法はすごかったなや。あの空をピョンピョン走るやつとか木をガリガリ切るやつとか。おら、年とし甲が斐いもなくワクワクしてまっただよ」

　えーっと？

「だども、息子が魔法使いなら、おらももしかしたらと思ってな？　魔法の使い方さ、聞きたかっただよ」

　父ちゃん、あんたって人は……いや、元々こういう人だったか。父ちゃんが暗い顔してるとこなんて見たことないしな。慌ててたり困ってたりするのはよくあるけど。そしてその父ちゃんの後ろから目をキラキラさせて見てる母ちゃん、あんたもか。

　……なんかもう、色々と……、

「台無しだよ！」

「「？」」

　転生してからこっち、俺はかなりポジティブな性格になったと思ってたけど、それはこのふたりの血だったようだ。





　　　　　　　　◇






　結局、出発までの四日間で村長以下村人数名に魔法の手ほどきをすることになった。とはいえ、俺もしっかりと論理立てて魔法を使ってるわけではない。教えられることと言えば、丹田あたりの魔法のもと？を意識させるくらいのものだ。

　そう思っていたのだが……。

「おー、こりゃすげぇなや！　でっけえ籠も楽々だぁ！」

「漬け物石も片手で持てるだよ。こりゃあ便利だ」

　なんと、三日目にして父ちゃんと母ちゃんが身体強化を使えるようになってしまった。魔法として放出することはできないようだが、魔力を感じ、操ることができるようになったのだ。なってしまったのだ。




　あれぇ？　奴隷は魔法使えないんじゃなかったっけ？




　百歩譲って、父ちゃんはアリとしよう。イケメンで色々デキる男だから、女神の愛され補正？　かなんかで、魔法が使えたとしても納得できる。チッ、これだからイケメンは！

　だが、言っちゃあ何だが、母ちゃんは普通の人だ。愛あい嬌きょうはあるが特に美人でもないし、超人的な特技を持っているわけではない。せいぜい、俺の拙つたない説明からケチャップやＢＢＱソースを作れるくらい、料理の腕が立つくらいか。そのくらいは常人の範はん疇ちゅうだろう。




　その母ちゃんが魔力を操れるということは（魔法として発現させられるかどうかはともかく）、実はこの世界の人は皆魔法使いの素養があるのではないだろうか？　気付いていないだけで。

「これは驚いたな……魔法とは別物なのか？　いや、環境が影響している？」

「……僕がそばにいたから使えるようになった？」

　村長も予想外だったようだ。まぁ、今更だけどな。なにしろ『奴隷は魔法が使えない』という常識は既に過去の話なのだから。俺のせいで。

　しかし、環境の影響というのはいい着眼点かもしれない。魔法を使う人間がいるということは、それだけで何らかの影響を周囲に与えている可能性があるからだ。たとえば、練った魔力が周囲に拡散することで空間における魔素の密度が上がり、それが周囲の人間に影響を与えるということは十分考えられる。

　貴族に魔法使いが生まれやすいというのもそれで説明できる。魔法を使えるということは生きていく上での大きなアドバンテージだ。その力で出世した結果が貴族だとしても不思議ではない。そして、その周囲は魔素に満ち溢あふれていたことだろう。一番身近にいたであろう家族が、その影響で魔法使いとして覚醒しても不思議ではない。今の父ちゃんと母ちゃんみたいに。意図せずとも、それが連綿と引き継がれていくのだ。




　まあ、俺が魔法を使える理由にはならないのが、この理論の穴だけれども。

「そういうことだ。もっとも、それがお前たち親子だけなのか、それとも村全体に影響があるのかという点はまだ分からんがな」

　ふむ、それはそうだ。たまたまふたりが早く使えるようになっただけで、他の村人もそのうち使えるようになるかもしれない。要経過観察だ。

「ともあれ、これで村を離れている間の心配事がひとつ減ったな。魔物が出てもなんとかなりそうだ」

「そうだね、でも念のために近場の魔物は狩っておくよ」

「……そうか、頼む。魔石はお前のものにしていい。肉や素材は村で使わせてもらう」

　ちょっと難しい顔で村長が言った。やっと十歳になったばかりの子供に頼むのは複雑なんだろう。分かります。




　出発までは一日もなかったが、狩った魔物は三十匹を超えた。大半はあまり食用に向かない大猿だったが、猪人オークとジャイアントホーンは皆に喜ばれた。大猿は、皮を剝いだら香辛料をたっぷり塗まぶして干し肉にするそうだ。一応食べるのね。

　結局、この四日間で身体強化を覚えられたのは父ちゃんと母ちゃんだけだった。今後は父ちゃんが指導して使える者を増やす予定らしい。ボーダーセッツまでの旅程の中で村長が使えるようになったら、帰村後はふたりで指導するそうだ。感覚派の父ちゃんだけじゃ不安だしな。




「ビート、体には気ぃつけるだよ。辛つらいことがあったらいつでも帰ってきていいんだかんな」

「母ちゃん、ビートなら平気だぁ。おらたちの子だかんな」

「そうだよ母ちゃん。僕、村長みたいな強い冒険者になって、大金持ちになってこの村に帰ってくるからさ」

「ビートオォーッ！」

　村唯一の門の前で母ちゃんと抱き合って、旅立ちの別れを済ます。父ちゃんも鼻を啜すすりながらかぶさってくる。




　ここ数日、もうすぐ子別れだというのにいつもと変わらないなぁと思っていたら、どうやら『考えたくなかったからいつも通りにしていた』ようだ。不器用だな、ふたりとも。俺も湿っぽいのは苦手だからありがたかったけど。

「じゃあ、行ってくる！」

　努めて明るく言って、手を振りながら馬車に向かって走っていく。なぜかアンナさんとウルスラさんがもらい泣きしてるようだったけど、気付かないふりして村長のところに駆け寄る。大人の配慮ですよ。

「もういいのか？」

「うん、行こう、村長！」

　村長は見た目脳筋なのに、頭も回るし気配りもできる。任せておけばこの村は安泰だ。後顧の憂いなく旅立つことができる。

　だから、寂しいのは少しだけだ。少しだけ。

「よし、ビンセント、出してくれ。出発だ！」

「はい！」

　手綱の振られる音がして馬車が動き出す。




　旅の始まり、まだ見ぬ世界、俺の冒険の始まりだ！
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　旅程も三日目。ここまでの道中は、概おおむね何事もなく進んできた。

　村からほぼまっすぐ北上してきたわけだが、一面の荒れ地が続くばかりだった。どうやらイナゴの被害はかなりの広範囲にわたるようだ。見通しが甘かったか。

　見える範囲だけでもと思い、例の平面ブルドーザーで土を集めては固めを繰り返してはみたが、加熱駆除ができないので深い穴を掘って埋めるくらいしかできなかった。来年また蝗こう害がいにならなければいいのだけれど。




　俺がそんな道草（？）をしている間も、馬車には予定通り進んでもらった。俺は身体強化ですぐ追いつくことができるし、気配察知で位置も分かる。無駄に旅程を遅らせる必要はない。

　そして今日も午前中は土を集めて埋めてを繰り返し、昼頃に休憩中だった馬車に追いつくことができた。




「お、戻ったか。ご苦労だったな。見ろ、この辺はイナゴの被害に遭ってないようだぞ」

　戻った俺を出迎えてくれた村長が、視線を足元に落として言った。見ると、荒れ地に変わりはないが、笹ささ穂ほ状の葉を束ねた形の雑草が所々に生えている。それなりの大きさなので、喰くわれた後に生えてきたというわけではなさそうだ。ということは……、

「よかったぁー。もう穴掘りしなくていいんだね！」

「ああ、よく頑張ったな」

　村長にガシガシと頭を撫なでられる。力が強いので、捏こねられるというほうが近いかもしれない。

「丁度よかったですね。これからはちょっと森のほうへ向かいますから、ひとりで行動するのは少々危険ですし」

　ビンセントさんが寄ってきて会話に混ざる。

「森に？　危ないのにどうして？」

「ここから一日ほど北に行くと少々大きめの河が流れているんですが、まっすぐ行くと川幅も深さもそれなりにあるので渡れないんですよ。流れはそれほど速くないんですけどね。森のほうは上流になるので、馬車でも渡れる浅瀬があるんです」




　この森は俺たちの村の東側を南北に走る『黒山脈』の麓に広がる森で、南は大森林と繫つながっており、そのため『北大森林』と呼ばれている。ただし、どういうわけか魔物の強さは大森林ほどではなく、他の魔境より少し強い程度らしい。大森林の魔物が北大森林に移動することは、ほとんどないそうだ。何かあるのかね？

「そっか。でも河があるなら体を洗えるね」

「そうだな。飲み水も補給しなきゃならんしな」

　飲み水は樽たるにたっぷり入れて持ってきたが、どこかで補充しないと不安な量だ。既に四割ほどは消費している。気温は低くなってきてはいるが、それでも昼間はまだ暑い。水が腐ることも考えられるから、補充と入れ替えは必須だろう。




　森に近づくにつれ、気配察知に色々と引っかかるようになった。

　なかなかの数の魔物がいるようだ。もっとも、事前情報通り、強い気配の魔物はほとんどいない。せいぜい大森林の猪人程度だ。それも片手で数えられるくらいで、ほとんどが以前見つけた偽にせ岩いわ亀がめくらいの強さしかない。俺にとっては危険どころか遊び場にもならないんじゃなかろうか。

　森に入ってからは、獣道のような狭い道を木々の隙間を縫うように移動していく。あちこち木の根が張り出していて、それに乗り上げた馬車がロデオのように跳ねる。あまりの尻の痛さに、乗っているより外のほうがマシと思い、護衛を兼ねて並走することにしたが、よくよく考えたら、平面で馬車を持ち上げれば跳ねるどころか振動もないということに気付いた。

　急に振動がなくなったことにビンセントさんと村長は驚いていたが、御者席のビンセントさんに向かって俺がサムズアップすると、納得したような顔で苦笑いをしていた。

　馬車と並走しているのは俺だけではない。アンナさんやウルスラさんたち護衛の冒険者も一緒に走っている。




　ここで護衛の残りふたりも紹介しておこう。

　ひとりは斥候職で短剣使いのリサさん。百五十センチほどで年齢は二十歳になるかならないかというところ。鎧よろいの類は身に着けておらず、その代わりに丈夫そうな革のベストとパンツを着ている。

　もうひとりは弓使いで名前はミサさん。身長は百五十五センチくらいで年齢はリサさんより少し若いくらいだろうか。少々幼さが残っている感じがする。鎧は、弓道で使うような片方だけの胸当て以外はリサさんとほぼ同じだ。

　ここまでの説明で感づいたかもしれないが、このふたりは姉妹である。リサさんが姉でミサさんが妹だ。見た目もよく似ていて、ふたりとも髪の色は黒で目は濃い緑。顔つきは細面でそれなりに整っているが、やや目が細く糸目っぽいところまで同じだ。体つきも細身で肉付きは普通。……うん、普通かな。どこがとは言わないけど。

　性格も似ているようで、ふたりともあまりパーティーメンバー以外と話をしない。ふたりで一緒にいることが多く、よくボソボソと耳打ちし合っている。ちょっと不気味だ。そんなだから、まだこのふたりとは会話をしたことがなかったりする。

　背の高さと装備以外で見分けるとすると、リサさんの髪はショートでミサさんはロングなところくらいか。髪の長さを揃そろえられると区別がつかないかもしれない。

　今もふたりで並んで馬車の後方を走っている。決して走りやすい路面ではないはずなのに、疲れた様子もなくついてくる。さすがは冒険者だ。俺の知る平成日本の一般女子とは違う。




　森に入ってほどなく魔物の襲撃を受けた。来ることは気配察知で分かっていたので、落ち着いて迎え撃つことができた。

　襲ってきたのはファンタジーの定番、ゴブリンだった。人生初ゴブリンに少々興奮したが、あまりにも醜悪なその外見に一瞬で冷めた。

　『禿はげで裸、くすんだ緑の肌をした小さいおっさんが、不相応なサイズの股こ間かんの逸いち物もつを滾たぎらせ、涎よだれを垂らしながら集団で向かってくる』のを目の当たりにすると、とてもじゃないが正視することはできなかった。

　せめて前は隠せ。顔もマスクで。まぁ、変態から変質者になるだけなんだが。

　全部で八匹いたそれを瞬殺し、一センチもない魔石を取った後は刻んで埋めた。さすがにゴブリンの肉を食う気にはなれない。

　遭遇から埋めるまで十分かかってない。やっぱりゴブリンは雑魚なんだなと思ってたら、護衛の四人が後ろで固まってた。

「どうしたの？　ゴブリンなんて雑魚って聞いたよ？」

「確かにゴブリンは魔物の中でも弱いほうだけど、それは一匹の時のことだよ。集団なら中級冒険者パーティーでも梃て子こ摺ずる相手なのに……ホント、魔法使いってのは破格だね」

　アンナさんが呆あきれと畏い怖ふの混じった感想をこぼした。あー、またやっちゃったか。どうも世間の常識というやつから乖かい離りしすぎてるようだ。この旅の間に少しでも情報収集しとかないとな。

　なんてことを考えてたら、同じように何事か考えてた村長が話しかけてきた。

「ビート、この周辺にゴブリンの集落があるか分かるか？」

　その言葉にアンナさんたちもハッとなる。

　集団でゴブリンに襲われたのだから、普通に考えれば集落がある可能性に気付く。そして、集落があるということは繁殖しているということだ。




　この世界のゴブリンは生物学的にありえない生態をしている。雄しかいない種族なのだ。クマノミのように性転換するわけではない。繁殖には他の種族のメスを利用する。襲って攫さらい、犯し、孕はらませるのだ。つまり、集落には間違いなく他種族のメスがいるということだ。

　ただ、それだけならまだ大きな問題にはならない。猪人やリザードマンのメスを攫ってきていることもあるからだ。魔物同士でのことであれば、それは自然の摂理と言える。

　問題なのは、先ほどのゴブリンたちの『禿はげた小さいおっさん』という容貌だ。ゴブリンは様々な種族と交配するが、僅わずかながら母体の特徴を受け継ぐのだ。猪人との間に子を成せば若干豚面になるし、リザードマンとなら少し鱗うろこがあるといった具合だ。そして、薄い体毛というのは人族との交配によって生まれた者の特徴だというのだ。




　……って、それ、やばいやん？　オネーチャン攫われてるやん!?

「うん、やってみる！」

　最大範囲で気配察知を使う。ものすごい情報量に眩暈めまいがするが、ここは我慢だ。攫われた人は、今もこんなのとは比べ物にならない苦痛を味わってるに違いない。早く救出しなければ！

　……んん？　三分ほどかけて周囲の半径三キロほどを探ってみたが、それらしき気配はない。数匹の群れがいくつかあるが、移動速度と気配の感じから見てゴブリンではない。おそらく狼おおかみ系の魔物だろう。ゴブリンの群れは他にいないようだ。

「うーん、この近くには、他にゴブリンはいないみたい」

「……そうか、分かった。ならいいんだ。ご苦労だったな」

　村長は何か気になることがあるみたいだな。ただ、それが何かは分からない、あるいは確信を得られないのだろう。何かモヤモヤしたものを抱えつつも、先へ進むことになった。





　　　　　　　　◇






　河だ。

　日本の河の中流から上流辺りが近いだろうか。川幅は二十メートルくらいある。ゴロゴロと角張った大きな岩が転がっており、その間を澄んだ水が勢いよく流れているのだが、一部分だけ岩が平らに敷き詰められた石畳のようになっており、その上を水が若干穏やかに流れている。これなら馬車で渡れそうだ。

　馬車を渡すのも、俺の平面で浮かせたので多少の水みず飛沫しぶきがかかるくらいで済んだ。人間も平面に乗せて運ぼうと提案したが、皆遠慮してきたので自分だけスカイウォークで渡ってしまった。楽ちんなのにな。

　渡った先に少し平へい坦たんな砂利のところがあったので、今日はそこでキャンプを張ることになった。

　で、俺はテント張りを終えてから、薪まき集め兼食料探しに森へ入った。村長も一緒だ。そこで、俺はさっきのゴブリンについて聞いてみた。

「ねえ、さっきのゴブリンだけど、何かおかしいところがあったの？」

「ん？　ああ、そうだな……取り越し苦労ならいいんだが」

「どういうこと？」

「最初におかしいと思ったのはイナゴだ」

「イナゴ？」

「ああ、イナゴは北からやってきた。そしてそれを辿たどっていくと、何の変哲もない荒れ地で唐突に痕跡が消えていた。まずこれがおかしい。イナゴが大量発生するような草原や湿地じゃないんだ。あいつらはなんで大量発生したんだ？」

　むむ、そう言われればそうだ。水場のないところに大量のイナゴが繁殖できるほどの草が生えるわけがない。イナゴが大量発生する条件が整っていない。まるでそこに突然現れたかのようだ。

「そしてさっきのゴブリンだ。明らかに人族の母体から生まれた群れなのに、集落もなく他の群れもいない。まるで突然現れたかのようじゃないか？」

　村長はゴブリンにも同じようなことを感じていたのか。

　でも……。

「だとすると、どういうこと？」

「……分からん。いくつか考えられることはあるが、あまり当たってほしくはない予想ばかりだ。裏付けを得るためにも、今回街に行くのは正解だったようだな」

　まだパズルのピースが足りないってことか。交易都市ってくらいだから、人も物も、そして情報も集まりやすいだろう。

　なるほど、ある意味この旅は必然だったというわけだ。





　　　　　　　　◇






　薪と一緒に持ち帰ったのは蛇の魔物だ。タイタンバイパーという全長五メートルもある毒蛇で、咬かまれると一時間ほどで死亡するという危険な魔物だそうだ。しかし、木の上に隠れていたのをサクッと先制攻撃で倒してしまったため、危険性は実感できなかった。

　危険性がどうであれ、今の俺たちにとってはただの肉だ。持って帰って血抜きした後、皮を剝いでぶつ切りにし、塩と香辛料を振って串に刺し、遠火でじっくり焼いて食べた。少し硬くて僅かに匂いがあるが、概ね鶏肉に近い味だった。ほぼ焼き鳥だな。ムネ塩。ビールを飲みたくなってしまったが、今のところビールどころか酒類を見たことがない。おそらく村にないだけで、街にはあるんじゃないかと思ってる。奴隷に酒なんて飲ませないだろうしな。

　この蛇の毒は、咬まれるとヤバいが口から飲む分にはほぼ無害で、むしろ強壮剤の原料として人気が高いそうだ。ハブ酒みたいなもんか？　そんなわけで、村長は切り取った頭の牙に陶器の小瓶を当て、毒を採取していた。なるほど、勉強になる。

　テントを張って夕食をとり、水浴びも済ませた。アンナさんたちのサービスカットやラッキースケベはなかった。べ、別に惜しくなんかないんだからね！

　後は寝るだけだが、いくら大森林よりマシとはいえ、ここは魔境のど真ん中だ。交代での夜番を欠かすことはできない。本来なら俺はお客さんで参加の義務はないのだが、将来の予行演習ということで参加させてもらっている。

　村長とビンセントさんは参加せず、護衛の四人と俺の五人で持ち回りだ。常にふたり起きていて、ひとりずつ入れ替わっていく。俺は子供ということで、最初に交代する順番になっている。限界が来るといきなり寝ちゃうからな。




　今夜のパートナーはアンナさんだ。焚たき火を挟んで向かい合って座っている。

「その気配察知だっけ？　便利だねぇ～」

　あまり大きい声は出せないが、眠気覚ましの会話は常に行っている。大抵はその日の出来事が話題で、今夜は俺が狩った蛇の話だ。

「うん、以前は『何かいる』くらいしか分からなかったけど、今は見たことある魔物なら種類が分かるし、人なら『誰か』も分かるよ」

「はぁ～、そりゃすごいね。その力だけで一流冒険者になれそうじゃないか。一体どんな風に見分けてるんだい？」

「気配の強さと、ん～、色？　かな？」

「色？」

「うん、なんか、人や魔物によって色が違う感じがするんだ。ゴブリンは暗い灰色がかった紫で、あの蛇は暗いくすんだ緑かな。人はほとんど白で、少しだけ色が混じってる感じ」




　実際、目の前にいる人を注意して見ると、その周囲にオーラのようなものが見える。そのオーラに色がついてるように見えるのだが、それがどういう意味なのかは分からない。

「ふぅ～ん、じゃあ、あたしは何色だい？」

「アンナさんはちょっとだけ青みがかった白かな？　綺き麗れいな色してるよ」

「へ、へぇ～……ふふっ、なかなか口が上う手まいね。将来は女おんな誑たらしになりそうだ」

「えっ！　いや、そんなつもりじゃ！」

　俺は素直な感想を言ったつもりだったが、アンナさんはちょっと意表を突かれたようだ。だからといって、俺にそんな誑しスキルなどあるわけがない。と思う。

「まあ、あんたは魔法使いだしね。どう転んでも女が寄ってくるさ。将来が約束されてるようなもんだからね」

「そんなに魔法使いって優遇されてるの？」

「ああ、何しろ数が少ないしね。あたしはあんた以外に見たことはないよ。それにほとんどが貴族様だ。あたしら庶民とは住む世界からして違うよ」

「でも平民でもたまにいるんでしょ？」

「そういう話は聞くけどね。実際に見たことはないよ。それに、聞いた話でも領主か国に囲われて、あたしら庶民とはもう顔を合わすこともないって言うしね」

「ふーん。そんなになんだ」

　俺は飼い犬なんかになりたくはないけどな。犬なら飼いたいけども。庭付き一戸建てで。

「何言ってんのかね、あんたの魔法見てりゃ納得できる話だよ。何から何まで桁外れだ」

　む、結構抑え気味に使ってるのに、それでも常識外れなのか。なかなか難しいな。

「いいかい、これは冒険者の先輩からの指導だと思って聞くんだよ。これから先、騒動を起こしたくなかったら、その力はなるべく隠して生きな。強い力は富と名声を呼ぶけど、強すぎる力は災いを呼ぶからね」




　急にアンナさんが真面目な顔で忠告してきた。そしてその内容も至極真っ当だ。俺としても、無駄な騒動に巻き込まれたくはない。

「うん、分かった。アンナさん、ありがとう」

「ふん、あんたは確かに強いし頭も良いけど、まだ子供だからね。隙が多くて危なっかしいんだよ。見てるこっちがハラハラしちまう」

　辺境暮らしが長かったからな。常識知らずなのは間違いない。アンナさんは、色々教えてくれるいいお姉さんだ。ちょっと蓮はすっ葉ぱなところも親しみやすくていい。

「あはは、ごめんね。早く一人前になれるように頑張るよ」

「ホント、あんたは変わってるよ。普通の子供は子供扱いされると怒るもんなんだけどね。ホントに十歳かい？」

　ぎくぅっ！　たしかに、普通の子供は大人扱いしてほしがるものだ。これは盲点だった！

「そ、そうかな？　村に同い年の子供がいなかったから分かんないや」

「ふーん、それならそうなのかもしれないね。まあいいさ。それより、そろそろ交代だよ。リサを起こしてきておくれ」

「う、うん、分かった！」

　ふう、何とか誤魔化せたかな。危ない危ない。マジで危なっかしいな、俺。逃げるようにその場を離れ、そのままリサさんを起こしに行く。




　テントは全部で三張り立ててある。ひとつのテントにふたりずつ寝ると、俺たちは七人なのでひとり余ることになる。夜番で誰かが必ず起きてるので、交代で寝るならこれで十分ということなのだが、俺はひとり馬車の荷台で寝ている。

　荷物の番を誰かがしなければならないというのもあるが、村長とビンセントさんが寝るテント以外は女性ばかりだ。いくら子供とはいえ、一緒に寝るのはちょっと気が引ける。




　子供の特権？　それは中身も子供の場合だけだ。実際の中身はもうアラフォーのオッサンだからな。

　リサさんとミサさんが寝るテントに声を掛けると、すぐにリサさんが出てきた。装備も付けてるし、少し前から起きてたっぽい。目覚めが良いのも冒険者に必要なスキルかもしれない。

　交代を告げてから、俺は馬車の荷台に向かう。荷台は荷物が満載されているが、子供ひとりが潜り込む隙間くらいはある。周囲に魔物の気配もないし、毛布をかぶってさっさと寝てしまおう。明日も沢山走るんだから。





閑話その一：アンナ、回想！







　まったく、変わった子だね。まぁ、魔法使いなんだから仕方ないか。生まれついての奴隷なのに魔法が使えるなんて、聞いたこともないけどね。

　けど、その力は本物だった。

　今でも王国にその名を轟とどろかす『英雄』ダンテス様との手合わせは、そのダンテス様を終始圧倒してた。ダンテス様が手を抜いていたわけじゃない。それは見ててはっきり分かった。あたしがダンテス様と手合わせしても、一合で終わりだっただろう。初撃を躱かわせずに真っ二つだ。

　なのに、あの子は素手で楽々ダンテス様をあしらってた。正直、人間とは思えない動きだった。魔法使いってのがみんなあれくらい強いっていうなら、そりゃ民の上に立って当然だよ。逆らうだけ無駄だろうね。あれが魔法使いか。まだ子供なのにねぇ。




　……あの子が冒険者になったのもあのくらいの歳だったかね。いや、冒険者ギルドに登録したのは十二歳だったから、あの子より年上だったか。もっとも、もうあの子は歳をとることはないんだけど……。




「……アンナ」

「ん？　ああ、ごめんよ、リサ」

　リサに声を掛けられて、火が小さくなっているのに気付いた。ちょっと気を抜きすぎてたね。危ない危ない。

「アンナ、エリックのこと考えてた？」

「……なんか、あの子見てたら思い出しちゃってさ」

　普段あまり喋しゃべらないくせに、相変わらず妙に鋭いね。

「気持ちは分かる。なんとなく、あの子はエリックに似てるから」

「そうかい？　エリックは魔法使いじゃなかったし、あんなに利口でもなかったよ？」

「危なっかしいところと、変に気を回すところが似てる」

「そう……そうだね。なんか似てるかもしれないね」




　あたしの弟のエリックは、あたしの後を追うように冒険者になり、初めての討伐依頼に失敗して死んだ。盗賊に殺された。もう六年も前のことだ。

　そのことを引きずってないと言えばウソになるけど、大方の心の折り合いはつけたつもりだ。いつまでも過去に囚とらわれてちゃ、今度は自分が殺されるかもしれないからね。冒険者ってやつは、きっちり切り替えができなきゃやっていけない。

「……リサ、あの子の魔法のことは黙っておいてくれないかい？」

「なぜ？」

「なんでなんだろうね……なんか、上う手まく言えないんだけど、こう、モヤモヤするんだよ！」

　あの子はエリックじゃない。あたしが守ってやらなくても上手く生きていけるだろう。けど、そんな理屈じゃない。なんか放っておけない。

　……折り合いをつけたつもりでも、実はまだ引きずってるのかもしれないね。あの子とエリックを重ねて、今度こそ守ってやりたいと思ってるのかも。女め々めしいねぇ。

「……分かった。ミサにも言っておく。ウルスラにはアンナから言っておいて」

「ありがと。恩に着るよ」

　あたしが礼を言うと、リサは首を振った。

「エリックが死んで悲しかったのはアンナだけじゃない。アタシたちにとってもエリックは弟だった。今度は守る」

　……これだから幼おさな馴な染じみってやつは。

　ふふっ、今夜の星は空に滲にじんでよく見えないね。





第七話：俺、街に着く！







「命が惜しかったら有り金と荷物、それとその女たちを置いていきな！」

　街まで残り一日半、道中最後の森をもうすぐ抜けるというところで、お約束がやってきた。盗賊だ。定番ではあるが、フラグを立てた覚えはない。自動的に発生するイベントってことなんだろう。めんどくさい。




　見た限りでは馬車の前方に四人、後ろにふたりだが、森の中にあと三人隠れてるのが分かってる。ずいぶん前から気配察知で捕捉済みで、皆にも注意をしてある。だから誰も慌ててない。

「あんたたち、悪いことは言わないからとっとと消えな！　今なら見逃してあげるよ！　あたしらに手を出したら残念なことになるよ！」

　アンナさんが警告する。これはあらかじめ決めておいたことだ。俺と村長がいれば、盗賊団の十人や二十人は脅威のうちに入らない。殲せん滅めつするのは簡単だ。ただ盗賊とはいえ、人を殺すと後々面倒なのだ。死体をちゃんと焼くか刻むかして埋めないと、アンデッドになることがあるからだ。

　それに、盗賊に遭遇した場合は領主に報告しなければならないのだが、裏取りやら手続きやらで三日ほど拘束されてしまうそうなのだ。ホント、めんどくさすぎる！

「ぐふふっ、威勢がいいじゃねぇか。こういうじゃじゃ馬を躾しつけるのも悪くねぇ。おい、野郎ども！　女はなるべく傷付けるな！　ガキとオッサンは好きにしろ！」

　はい、交渉決裂。まあ、最初からそうだろうと思ってたけどね。生き残りがいたら通報されるし。

　頭目らしき髭ひげ面づらの男の号令で、盗賊どもはジワリと包囲を縮めてくる。手には意外にもちゃんと手入れされた剣や槍やりを持っている。

「ふむ、女や子供ばかり働かせるのもバツが悪い。今回はオレも出よう」

　そう言って村長が荷台から降りてきた。手には愛用の両手斧りょうておのを持っている。

　実はこの旅のさなか、村長もついに身体強化を会得した。つい昨日のことだ。魔法の発現はできなかったが、元々の身体能力が高いのでとんでもないパワーを出すことができた。なんと荷物満載の（たぶん一トン以上ある）馬車の下に潜り込み、背中に乗せて浮かせることができたのだ。『何その超人オ○ンピック！』とか思ったのは秘密だ。

　まだ長時間の発動はできないが、元々凄すご腕うでの冒険者だ。木っ端盗賊を退治するには十分すぎるだろう。

「な、なんだ、まだいたのか、そそそ、そんなもので俺たちがビビると思うなよ！」

　ビビってるビビってる。百八十センチを超えるゴリマッチョが極悪な凶器を持って現れたのだ。ビビらないほうがおかしい。俺だって先日の立ち合いの時は……あれ？　ビビってねぇな……そうか、俺はおかしいのか。なんか凹へこむわぁ。

「ビート、後ろのを頼む。アンナたちは俺と一緒にあの四人だ。なるべく殺すな、行くぞ！」

「「「「はい！」」」」

「はーい」

　村長の掛け声とともに、アンナさんたちが駆け出す。俺は凹んだのを一いっ旦たん置いておくことにして、身体強化を発動させ森の中へ駆け込む。

　森は下生えが茂っており、子供の俺なら十分隠れられる。案の定、盗賊たちは俺を見失うが、まだ慌てたりはしていない。『ちょっと素早い子供が逃げ出した』くらいにしか考えていないのだろう。俺としてもそう考えてくれたほうが楽でいい。

　まずは森の中に潜んでいる奴らを無力化する。隠れている奴らは間隔をあけて潜んでいる。武器は弓のようだ。俺が逃げ込んだのに動く様子はない。訓練されてるのか場慣れしているのかは分からないが、意外に落ち着いてるようだ。まあ、俺にとっては大した問題じゃない。

　一旦森の奥まで行ってから、気配を消しつつスカイウォークで木の上を走って戻る。盗賊の注意は下生えに向いてるので、完全に死角だ。

　ひとりの弓使いの後ろ上方に移動し、右拳を平面で固める。そのまま飛び降りる勢いを乗せて、思いっきり後頭部を殴り飛ばす。

「ぐあっ!?」

「なんだ!?　どうした!?」

　弓使いはうつ伏せに倒れこみ、そのまま気を失ったようだ。俺は見つかる前にまた下生えの中に隠れる。後は繰り返しだ。




「くそう、出てこい小僧！　ぶっ殺してやる!!」

　出ていくわけないじゃん。隠れていた三人目の弓使いが倒されたあたりで、最初から姿を見せていた奴のひとりがキレた。手にした両手剣で、手当たり次第に下生えを薙なぎ払っている。そんなところにはいないんだけどな。もうひとりはまだ比較的落ち着いてるようで、油断なく周囲を見渡している。やるならこっちからだな。

　拾っておいた小枝を遠くの茂みに投げる。その音に気を取られた盗賊の後頭部を殴りつける。

「ぐうぅ!?」

　他の連中と同じように、その盗賊も倒れて気を失う。

　うん、別に枝を投げる必要はなかった。一度やってみたかっただけだ。




　仲間が倒れた音を聞いて、最後のひとりがこちらを見る。もう俺は隠れてはいない。一対一なら隠れる必要はない。

「てめぇっ！　ぶっ殺す!!」

　完全に頭に血が上った盗賊が、袈け裟さ懸がけに剣を振り下ろしてくる。意外にちゃんとした剣筋だ。元は兵士とかかね？

　しかし、当たらなければどうということはない。半身になって躱かわし、続く二撃三撃も左右に躱す。

「くそっ、なんで当たらねぇ!?」

　怒りのあまり、大振りになっていることに気付いていないようだ。それでは何度振ってもかすりもしない。

　しばらく躱し続けると、空振りが続いて疲労が溜たまったのだろう、剣速が落ちてきた。そろそろカタをつけることにするか。

　懲りずに袈裟懸けに振り下ろしてくるのを躱して懐に潜り込む。そのまま勢いを乗せて、右足を踏み込みつつ右肘をかち上げるように盗賊の鳩尾みぞおちへ叩たたき込む。格闘ゲームなんかじゃ頂ちょう肘ちゅうと言われる技だ。

　なんでこんな技を知ってるかというと、前世でゲームを作っていたときに格闘家キャラがいたからだ。子供故に扱える武器がなかったため、素手でも戦える格闘系の技を練習したのだ。人生、何が役に立つか分からない。

「う……ぐぇ……」

　盗賊は剣を手放し、腹を押さえて蹲うずくまる。カウンター気味に人体の急所へ入ったのだ。気を失ってもおかしくないほどの、地獄の苦しみに違いない。せめてもの情けで、蹲った盗賊の頭を蹴り飛ばして意識を刈り取ってあげた。俺優しい！

　……外道言うなや。




　熨のした盗賊たちを平面に乗せて馬車に戻ると、こっちもカタがついたところだった。

　村長が片手で盗賊を振り回して、最後に残った頭目と思おぼしき奴に叩きつけていた。何アレ、コワい。どっちも死んではいないようだけど。

「村長、あっちは終わったよ」

「おう。こっちも今終わったところだ。それにしてもこの身体強化ってやつはいいな。現役の時に欲しかったぞ」

　『いい汗かいた』レベルの気楽さで村長が返事する。いや、十分現役で通用するでしょ？　片手で大の大人を振り回せる人間がそうそういるとは思えないし。

「あたしらの出番なんて全くなかったよ。さすがは『旋風』ダンテス様だね」

　そう言いながら馬車からアンナさんたちが出てきた。手にはロープが握られてる。アレで盗賊共を縛り上げるんだろう。

「せめて後始末くらいはさせてください。一応護衛の仕事中ですので」

　ウルスラさんがチラリとビンセントさんを見ながら言う。護衛として役に立っているということを見せておきたいんだろう。そんなに気にすることないと思うけどな。

「心配しなくても大丈夫ですよ。私も荷物も、何の被害も受けてないんですから。立派に護衛の役目を果たしてくれていますよ」

　ビンセントさんがそう言うと、護衛の四人は揃そろって安あん堵どのため息を吐ついた。

　ごめんね、護衛よりも強くて。




「ほら、起きな！」

「うげっ!?」

　盗賊たちを縛り上げた後、頭目の脇腹をアンナさんが蹴って起こす。普段はこんなに攻撃的な人じゃないんだけど、やっぱ戦闘の後ってことで興奮してるんだろうか？　いや、ビンセントさんに働いてるところをアピールするために、ちょっと大げさに振る舞ってるのかもしれない。

　目を覚ました頭目は、周りに転がされた仲間と縛り上げられた自分の体を見て、状況を把握したようだ。

「てめぇら、何してくれてんだ！　俺にこんな真似して只ただで済むと思うなよ！　今すぐこの縄を解ほどきやがれ！　さもねぇとぶっ殺すぞ！」

　いや、把握できてなかった。芋虫みたいにクネクネしながら凄すごまれても、恐怖どころか失笑と憐れん憫びんしか湧いてこない。

「折角あたしが警告してやったのに、無視するからこういうことになるんだよ。自分の間抜けさを恨みな」

「なんだと！　てめぇ、絶対後悔させてやるからな！　ぐちゃぐちゃに犯した後で手足を切り落としてゴブリン共の前に放り出してやる！」

　頭目は顔を真っ赤にして喚わめいている。しかも聞くに堪えない悪あっ口こう雑ぞう言ごんだ。気分が悪い。

「はっ、あんたにそんなことは絶対できないよ。領主に引き渡せば首を落とされるか、良くて犯罪奴隷だ。せいぜい長生きできるように神様に祈っときな！」

「へっ、俺にゃあまだ何十人も仲間がいるんだ！　あいつらがお前らをぶっ殺して助けてくれるさ！　土下座して謝るなら今のうちだぜ！」

　ふむ、確かに、まだ仲間がいる可能性はあるな。どれどれ……なるほど。俺は村長にコショコショと耳打ちする。

「ふむ、なるほど」

　俺から話を聞いた村長が前に出て、頭目を見下ろしながら言う。

「仲間がいると言ったな？　それはここから北東に一リーほどのところにいる三人のことを言ってるのか？」

「な!?　なんでそれを!?」

　あ、自分で認めちゃってるよ。おバカさんだな。まあ、賢かったら盗賊なんかになってないか。

　近隣で人間らしき気配はそこにしかないし、移動もしていない。しかも交易路から外れた森の中だ。一般の旅人が入るわけないし、狩人にしてもこんなに人里から離れたところへは来ないだろう。ということで、これが盗賊の仲間ということで確定だ。

「ふふん、そのくらいのこと、この『旋風』ダンテス様は全てお見通しですよ！」

　なぜかウルスラさんが、偉そうに胸を張って横から口出ししてきた。なんか、俺の中でのポジションが『ちょっと可哀かわい想そうな娘』になりそうな感じだ。

「な、せ、旋風だと？」

　盗賊にも村長の威光は届いていたようだ。さっきまで真っ赤だった顔が見る間に青くなっていく。血の気が引く音が聞こえてきそうなほどだ。口をパクパクさせているが、何も喋しゃべれなくなってしまったらしい。

　なんかもう、全部『旋風』だけで解決しそうな雰囲気だな。村長、どんだけ暴れてたの？

「ふむ、間違いないようだな。ビート、ちょっと行って片付けてきてもらえるか？」

「うん、分かった。村長は先に進んでて。後で追いつくから」

「ああ、そうさせてもらおう。戦利品があったら高価そうなものだけでいいから持って帰ってこい。それと、気を抜くなよ」

「はーい、いってきまーす！」

　そういうことになった。

　俺たちがこんなやり取りをしている間、ビンセントさんは何をしていたかというと、馬にブラシを掛けてあげていた。この人も結構肝が太いな。





　　　　　　　　◇






　残りの盗賊共がいたのは、森の中にある岩山の裂け目にできた洞窟の中だった。過去形。時間をかける理由もないし、一気に突っ込んで秒殺（殺してないけど）してしまった。

　お約束だと囚とらわれの美少女とかいるんだけど、残念ながらいたのはむさい男の盗賊共だけだった。チッ、使えねぇ。

　アジトにあった縄で盗賊共を縛ったあとお宝を物色するが、どうにも価値のあるものが分からない。貨幣や宝飾品はいいとして、武器防具や壺つぼ、本なんかはさっぱりだ。困った。




　……面倒だな、全部持っていくか。

　平面で適当に箱を組んで、その中に手当たり次第放り込む。パンや干し肉なんかの食料品もあったので、それも詰めていく。まだ食料は十分にあるが、盗賊共にも食わせないといけないからな。適当に詰め込んでると、その中から陶器で出来た瓶が何本か出てきた。これはもしや！と思って匂いを嗅いでみると、思った通り酒みたいだ。やっぱあったんやな！

　どうやら葡ぶ萄どう酒しゅのような果実酒みたいだ。甘い匂いがする。まだ子供だから飲んだりはしないが、大人になったときの楽しみができた。ラッキー！

　饐すえた匂いのする服なんかの、明らかに価値がなさそうなモノ以外と盗賊共を箱に押し込んで、アジトを後にする。




　これがどれほどの価値かはよく分からないが、個人的にはお酒があることが分かっただけで大収穫だ。早く大人になりてぇな！





　　　　　　　　◇






　捕らえた盗賊共は全部で十二人。全員が後ろ手に縛り上げられ、数珠じゅず繫つなぎにロープで結ばれている。あと、喚き声がうるさいので全員猿さる轡ぐつわを嚙かまされている。

　そんな状態で馬車の後方に引き立てられているのだが、最後の抵抗のつもりなのか、歩くのが非常に遅い。おかげで、本当なら残り一日で到着するはずだった交易都市まで三日もかかってしまった。

　そう、余計な時間はかかったが、ようやく交易都市ボーダーセッツに到着したのだ！




　交易都市ボーダーセッツは、イメージしていたのとは少し違っていた。俺は周りを高い塀で囲まれた城じょう塞さい都市をイメージしていたのだが、そんな物々しい造りの街ではなかった。

　俺たちが到着した街の南側には簡易な木の柵が設しつらえられており、その内側は結構広めの畑だ。見たところ何も植わっていないが、おそらくは麦畑なのだろう。今は秋の初めで、次の種まきの直前だから何も植えられていないというわけだ。もう少し早く来てたら夏野菜があったかもしれない。

　その畑の向こう、五百メートルほどのところから家が立ち並び街になっている。木と石で造られた、ドイツやスイスの田舎にあるような家だ。行ったことないけど。

　ほとんどは平屋だが、中心部に行くほど二階建てや三階建ての建物が増えている。遠目からだとなだらかな丘のようだ。

　南側の柵には切れ目がないようなので、西側へ回り込むことになった。柵沿いには一応の道が敷かれているが、単に草が生えてないという程度の農道のような道だ。

　その道を西に向かうと、街の向こうに動くものが見えた。船だ。どうやら街の北側は河か海らしい。まだかなりの距離があるのに見えるということは、それなりに大きい船のようだ。いや、帆船だから少し大きく見えているのかもしれない。




　なるほど、水運の拠点として発達したから交易都市なのか。ここを中継地点にして各地へ物資が流通しているんだろう。見たことない人種や物が色々ありそうだ。あかん、ちょいテンション上がってきたわ！

　俺とは対照的に、盗賊共は目に見えて消沈している。絶望しかない未来が着々と近づいているのだ、無理もない。自業自得だけど。

　街の西側に向かうにつれ、木柵は石垣に、そして石壁へと変わっていった。西側の出入り口である門は、城門と言っても差し支えないほど頑健な造りだった。こっち側から訪れていたら、イメージ通りの城塞都市と思っただろう。

　門は大きな馬車が三台並んで通れるほどの大きさで、それとは別に門の左側には歩行者用の通用口もあるようだ。どちらも頻繁に人や馬車が出入りしている。馬車用の門には両脇に二名ずつ、歩行者用の通用口には両脇に一名ずつと、計六名の兵士と思しき歩哨が立っているが、入管のようなことはしていないようだ。




　その兵士たちのうち二名が、仲間に声を掛けてからこちらへ向かってくる。

「そこの馬車、止まれ！」

　俺たちは大人しくその場に止まる。揃いの革鎧よろいと槍を持っているので、兵士で間違いないだろう。片方は村長と同じくらいの壮年、もう一方は二十代の青年だ。声を掛けてきたのはその壮年のほうだ。

「南から来たようだが、どのような用件でこの街に来た？　それに後ろの男たちはなんだ？　奴隷か？」

「私共は南の開拓村より農産物を売りに来た者でございます。後ろの男共は道中襲ってきた盗賊を捕らえた次第でございます」

　ビンセントさんが代表で応対してくれた。交渉事は商人に任せるのが一番だ。

「なに、盗賊だと!?　お前たちが捕らえたのか!?」

「はい、正確には同行の元冒険者ダンテス様とそのお連れが、ですが」

「ダンテス……まさか、あの『旋風』殿か!?」

「ドルトン防衛戦の!?　ほ、本物!?」

　ここでも『旋風』来たよ！　どんだけ!?　村長、超有名人じゃん！

　荷台の中の村長をのぞき込むと、困ったような照れてるような、微妙な顔してた。

「はい、そのダンテス様で間違いないかと。盗賊はお引き渡し致しますので、聴取は詰め所でよろしいでしょうか？　私共としても、日が暮れるまでに宿を取りたいもので」

「あ、ああ、それで問題ない。そうか、ダンテス殿が……」

　全員が門に向かって歩き出したが、前を行くふたりの兵士は時折後ろを振り返り、チラチラと馬車を窺うかがっている。『田舎の飲食店へ芸能人が来店したときに偶然居合わせた地元民』かっていうの！　ちょっと例えがタイトだったか。反省。




　その後の聴取は問題なく終わった。終始落ち着いて対応したビンセントさんと、十年以上前に引退したというのに根強い人気がある村長のおかげだ。

　兵士の話によると、ここ二～三か月で何件か盗賊の被害があり、領軍でも調査していたそうだ。今回捕らえられた盗賊の規模からみて、こいつらが犯人で間違いないだろうとのことだった。後ほど領主から感謝状と褒美が渡されるそうだ。儲もうかったやん！

　引き渡された盗賊共は地下牢ろうにでも連れていかれるのかと思ったら、そのまま街中へ引き立てられて行った。なんでも、逃げたり反抗したりしないように、まずは神殿で奴隷化されるそうだ。なるほど、ファンタジーならではの手法ではあるが、合理的だ。

　尋問で噓うそも吐けないし、こっちの世界の取り調べは楽そうだな。かつ丼の出番もなさそうだ。そもそもかつ丼がないか。

「ふう、ようやく終わりましたね。では私は馴な染じみの商家へ荷を降ろしてきますので、ここで失礼致します。この街ではこちらを定宿にしておりますので、何かありましたらおいでください。では」

　そう言って一枚の紙を村長へ渡し、ビンセントさんは街へ紛れていった。

「あたしらもこれで仕事は終わりだよ。ギルドへ報告して報酬を貰もらってくるから、ここでお別れだ。まだ宿は決めてないから、用があったらギルドへ言付けでもしといておくれ。じゃ、また」

　アンナさんたちともここでお別れだ。少し寂しいが仕方がない。この世界はそういう世界なのだ。一期一会という言葉が実感できる、いや、させられてしまう。だからこそ、出会った人との繫がりが太く重いとも感じる。それは決して負担でも不快でもない重さだ。

　前世のネットのような、気楽で手軽な摑つかみどころのない繫がりではなく、ずっしりと手ごたえのある繫がり。うん、この出会いは大切にしよう。

　俺は手を振って皆を見送った。




「さて、オレたちは商業ギルドに行くとするか。まずは魔石を金に換えないとな」

　盗賊からの戦利品は証拠品として一定期間領軍で預かるが、現金は俺たちの自由にしていいそうだ。なので、多少の現金は手元にある。しばらくは金銭的に困ることはないだろう。

　しかし今回の主目的である魔石の換金はあまりにも大量なので、おそらく査定には丸一日程度かかるだろうというのがビンセントさんの予想だ。ならば早めに査定を申し込んでおいたほうがいい。そんなわけで、詰め所を出た俺たちは商業ギルドへ向かうことにした。

　門をくぐってすぐに、道は土から石畳に変わった。馬車が走りやすいようにということだろう。さすがは交易都市だ。門からはまっすぐに街の中心に向かって道が延びており、その両脇には露店が並んでいる。その種類は串焼きや青果などの食料品の他、衣類や食器、鍋、包丁といったものから、よく分からない雑貨、武器や防具といったものまで多種多様だ。

　そこを多くの人が行き交う様は、東京・上野のアメ横を彷ほう彿ふつさせる。違う点は、それほどに露店が犇ひしめき合っているにもかかわらず、ちゃんと馬車が行き交う幅が確保されている点だろうか。どちらかというと銀座のような立ち位置なのかもしれない。




　そして、そこを行き交う人々も多種多様だ。

　欧米風の顔立ちの人はもちろん（俺と村長もこれに含まれる）、インド系な褐色肌の人やアジア系の黒髪黒目の人なんかもいる。しかし……。

「耳のある人はいないのか……（ぼそ）」

「耳？　……ああ、獣人系か。この国ではあまり多くないからな。ドルトンか、山を越えて東のエンデ連邦に行けばそれなりにいると思うぞ」

　独り言だったんだが、聞きつけた村長が答えてくれた。

　ふむ、そうなのか。交易都市というくらいだからいるだろうと思ったんだが、残念。まぁ、いずれドルトンには行くだろうから、そんなに焦る必要もないか。

　何はともあれ、今は商業ギルド、そして自分の買い取り、奴隷からの解放だ。その時はすぐそこに！




　商業ギルドは西門から街の中央広場へ向かう途中、やや広場寄りの三階建ての建物だった。他の商店や民家と同じく、木材と石積みで造られた頑丈そうな建物だ。通りに面した壁では大きな窓が開け放たれているが、ガラス戸ではない。街でも見かけないということは、ガラスはないのかもしれない。

　観音開きの重厚な木製ドアをくぐると広いロビーになっており、右側は丸テーブルが数卓置かれている。中年くらいの男性一組が話し合いをしているのは商談だろうか。奥には二階へ上がる階段がある。

　正面は三か所の窓口カウンターで、男性一名、女性二名が座っている。おそらく職員だろう。今は窓口業務はないようで、何やら事務作業らしきことをしている。左側は四人掛けくらいの木製ベンチが前後二脚おいてある。待合に使うのだろう。

　俺は村長の後ろについて窓口へ向かう。

　村長の手には斧と魔石の入った袋が握られている。旅の荷物は背中のリュックの中で、俺も同じくリュックに荷物を入れて背負っている。

「魔石の換金を頼みたいんだが」

　村長は左奥の男性職員の前でそう切り出した。四十歳前後のベテランっぽい雰囲気がある人だ。他の女性ふたりはまだ二十歳をいくらか過ぎたくらいなので、この男性が窓口の責任者かもしれない。

「はい、承ります。こちらへどうぞ」

　そこそこよくある依頼なのだろう、カウンターの下から直径二十センチくらいの浅い皿を出してきた。ここに出せってことか。でもねぇ……。

「すまんが、結構大量でな。それと換金の前に聞いておきたいんだが、魔石が大量に出回るとどのくらい相場が下がりそうだ？」

「心配要りませんよ。魔石は常に不足気味ですし、少々大量にお売りいただいても値が下がることはまずありません」

　ちょっと困った人を見るように職員が返してくる。

　商業ギルドではある程度大きめの魔石しか買い取りをしない。小さな魔石の買い取りは冒険者ギルドだ。大きな魔石はその大きさに比例した強さの魔物から取れるのだが、強い魔物が頻繁に狩られることはなく、サイズの大きな魔石は絶対的に量が少ない。

　いくら商業ギルドといえど、普通はどんなに多くても数十個単位の取り引きだ。その取り引きも魔境近くの街のギルドや領主との話である。個人で魔石を持ってくる者など、せいぜい十数個が関の山だ。




　それ故のこの反応なのだろう。隣の女性職員など、あからさまに可哀想な人を見る目つきで、口元には嘲ちょう笑しょうまで浮いている。気持ちは分かるけど、職員なら顔に出すなよ。

「そうか、それを聞いて安心した。ではこれを頼む」

　ニヤリと笑った村長が、片手に提げていたバッグをカウンターに上げる。一×一メートルほどの、パンパンに膨らんだバッグだ。カウンターに載せた途端に、ドスンという重い音とパキンという軽い音が響く。どうやらカウンターの上にあった皿が割れたようだ。まあ、しょうがないよね。そこに置けって言ったのはそっちだし。

　驚いて立ち上がった男性職員の目の前で、村長が袋の口を開ける。当然のように、魔石がぎっしり詰まっている。

「な、こ、これは!?」

「査定にはどれくらいかかりそうだ？　おっと、ビート、お前の魔石もついでに査定してもらえ。三十個くらいあっただろう？」

「うん、分かった。じゃあ、これもお願いします」

　俺は自分のリュックから、小袋に入った魔石を出す。これくらいならさっきの皿にギリギリ載ったかも。しかしその皿はバッグの下で潰つぶれているので、そのバッグの隣にちょこんと置く。

　男性職員とその隣の女性職員は驚きを隠せず、大量の魔石に目が釘くぎ付けになっている。

「……!!　し、失礼しました！　只ただ今いま査定致しますので、そちらでお待ちください。終わりましたらお声掛けさせていただきますので、お名前をお伺いしてもよろしいでしょうか？」

　再起動した男性職員が、先ほどより明らかに丁寧な対応で尋ねてくる。現金なものだ。でも大口顧客は大切にしないとね。

「ああ、ダンテスだ。では頼んだ」

「ダンテス様ですね、承知致しました。ではしばしのお待ちを……って、ダンテス？　いや、そんなまさか！」

　村長が名乗ると、男性職員は何かに気付いたようだった。ここでもまた『旋風』が出るのか!?　と思ったら、村長はカウンターを離れさっさとベンチに腰を下ろしてしまった。さすがに対応するのが面倒になったか。しかし、これほどまでに知名度が高いと街中じゃ暮らしにくいかもしれない。村長が辺境に引っ込んでたのは、こういう面倒を避けたかったからかもしれないな。だとしたら、今回俺のせいで街に引っ張り出してしまって、少々申し訳ない気がしてきた。

「村長、ごめんね」

「ん？　何だ？　何かあったのか？」

「僕のせいで街に出てくることになって……」

「ああ、そんなことか、気にするな。むしろオレとしては礼を言いたいくらいだ。……村をこれ以上発展させるにはどうすればいいか、色々考えてたんだがいい案がなくてな。

　一番いいのは人を増やすことだったんだが、その手段がな……。奴隷を買うことが一番簡単だったんだが、元手をどうするかが問題でな。芋を多く作って売るにも、これ以上作るには畑を増やさなきゃならんが、そのためには人手が要る、それには元手が……って感じの堂々巡りだ。

　魔物を狩るにも、俺たちの腕じゃ大森林の大物は危険だったしな。そんなときにお前が魔法使いだと分かって、大量の魔石を得た上、身体強化の魔法だ。

　この臨時収入で新しい奴隷が買えるし、身体強化を使える者が増えれば安定的に魔物を狩ることもできるだろう。ありがたく思うことはあっても、謝られることは何もないぞ」

　どうやら、気の回し過ぎだったようだ。発言の半分は大人の配慮なんだろうけど。

「……正直、お前を手放すのは惜しい。だが、俺の才覚ではお前を扱い切れん。イナゴの群れを被害なしで食い止めるなぞ、王宮筆頭魔導士でも難しいだろう。森を荒らすことなく、大森林の魔物を何十匹も狩ることもだ。俺はお前が戦神の子だと言われても納得できるぞ？」

　村長、ちょっと俺を過大評価しすぎだ。俺はそんな大した人間じゃない。頭の中がちょっとオッサンなだけだ。そういや、前世と合わせるともうアラフォーなんだよな、俺……ちょい凹むわぁ。

「……僕は父ちゃんと母ちゃんの子だよ」

「……ふっ、ふはは！　そうだな、お前はうちの村で生まれた、グレンとサフランの子、ビートだ！　ふはははっ！」

　なんか村長のツボに入ったらしい。突然笑い出した村長に、建物内の人たちが何事かと目を向けてくる。すぐに興味を失って、自分たちの用事へと戻っていったけど。

「あの～、ダンテス様？　ご歓談中申し訳ありませんが、査定のほうでご相談がございまして、二階の応接室へお越しいただけませんでしょうか？」

　そんな俺たちに声を掛けてきたのは、先ほどの男性職員だった。




　二階の応接室に通された。

　十畳ほどの、それほど広くない部屋だ。調度品は樫かしらしき材質のよく磨かれたテーブルと、それに向かい合うように配置された革張りのふたり掛けソファが部屋の中央にある。窓は開け放たれており、外から入る涼しい風が心地いい。厚い生地のカーテンが吊つられているが、今は窓の左右に纏まとめられている。応接室のわりに調度品が少ない気がするが、個人的には良い印象だ。無駄に飾り立てるのは好きじゃない。

　入り口側のソファに俺と村長が掛けると、案内してきた職員は『少々お待ちください』と言って部屋を出ていった。おそらく上司を呼びに行ったんだろう。こういうシーンでの定番だ。いや、前世でそういう経験があったわけじゃないけど、ドラマなんかじゃそういうもんだろ？




　果たして、一分もせずにドアが開き、少し小太りの、頭が涼しげな壮年男性が入ってきた。所謂いわゆるバーコードだ。

「いやはや、お呼び立てして申し訳ない。私は商業ギルドボーダーセッツ支店の支配人をしております『ハッサン』と申します。お見知りおきを」

　支配人！　いきなりトップが出てくるとは！

「南の開拓村で村長をしているダンテスだ。こちらは村民のビート」

「ビートです、よろしくお願いします」

「ほう、この年頃の少年にしては礼儀正しいですな。よろしく」

　そのような会話を交わしながら村長、俺という順番でにこやかに握手する。握手の習慣があるんだ、などと関係ないことを考えていたのは秘密だ。

　内心では子供と見て侮っているだろうに、見た感じではそれを一切感じさせない。さすがは支配人というところか。実は子供好きという線もなきにしも非ず？

　そのすぐ後に、生暖かい目で俺たちを見ていた受付嬢がやってきて、人数分のお茶を置いて出ていった。罰かな？

　お茶はほうじ茶のような紅茶のような、今まで飲んだことのない味だった。村では煎った豆のお茶だったからな。

「それで、話があるということだったが？」

　単刀直入に村長が切り出す。

「はい、その前にまず、この度は大量の魔石をお売りいただきましたこと、お礼申し上げます」

　まずは下手に出てきたか。ということは、何かしらのお願いがあるということだな。

　前世でも、下請けの制作会社の部長がよくこういう切り出し方をしてきたものだ。その後は大体、納期の延期のお願いが来るんだけども。




「お呼び立て致しましたのは他でもない、先ほどお預けいただいた魔石のことなのです。正直なところ、これまで私共でも扱ったことのない量でして、些いささか鑑定に時間がかかりそうなのです。そんなわけで、査定の結果は明日の昼以降ということにしていただけないかとお願いに参りました次第でして、はい」

　これは想定通りだ。あの量をいきなり持ち込んで、すぐに査定が終わるとは思えない。どのみち四～五日はこの街にいる予定だったから、これは問題ない。

「ふむ、それは構わないが……それだけか？」

　村長の目が少々厳しくなる。他に何かあるのか？

「い、いやはや、さすがはダンテス様ですな、実はもうひとつお願いがありまして……その……支払いについてなのですが……少々ご猶予を頂けないかと……」

「え？　どういうこと？」

　思わず声が出てしまった。まさかの支払い延期のお願い？　前世と同じ？

「どういう事情か、説明してもらえるか？」

　村長が先を促す。理由も聞かずに返事はできないよな。

「いえ、それほど難しい話ではありませんでして。詳しくは話せませんが、実は私共はつい先日大口の契約をしたばかりで、手元の資金にあまり余裕がございませんで。今ダンテス様へお支払いしてしまうと、ギルドの活動に支障が出る可能性があるという次第でして。三か月……いえ、ひと月後でしたら支障なくお支払いできるのですが。それまでご猶予を頂けないかというお願いでして、ご考慮いただけないかと……」

　ここでいう手元の資金というのは、流動的に動かせる資産という意味だな。

　確かに、日本円に換算して億単位の金だ。おいそれと動かせるものではないだろう。しかし、これはちょっと難しいな。

「ふむ、それは困る。ひと月もこちらにいては村が心配だ。何しろ辺境だからな。同じ理由で、何度もこちらに来るのは難しい」

　当然だ。大森林の魔物は、その繁殖力が尋常じゃない。今回は俺が間引いてきたけど、ひと月も経てばまた溢あふれかえってるに違いない。

　気分を落ち着かせるために、俺と村長は冷めかけてるお茶を口に運ぶ。

「はい、こちらとしても心苦しいのですが、なにしろあの量の、しかも大粒で上質な魔石です。私共の査定担当がざっと見積もっただけでも大金貨二千枚は下らないという話ですので……」

　ブーッ!?

　ナンヤテェーッ!?




　村長と俺、ふたりとも口に運んでいたお茶を噴き出してしまった。だって大金貨二千枚というと、日本円で二十億くらいの大金だ。確かビンセントさんの見積もりでは大金貨百枚くらいって話だったはずなのに、なんで二十倍もの値段が付いてんの!?

「こ、こちらの予想ではもう少し安いと思ってたんだが、随分と値上がりしたものだな？」

　村長が動揺しながらも確認を取る。ビンセントさんの見込み違いだとしても、二十倍なんてことは普通ありえない。

「ああ、二か月前までならここまでの額にはならなかったでしょうな。実は魔石の流通量が激減してまして、単価が高騰しているのです」

　ふむ、単純な市場原理か。希少なものは高く、ありふれたものは安く。至極当然だ。当然、供給不足か需要過多だろうけど、それには原因があるはず。

「ほう、それは何か理由が？」

　村長も気になったらしい。

　ハッサン支配人が身を乗り出し、声を一段抑えて話しかけてくる。

「実は王国が魔石の買い占めを行ってまして、その理由が戦争ではないかと噂うわさされております」

　それを聞いた村長の眉が、苦々しげに顰ひそめられる。

「国か……相手はノランか？」

「おそらくは。エンデとはここ十数年友好を保ってますし、王族同士の姻戚関係もありますから」

　ノランってどこだ？　なんか、勉強しなきゃならないことがまだまだ多そうだ。当たり前か、まだ十歳だからな。

「そうか、そういうことなら納得だ。おそらく遠征のために魔道具を量産してるんだろう。市場に魔石がなくて当然だ」

「はい、そういうわけですので、この度魔石をお売りいただいたことはとてもありがたいお話でして、私共と致しましてもこのようなお願いはとても心苦しいのですが……」

「しかし、これは更に困ったな。戦争ともなれば世が荒れる。一刻も早く村に帰らねばならなくなった」

「ごもっともです。しかし当方と致しましても、それほどの大金を後日輸送となりますと、安全性に責任を負いかねますものでして……特に最近は盗賊の被害報告も多うございますから」

　その盗賊の件はもう解決したと思うけど……いや、あいつらだけとは限らないか。戦争が始まれば、敗残兵や逃亡兵が野盗化することもあるだろうしな。今いないからひと月後もいないとは限らない。




　これは参った。

　……うーん、そうだな、アレ使えないかな？

「ねえ村長、契約書使えないかな？」

「うん？　支払いをわざわざ契約するのか？」

「それは聞き捨てなりませんな！　我々を信用できないというのですか!?」

　おっと、言い方が悪かったか。支配人の矜きょう持じを傷つけてしまったようだ。

「ううん、そうじゃなくて『ひと月後以降に商業ギルドへ持ってきたらお金に換えてくれる』っていう契約書を作れないかなって思って」

「というと？」

「金額と商業ギルドの署名、日付がある契約書でさ、それを持ってきたら『誰でも』その金額を受け取れるようにするんだよ」

「「!!」」

　手形……いや、社債のようなものかな？

「それは、言うなればツケ払い契約の相手方が不特定という形式ですか！　確かに、それなら手元の資金が足りなくても支払いができる……いや、支払い期限を五年後にすれば直近の資金調達にも……」

「オレたちはその契約書で買い物をするわけだな？　普通ならそんな契約書の価値など怪しいモノだが、支払いが商業ギルドであれば話は別だ。神殿を除けば最も信用が置ける組織だからな。更に、契約書となれば複製も偽造も不可能、安全性は神殿の折り紙付きというわけか」

「良い案です！　早速神殿と本部に新契約書発行の打診をしなければ！」

　どうやら受け入れてもらえたようだ。ハッサン支配人など、今にも席を立って走り出しそうな勢いだ。

　でも、もうちょっと待ってもらおう。

「えっと、それなら金額を何種類か作れないかな？　使うときに大きすぎる金額じゃ使いづらいでしょ？　硬貨みたいに組み合わせて使えたらいいかなと思って。契約書の大きさもちょっと小さめにできないかな？　これくらいの大きさで。そのほうが嵩かさ張ばらなくていいよね？」

　そう言って俺は両手の指で四角を作って見せる。丁度、前世の紙幣くらいの大きさだ。そういえば、前世の紙幣も正式には『日本銀行券』だったよな。今回の件も、言うなれば『商業ギルド券』の発行か。

「「……」」

　村長と支配人が俺を凝視したまま止まってる。いつぞやのイナゴキューブ（仮）の時みたいだ。またなんかやっちゃったかな？

「……ダンテス様、ご領地の子供は、皆このように聡さとい子ばかりなのでしょうか？　少々末恐ろしいですな」

「いや、この子は特別だ。いや、むしろ別格と言うべきか。俺も驚かされてばかりだ」

「安心しました。こんな子ばかりだと、いつ支配人の座を奪われるか分かりませんからな」

　なんでやねん。




　それからのやり取りはスムーズに運んだ。

　魔石の査定はともかく、『商業ギルド券』については多少時間がかかるだろうと思ってたら、翌日に顔を出したときには既に発行を開始していた。早っ！




　本部はこの街から馬車で四日ほどの距離の王都にあるのに、どうやって連絡を取ったのかと訊たずねたら『秘密です』とはぐらかされてしまった。電話みたいな魔道具でもあるんだろうか？

　そんなわけで、昼前に商業ギルドへ来て代金を受け取り、宿へ戻ったのだが……。

「大金貨二千二百六十枚に金貨四枚と大銀貨七枚か……とんでもない額だな」

「僕の小袋の分だけでも大金貨三十枚と金貨八枚だよ」

　結局、支払いは全て現金で貰えた。商業ギルド券が発行できることになったので大口取り引きはそれで行うことになり、現金に若干の余裕が出来たからだそうだ。キャッシュで日本円にして二十億をポンと出せるなんて、商業ギルドすげぇな。

　こちらとしてもそのほうがありがたいので文句はないのだが、問題はその重さと安全性だ。俺の小袋の分は問題ない。しかし村長のほうは大変だ。




　この世界の全ての貨幣は法と商売の神の神殿が製造しているそうで、その規格は高い精度で統一されている。大金貨は直径一スー弱、つまり約二・五センチといったところで、厚みは二ミリほどだ。純金ではないようで、重さは二十グラムちょっと。

　これが頑丈な革の巾着にぎっしり詰まっているのだが、この重さが尋常ではない。単純計算で約四十五キログラムだ。細身の成人女性ひとり分である。持ち歩くのも一苦労だ。

　更には、これだけの大金を持っていることが素性の良くない者にでも知られたら、間違いなく襲われる。保安の面で非常に問題があるのだ。宿屋に置いていても盗まれるかもしれないし、どうしたものやら。




「おっと、そうだ。今のうちにやってしまおう」

　村長がジャラジャラと金貨をテーブルに出し、枚数を数え始めた。結構な大きさの山になっていく金貨。

「ビート、これがお前の取り分だ。それで、ここから大金貨五枚をお前の買い取り金として引かせてもらう。全部で大金貨二百二十二枚だ。細かいのは端折はしょったぞ。ゾロ目で縁起がいいしな」

「村長、それって……」

　やばい、いきなりで心の準備ができてなかった。とうとうこの瞬間が来てしまった。

「ほら、何してる。服を脱いで背中を向けろ」

「う、うん、分かった！」

　俺たち奴隷には、主従の契約の証あかししである契約紋が体に刻まれている。これは本来であれば法と商売の神の神殿で刻まれるのであるが、奴隷の子供には生まれたときから刻まれている。どこに刻まれるかは人によって違うそうで、俺の場合は背中の真ん中の上のほう、首に近いあたりにある。

　そんな位置なので自分の契約紋は見たことがなかったりするのだが、父ちゃんの契約紋は右肩にあったので見せてもらったことがある。魔法陣的なモノと思ったら、直径五センチくらいの二重円の中に、印鑑でよく使われる篆てん書しょ体たいで『隷属』と書いてあった。

　なんでやねん、と突っ込んでしまった俺は悪くないと思う。

　俺が上半身裸になって背中を向けると、村長の掌てのひらが契約紋に当てられた。

「契約解除リリース」

　随分とあっさりしたセリフの後、背中の契約紋が一瞬熱を帯びる。俺には確認できないが、おそらく契約紋は消えていることだろう。つまり……。

「終わったぞ。今までご苦労だったな。これでお前も自由民だ」

　これで、とうとう、俺は奴隷ではなくなった！

　今日からはただの村人Ａだ！　『ようこそ、ここはボーダーセッツの街です！』アカン、ちょっと混乱してるわ！　落ち着け俺！

「村長……今までお世話になりました。ありがとうございました」

「ふっ、らしくないな。いつも通りでいいぞ。畏かしこまってるお前は気持ち悪い」

　ニヤリとニヒルな笑みを浮かべて、村長が茶々を入れてくる。




　くっ、ちょっとウルウル来てたのに、水を差されてしまった。というか、あんまり重く受け止めないようにという配慮かもしれない。俺もしんみりしたのは好きじゃないからいいんだけど。こういう気遣いができるというのは、やはり大人だな。俺も頭の中だけは大人のはずなんだがなぁ。

「むう、分かったよ村長」

「うむ、そのほうがお前らしい。それに、奴隷から解放したといっても、お前がうちの村出身であることは変わらん。オレの家族以外では初めての村人だな」

「そっか。うん、村民一号として頑張るよ！」

「よし、では村民として頑張ってもらうために、まずは冒険者登録をしないとな。早速行くか」

「っ!!　うん！」

　よっしゃあぁっ！　ついに来たでぇ！　苦節十年、待ちに待った冒険者ビート誕生の瞬間や！　十歳ですけどーっ!!













第三章　駆け出し冒険者編









第八話：俺、冒険者！







　冒険者ギルドボーダーセッツ支部は、俺たちが入ってきた西門のすぐそばにあった。街に着いたときは色々珍しくて目移りしていたから、それが冒険者ギルドだとは気付かなかった。

　建物自体の造りは商業ギルドと変わらない。違いと言えばこちらは二階建てで、その分というわけではないだろうが、敷地面積は広そうだ。表から見える建物の幅が、商業ギルドよりもやや広い。あちらは四十メートルくらいだったが、こちらは五十メートルくらいある。

　商業ギルドと変わらない観音開きのドアを村長が押し開けて先に入る。静かだった商業ギルドと違い、扉を開けたとたんにガヤガヤとした喧けん騒そうが漏れ出してくる。

「この空気は昔と変わらんな」

　懐かしそうな村長の呟つぶやきが聞こえた。




　中に入ると正面から左奥にかけてカウンターが五か所あり、そのうちの左奥の二か所は買い取りという札が立てられている。素材や魔石はあそこで買い取ってもらうのだろう。

　右側は、商業ギルドと同じようにテーブルとイスが何セットか設しつらえられており、やはり数組が腰かけて話している。俺たちが入ってきたときにチラリと一いち瞥べつしたのが四～五人、全く一瞥もしなかったのが二～三人、そしてニヤニヤと下品な笑いを浮かべて見続けている男が三人。こいつらはお約束要員だな。テンプレイベントのフラグが立ってるに違いない。きっと後で絡んでくる。

　左奥の壁は一面掲示板になっているようだ。いくつかの紙片がピンでとめられており、その前には数名が屯たむろっている。こっちの人たちは俺たちが入ってきたことにも気付いてないっぽい。

　村長は一番手近なカウンターに歩いていく。俺もそれについていく。

「冒険者の推薦と登録に来た。手続きを頼む」

　胸よりやや低い高さのカウンターに片肘をついて、受付の若い女性に村長が話しかける。

「はい、ではこちらの用紙に推薦者の名前とランク、こちらの用紙に登録者の名前と年齢、出身地を書いていただけますか？　文字が書けないようでしたら代筆も可能ですが」

　慣れた作業なのだろう、カウンターの下から紙を二枚、澱よどみなく出してくる。

「無用だ。ビート、お前はこっちだ」

「はーい」

　この国では識字率がそれほど高くはないのだろうが、俺は問題なく書ける。まんま日本語だしな。村長も問題ないようだ。

「おいおい、こんなガキを冒険者にしようってんじゃねぇだろうな？　ちっとばかし舐なめてんじゃねぇのかオッサン！」

　用紙に記入していると、さっきのこっちを見ていた男のうち、口の周りに髭ひげを生やした大柄な男が絡んできた……村長に。

　あれ？　俺じゃないの？　テンプレは？




「書けたよ」

「うむ、ではこれで頼む」

「はい、では手続き完了までの間に当ギルドの規約について説明させていただきます」

「おい」

「大体のことはオレが説明したんだがな。もしかしたら変わっているところもあるかもしれん。説明してもらうか」

「うん、分かった」

「おい！」

「ではまずギルドメンバーの義務についてですが……」

「おいこら、てめぇら！　何ガン無視してくれてんだこらぁっ!!」

　髭男がキレた。受付嬢と村長の間に割って入って、カウンターに手を叩たたきつける。結構硬い材質だったらしく、テーブルを叩いたときのような『バンッ！』という音ではなく、石の表面を叩いたときのような『ベチッ！』という音がした。締まらねぇな。

「はぁ……、オレに何か用か？」

　村長が心底面倒くさそうな様子で、ため息を吐つきながら対応する。

「用があるからここに来てんだよ！　てめぇ、舐めてんのか!?」

　顔を真っ赤にして精一杯の虚勢を張る髭男だが、残念ながら役者が違いすぎる。オスカー俳優と学芸会の幼稚園児以上の差があるように感じるのは俺だけではあるまい。この世界にはオスカーも幼稚園もないだろうけど。受付嬢も半笑いだ。彼女はさっきの用紙と村長のギルドタグを見ているから、村長が誰だか既に知っているもんな。

「そうか、なら手短に頼む。それほど暇じゃないのでな」

『昼間からギルドで駄だ弁べって新人登録の邪魔しに来てるお前たちと違ってな』という皮肉が込められてることに、こいつらは気付いてるんだろうか？　……ないだろうな。

「冒険者ってのはお子様がやっていけるほど甘い仕事じゃねぇんだ！　てめぇの星がいくつだか知らねぇが、ホイホイ推薦されちゃ俺らの沽こ券けんにかかわるっつってんだよ！」

　あれ？　意外に言ってることはまともっぽい。

　確かに、碌ろくに仕事もできないようなただの子供が冒険者をしてたら、冒険者全体が低く見られてしまう。そしてそれは、その後の冒険者への依頼の質が下がるということに繫つながりかねない。既存の冒険者にとっては死活問題だ。そういう意味では髭男の言い分にも一理ある。

「その程度のことが分からないとでも？　その上で問題ないと判断したから推薦しているのだがな」

　むう、結構俺のことを買ってくれているんだな。

　これでは下手なことはできない。する気もないけど。

　ここで話題になってる『ギルドへの推薦』というのは、大学の推薦入学のようなものだ。

　冒険者ギルドという組織は、登録してもすぐに冒険者になれるわけではない。しばらくは見習い期間があり、その間に仕事の仕方を覚えるのだ。この見習い期間はギルドの査定で問題なしとみなされるまで続くのだが、合格するまで平均で一年ほどかかるらしい。見習いの間はお使い程度の依頼しか受けられず、報酬も大した額は貰もらえない。はっきり言って子供の小遣い稼ぎ程度だ。しかし、実力がある者に一年間も雑用をさせておくことは人材の無駄遣いだ。それを回避するための推薦制度である。

　推薦された冒険者は見習い期間なしに、すぐ冒険者として活動できる。無論、誰でも推薦人になれるわけではない。ある程度の実績がある冒険者でなければ推薦人になれないのだ。その点では、俺は非常についている。村長の冒険者時代の実績は、十年以上経ってなお、尊敬の対象になるほどのものだったからだ。




　更に付け加えるなら、本来冒険者ギルドへの登録は十二歳にならないとできない。俺は今十歳だから本当なら登録できないのだが、推薦であれば特例として登録できるのだ。大学に飛び級で入るようなものだな。

「こんなガキが？　まだボケるには早すぎんじゃねぇか、オッサン？」

「「ゲハハハッ！」」

　髭男の挑発に重ねるように、脇にいる仲間の男ふたりが笑い声を上げる。スキンヘッドの大男とぼさぼさ頭のやや小太り男だ。ってか『ゲハハハ』なんて笑い声は初めて聞いたな。世の中色々な人がいるもんだ。

「ふむ、確かに見た目はただの子供だな。だが実力はオレの折り紙付きだ。なんなら試してみるか？」

「おいおい、本気かよ？　こんなガキが俺らの相手になるわけねぇじゃねぇか。てめぇらは大人しく登録料を俺たちに払って、黙って家に帰ればいいだけのことなんだよ！」

　あれ、結局はカツアゲ目的なのか。ちょっとはマシな奴らかと思ったんだけどな。まあ、そういうことなら遠慮はいらないか。村長に加勢しよう。

「え～っ、僕、弱い者いじめなんてしたくないよ。村長、こんな奴ら放っておこうよ」

「おい小僧、今なんつったよ？　あぁんっ!?」

「ガキでも聞き捨てなんねぇぞ、コラァッ!!」

　おお、見事に食いついた。髭男の額には血管が浮いてるし、脇のふたりも顔を真っ赤にしている。なんてお約束な奴らだ。しかし、念のためにもう少し煽あおっておこう。

「だって森の猪人オークより全然弱そうだし、狩っても魔石やお肉が取れるわけでもないからなぁ。お互い時間の無駄でしょ？　邪魔だから向こうに行っててよ」

「こ、このクソガキィ～っ!!」

　もう三人とも顔が真っ赤になっている。あまりの激げき昂こうで言葉も出ないようだ。ギリギリで武器を抜いてないことを褒めてあげてもいいかもしれない。




「まあ待て、ここで暴れると周りの迷惑になる。お嬢さん、ここにも訓練場はあったはずだな？」

　村長が話しかけると、ちょっと展開についていけてなかったのか、ぼーっとしていた受付嬢が動き出した。

「は、はい、待合の奥の通路から中庭を抜けてまっすぐ行くと訓練場があります！」

「ありがとう。ではオレたちはそちらに行く。登録手続きが終わったら呼びに来てくれ」

「その前にこっちが終わって戻ってくると思うけどね」

「なんだとこのガキ！　もう手加減しねぇからな！　大人の怖さを体に叩き込んでやる！」

　そんなわけで訓練場に行くことになった。一時はどうなるかと思ったけど、ちゃんとテンプレイベントが発生して一安心だ。なんか間違ってるような気もするけど気にしない。




　訓練場の中の様子を端的に表現すると、小さめの武道館だ。客席は訓練エリアの周りに前後三列しかない。そもそも観客を入れる施設ではないのだろう。その分訓練エリアは広く取ってあり、バレーコートが二面は軽く取れそうな広さがある。

　その訓練エリアでは、冒険者と思おぼしき男女が銘々に打ち合いをしていた。全部で十名だ。はっきりと三つの集団に分かれているので、それぞれがパーティーなんだろう。

「おらぁっ！」

「おっと」

　踏み固められた訓練エリアの土に足を踏み入れた途端、後ろからついてきていた髭男が斬りつけてきた。訓練用の木剣ではなく、自分の腰に吊つるしていた真剣だ。完全に殺すつもりで斬りつけてきてる。なかなかの外道っぷりだ。いっそ清すが々すがしくさえある。

　何か仕掛けてくるだろうことは予想していたので、俺は余裕をもって横に避よける。気配察知があれば、見えてなくても動きが分かるからな。……実際のところ、俺の一番のチートはこの気配察知かもしれん。

　村長は一番前を歩いていたので、既に訓練場の中にいる。そのまま腕を組んで距離を取ったところを見ると、手伝う気はないようだ。『ちょっと冷たくない？』なんて思ったりはしない。俺ひとりでも大丈夫と判断しただけなんだろう。実際、不意打ちを余裕で躱かわしてるしな。

「ふん！」

　なんてことを考えてたら、ハゲ男が髭男の左側から槍やりで突いてきた。思ったより鋭い。でもまだまだ予想の範囲内だ。見てから余裕でした。連続で繰り出される突きを左右に細かく動いて躱す。

　別にその場でスウェーやダッキングして躱してもいいんだけど、少し離れたところで小太り男が弓を構えてるからな。立ち止まって的になってやるつもりはない。時々全く見当違いのところへ矢を放ってるのは、牽けん制せいのつもりなんだろうか？




　こうして見ると、前衛の髭男、中衛のハゲ男、後衛の小太り男と、こいつら結構バランス取れてる。後は盾役タンクがいればばっちりなんだがな。連携は全然ダメダメだが。

「ほらほら、不意打ちまでしたのに掠かすってさえいないよ？　大人の怖さってそんなもの？」

「黙れクソガキィッ！」

　煽ってやると頭に血が上ったのか、髭男もハゲ男も大振りになって余計に当たらなくなった。滅茶苦茶に動くふたりが邪魔で、後衛の小太り男も矢を放てないでいる。

「くそう、ちょこまかと避よけやがって！」

「なんなんだ、このガキィ!?」

　ふっ。木剣だろうが真剣だろうが、当たらなければ同じことだ。『当たらなければどうということはない』というやつだな。

　大振りで疲れたのだろう、髭男とハゲ男の動きが大分鈍くなってきた。

　それから更に五分ほどマタドールよろしく躱しまくっていると、訓練場にいた他の冒険者たちがこちらの異様な状況に気付き集まってき始めた。不要に目立つのは良くないかもしれない。そろそろケリをつけるか。

「もう飽きたから終わらせるね」

「え？」

　俺は身体強化を使って一瞬でハゲ男の左後ろへ移動すると、延髄へ手刀を叩き込んで意識を刈り取る。ハゲ男はゆっくりと前のめりに倒れこむが、その顔は呆ほうけた表情で固まっている。自分が何をされたかも分かってないんだろうな。

　倒れこむハゲ男の下に潜り込むことで髭男の死角へと入りこんだ俺は、その低い姿勢のまま髭男の懐へと飛び込む。

「なっ!?　グエッ!!」

　突然目の前に現れた（ように見えた）俺に狼ろう狽ばいした髭男の、無防備な鳩尾みぞおちに左アッパーを叩き込む。髭男の両足が一瞬浮き、ハゲ男と同じように前のめりに倒れこんでいく。大抵の場合、ボディへの一撃は苦しいだけで気を失うことはできない。髭男の目には、ゆっくり近づいてくる訓練場の土が見えていることだろう。

　が、俺はこの程度では許してやらない。崩れ落ちる髭男を下から担ぎ上げると、そのまま小太り男へ向かって突っ込む。人間の盾作戦だな、文字通りの。

　小太り男は避よけようとしているが、少々動きが遅い。たまにいる『素早いデブ』ではないようだ。だから武器が弓なんだろう。

「それっ！」

　シンプルに、髭男を小太り男に投げつける。避よけきれなかった小太り男は髭男と一緒に五メートルほど転がり、訓練場の壁に叩きつけられて止まった。ふたりとも気を失ったようだ。

「ごめん村長、ちょっと時間かかっちゃった。もうそろそろ手続き終わってるんじゃないかな？」

「そうだな、では戻るか」

　めんどくさいので、三バカトリオ（今勝手に命名した）は放っておいて戻ることにした。見物の冒険者たちが信じられないものを見たような目で俺たちを見てたけど、それも無視。ちょっと照れてるのは秘密だ。




　受付に戻ったが、まだ手続きは終わってなかった。何事もなかったかのように戻ってきた俺たちを見た受付嬢も何かを感じ取ったのか、何事もなかったかのようにギルドの規約を説明し始めた。さすがは冒険者ギルドの受付、順応力が高い。

　口調も俺に対する説明ってことで、砕けたものになっている。

「あたしはミーシャ。よろしくね。じゃあ早速だけどギルドについての説明をさせてもらうわね」

　ミーシャさんはちょっと小柄な、二十代前半と思しきショートカットの美人さんだ。やはり受付は美人が担当するんだな。そして胸は大きい。おそらくＤ以下ということはあるまい。俺はオッパイ星人ではないので、そこに魅力は感じないが。

「まず冒険者ギルド運営の資金だけど、これには税金が使われているの。つまり国営ってことね」

　なんですとぉっ!?　国営!?　冒険者って公務員なの!?

「えっ!?　独立組織じゃないの？」

　テンプレファンタジーでは『冒険者ギルドは国に属さない国際的機関で、その規模と潜在的保有戦力から大国と言えども無視できない一大勢力』ってのがお決まりなのに。

「随分と難しい言葉を知ってるのね。でも冒険者ギルドは国営企業なのよ」

　それから詳しい話を聞いて納得した。

　そもそも冒険者ギルドというのは、国や貴族が治安維持のために狩人や辺境の村人を臨時に雇ったのが始まりだそうだ。




　当時は外国との大きな戦争があり、兵士はそちらに駆り出されてしまっていたため、国内の治安を守る兵力が絶対的に足りなかったらしい。そのため盗賊や強盗などの凶悪犯罪が横行し、治安は相当悪かったそうだ。

　更には、魔物の脅威もすぐ身近にある。これに対処するために狩人や腕に覚えのある辺境の村人等を雇い、盗賊や魔物の討伐をさせたのだそうだ。その人たちを兵士にしてしまえばいいと思わないではないが、そうすると働き手がいなくなって産業が衰退してしまうため、あくまでも一時雇いとするしかなかったのだという。

　その試みが予想以上に成果を上げたため、停戦後もその仕組みは維持されたのだそうだ。何しろ、盗賊が根城にする森や山は狩人や辺境の村人にとっては庭のようなものだ。逃げおおせられるものではない。

　加えて、狩人たちは一時雇いであったため、兵力としての維持費がとても安かった。何もしなくても保持するだけで金を食うのが軍隊だが、彼らは必要なときに必要な人数だけ雇うので、維持費がほとんど掛からなかった。戦後の復興に莫ばく大だいな費用が必要な国にとっては渡りに船ということで、正式に冒険者ギルドとしての体裁を整えるまで、さして時間はかからなかったという。

　また、別の面からも国営である必要があった。それは情報統制だ。

　冒険者は依頼を受けて各地へと向かう。それは言い換えれば、国内各地の事情を知ることができるということだ。その中には、決して他国に知られてはならない情報もあるだろう。そんな重要機密を持つ冒険者が自由に国外に出ていくなど、決してあってはならないことだ。国が管理するには十分すぎる理由だ。

「でも行動の自由がないわけじゃないの。ギルドタグがあれば、国内なら王族と貴族の私有地以外はどこにでも行けるし、各都市間を結ぶ駅馬車の利用も無料よ」

　なるほど、移動に便宜を図ることで依頼をこなしやすくしているんだな。そして私有地には見られたら困る機密がありますよ、と。近寄らないほうがいいと暗に警告してくれてるわけだ。

「じゃあ次は報酬と税金の話ね」

　この辺は村長に聞いてたことと同じだった。




　要は、掲示板の依頼を受けてそれをこなせば報酬が得られるってことだ。テンプレファンタジーと同じだな。

　そして冒険者になるとギルドにお金を預けられるようになる。というか、口座を作らされる。報酬はその口座に振り込まれ、一部は引き落とせない『税金枠』にストックされる。年末になるとそこから税金が徴収され、翌年にはまたストックされていくというわけだ。さすがは国営、ちゃっかりしてまんな。

　税金枠のストックが足りなかった場合は翌年に引き継がれるのだが、不足額が大金貨三枚以上になると奴隷落ちになる。怖えな、気を付けよう。

「じゃあ、最後に冒険者のランク制についてね」

　これも村長に聞いていた通りだ。

　冒険者ギルドに加入すると貰えるギルドタグには、名前以外にランクを表示する欄が三か所ある。『調達』『討伐』『護衛』に分けられたランクは、それぞれに関連する依頼を一定数成功させると上がっていく。




　たとえば、ゴブリンの集落を殲せん滅めつする依頼を成功させると討伐のポイントが溜たまり、商人を護送する依頼をクリアすれば護衛のポイントが溜まるという具合だ。

　どの分類にも当てはまらない依頼の場合は、ギルドの裁量でポイントが割り振られるということだった。過去の事例では『男手が足りないから畑を耕すのを手伝ってほしい』という依頼があり、これのポイントは調達に加算されたそうだ。

　ランクは星の数で表される。テンプレファンタジーだとアルファベットだったりするんだが、あれもよく考えたらおかしな話だ。『異世界で文字も言語も違うのにアルファベットってどういうこと？　更に最高ランクがＳって、それ『ＳＰＥＣＩＡＬ』か『ＳＵＰＥＲ』のＳだよね？　異世界でもその単語があるんだ？』などと、今にして思うとツッコミ待ちとしか思えない。

　ちょっと脱線してしまった。そのランクだが、ランクごとに無星から始まって七つ星が最高だそうだ。トータルでは最高二十一個だな。ランクが星の数なのは、識字率があまり高くないためだそうだ。どんなに無学でも、ひとケタの数くらいは数えられるだろうしな。

　そして、ここからがテンプレファンタジーとは違うところだ。なんと、ランクが上がって星の数が増えると貴族位が与えられるのだ！　さすがは親方日の丸（公務員）！　いや日の丸じゃねぇよ！　と、自分で突っ込んでみる。

　トータルの星の数が十二個になると準男爵、十五個で男爵、二十一個で子爵の位が与えられるのだ。実際、過去三十年で準男爵六名と男爵二名が誕生しているそうだ。残念ながら、子爵になった者はギルド設立以来ひとりもいないらしい。

　ちなみに、ここボーダーセッツを治めているのは伯爵である。

　この貴族になれるというシステムは、いろんな面で良いと思う。

　まず冒険者からすると、一定額が年金として与えられるので生活が楽になる。引退後の生活にも不安がない。また、男爵になれば爵位を子供に引き継ぐことができるので、子供の生活もある程度保障される。

　一方、国としても優秀な冒険者が国外へ流出するのを抑えることができる。貴族の位を蹴ってまで他国に亡命しようとする者はそうそういないだろう。いるとすれば犯罪者、いや、貴族だから反逆者くらいか。

「こんなところかな？　何か聞きたいことはある？」

「奴隷でも冒険者登録できる？」

「できるわよ。というか、冒険者所有の奴隷には、できるだけ登録をしてもらってるわ。税金を誤魔化されないようにね」

　ミーシャさんが、ちょっとお道ど化けた感じで答えてくれた。なるほど、さすがは国営。裏にはマルサみたいな組織もありそうだ。




　丁度話に区切りがついたところで、事務担当らしき中年女性が俺の冒険者登録が終わったことを知らせてくれた。そしてその手に持ったものをミーシャさんに渡し、更にそれが俺の前に差し出される。

「お待たせ。これで今日から冒険者よ。頑張ってね」

　銀色に輝くギルドタグがそこにあった。大きさは免許証くらいで、隅に紐ひもを通すための穴がひとつ開いている。

　よっしゃあーっ！　とうとう冒険者になったでぇーっ！





　　　　　　　　◇






　村長は大金貨を二百枚ほど残して手持ちのお金を預け、俺たちは冒険者ギルドを後にした。現金の入った革袋を渡したときのギルド職員の驚きっぷりは中々のものだった。

「さて、では今日のうちにもうひとつの用事も済ませてしまうか」

　そう言って村長が中央広場へ向かって歩き出す。

「もうひとつの用事って？」

「奴隷だ」

　そういえばそうだった。手っ取り早く村民を増やすために、奴隷を購入するのが今回の旅の主目的だった。

　転生してからこっち、つい数時間前まで俺も奴隷だったわけだが、実のところ、奴隷に対する忌避感というのはほとんどない。それはひとえに村長の人柄によるものだろう。村長は奴隷を冷遇も虐待もしなかったし、過酷な労働もほとんどなかった。

　魔物への対応や自然の災害等、開拓村では避けられないことだけだった。俺などは『こんなに好き勝手してていいの？』と思うほど自由にさせてもらっていた。まあ、子供だったからなんだけど。

「お前も買っておくといいかもしれん。ひとりで冒険は厳しいぞ」

　村長に購入を勧められた。確かに、魔物や盗賊がいるこの世界でひとりで野営とか、寝ることもできない。それに、俺が魔法使いであることはなるべく秘密にしたい。信用できる仲間なんてそうそうできないだろうし、ある程度のことを強要できる奴隷という存在はうってつけかもしれない。

「それに、子供と侮って利用しようとする者がいないとも限らん。今はオレがいるからいいが、今後のことを考えると大人がそばにいたほうがいい」

　なるほど、それはそうだ。中身はオッサンでも、見た目は完全に子供だ。簡単に騙だまされるつもりはないが、避けられるイザコザなら避けたほうがいい。抑止力としてもいたほうがいいってことだな。

「うん、分かった。でも、いい人がいたらね」

　買わない理由がなくなったな。





　　　　　　　　◇






「申し訳ございません、成人男性の奴隷は全く残っておりませんでして……」

　奴隷商に入って要望を伝えたら、即答でこの返事だった。いきなり躓つまずいてしまった格好だ。

「先日大口の取り引きがありまして、成人男性はもちろん、戦闘のできる成人女性も全てそちらへ回してしまったもので。こういう商売ですので、次回入荷の予定も立っておりません。まことに申しわけありません」

　奴隷商のちょび髭やせぎす中年男性は、深く腰を折って謝罪を述べた。よく見ると普通の顔なのに、着ている黒いジャケットとちょび髭のせいでものすごく怪しく見える。

　その大口の取り引きというのは、おそらく商業ギルドで聞いた戦争関連だろう。購入したのが国か商業ギルドかは知らないけど。

　命の危険がある戦場へ行きたがる一般人はそういないだろうから、代わりに奴隷を送り込むというところか。まるで物のような扱いに少々むかつくが、本来奴隷というのはそういう扱いなのだろう。俺はかなり運が良かった。村長に感謝だな。

「そうか、それなら仕方ない。護衛はギルドに頼むか。では子供を男女合わせて十人ほど頼む。見せてもらえるか？」

「畏かしこまりました。準備させますので少々こちらでお待ちください」

　そう言って俺たちは応接室らしき部屋へ案内され、奴隷商はいずこかへ消えていった。

　部屋は商業ギルドの応接室と大差ない造りだ。ただし、窓に掛かっているカーテンが臙えん脂じ色で床は黒い石張りと、やや重い雰囲気だ。重厚さを演出しようという意図だろうが、気分まで重くなってくる。関西人気質が抜けない俺としては、こういうのはどうにも落ち着かない。重いんはアカンねん。

　耐えきれなくなって、村長に話しかける。

「子供買うの？」

「ん？　ああ、そうだ。お前がいなくなるしな。それにうちの村は子供が少なすぎる。将来を考えると十人でも足りないくらいだ。しかし一度に増やしても受け入れ態勢が整ってないからな。今回は十人程度で様子見だ」

　なるほど。中長期的に考えてのことか。即戦力にはならないだろうけど、それは年月が解決する問題だ。

「ノランってどこ？」

「……お前も気付いたか。やはり戦争が始まるんだろうな。ノランは王都より更に北、大陸の中央北部の国だ。リュート海という内海を挟んでるんだが、度々海を越えてこちらへ略奪に来るんだ」

　中世北欧のバイキングみたいなものか？　度重なる略奪に業を煮やしたイングランドが逆襲を仕掛けるってところか。

「お待たせ致しました。用意ができましたのでこちらへお願い致します」

　そこまで話したところで奴隷商が戻ってきて言った。

「分かった。ビート、お前も一緒に選べ」

「え、僕も？」

「ああ、お前が視みて意見してくれ」

　気配察知で状態を調べてほしいってことか。弱ってると気配も弱く視えるからな。そのくらいはお安いご用だ。

　この街に来る道中の旅で確信を得たのだが、やはりこの気配察知は魔力を感知しているようだ。村長が身体強化を得る前と得た後では、纏まとっているオーラの強さが桁違いに見えた。質は変わっていない。例えるなら、扇風機の強弱の違いだろうか。

　また、大森林の魔物に比べて北大森林の魔物の気配が小さいことも裏付けになった。弱い魔物は纏っているオーラも弱いのだ。大森林の魔物のオーラにも強弱はあったが、ほとんど一撃で倒していたので関連性に気付けなかった。色々体験しないと気付けないこともあるってことだな。




　俺と村長は廊下を少し歩き、重厚な鍵付きの鉄扉をくぐった先へ通された。そこは二十畳ほどもありそうなかなり広い部屋だったが、調度品が全くなかった。壁は石造りで、天井近くに鉄格子付きの小さな窓が数か所あるだけだ。入ってきた扉の反対側に、やはり鍵付きの鉄扉がある。ここは品定めをするための部屋で、あの扉の先が奴隷の居住区なんだろう。

　そして、この部屋の中には男女合わせて二十名ほどの子供が並んで待機していた。年齢は五歳くらいから十歳くらいまでで、女の子が少し多い。多くは怯おびえているようだが、何人かはこちらを睨にらんでいる。不安の表れなんだろうが、あまり好意的ではないようだ。彼ら彼女らにしてみれば、見ず知らずの人に見ず知らずの土地へ連れていかれるわけだから、当然と言えば当然か。

　皆、想像してたよりも小こ綺ぎ麗れいにしている。商品だから粗末には扱ってないんだろう。服は皆揃そろいの白い貫かん頭とう衣いだ。ただし皆同じサイズのものを着ているらしく、小さな子は足首まであるが、大きな子は膝上のミニになっている。女の子が多いのでちょっと目のやり場に困る。いやロリじゃない。ちゃうねん。僕、十歳。

「如何いかがでございましょう？　当店では衛生管理に注力しておりまして……」

「どうだビート？」

「えーっとねぇ……あの子とあの子、それとその子はちょっと弱ってるみたい」

　俺と同じくらいの歳の男の子ふたりと、ちょっと年上の女の子ひとりだ。衰弱というほどじゃないが、かなりオーラが弱い。みれば、立っているだけなのにフラフラと体が揺れている。顔も赤いし、熱でもあるんじゃなかろうか？

「そうか、村は遠いからな。弱ってる者を連れていくのは酷だ。その子たちは外してもらおう」

「な!?　そんなはずは……た、確かに少々熱があるようです。おい！」

　確認を取った奴隷商が声を掛けると、それまで扉の前に控えていた従業員らしき男ふたりが弱っている子供たちを奥の扉の向こうへ連れていこうとする。

「大丈夫だとは思うけど、他の子たちとは別の部屋に分けたほうがいいと思うよ。感染するといけないから」

　奴隷商と男たちが一瞬ギョッとした顔になる。ひとりやふたりならともかく、三人が熱出してるなら感染性の病気ってことは十分考えられる。その辺の医療知識ってのはないのかね？　過去からの経験とかで普通に分かりそうなものだけど。

「ヤバそうか？」

「いや、多分ただの風邪だと思うよ？　季節の変わり目だし。粥かゆと酸っぱい果物を食べて寝てれば治るよ。弱ってなければ大人なら感染することもないんじゃないかな？」

　心配そうな村長の問いかけに答える。そろそろ夜は肌寒くなってきたしな。どうやらあまり換気が良くないようだし日の光も浴びてないようだから、体調を崩すのも無理はない。

　奴隷商たちも、多少の疑念は抱きつつも安心したようだ。




　それより……。

「ねぇ？」

「は、はい、ナんでしょうか!?」

　奴隷商に話しかけると、裏返り気味の声で返答してきた。ちょっとキモイ。そんなつもりは全然なかったんだけど、粗を探すようなことになってしまったから、ちょっとばかり気まずいんだろう。

「その扉の奥にいるのは皆奴隷？」

「は、はい、左様でございます」

「じゃあさ、一番奥の右側にいる人も連れてきてくれない？」

　俺の要望を聞いた奴隷商の顔に、今度ははっきり驚きょう愕がくと警戒の表情が浮かぶ。

「な、なぜそれを……」

「うーん、説明はできないけど、気になるんだよね」

「どういうことだ？　ビート」

　訊たずねてきた村長に顔を寄せるように手招きし、耳元に小声で答える。

「（あの奥にいる人、勘違いならいいんだけど、もしかしたら知ってる人かもしれない）」

「（本当か？　しかし知り合いといっても、村に来た者は限られてるぞ？）」

「（うん、だから気になって）」

　そう、奥から感じる気配には心当たりがある。でも気配察知で個人の判断ができるようになったのは割と最近だから、勘違いということもあり得る。

「確かに、奥にひとり、少々訳アリの奴隷がおります。しかし、成人間近の女性でして、戦闘向きでもございません。ですので今回はお見せしなかったのですが……ご覧になりますか？」

　成人間近ということは十四歳か。働くのは十二歳からできるけど、大人として扱われるのは十五歳からだからな。

　奴隷商は先ほどまでの失態を取り繕うためか、かなり下手に出た感じで答えてきた。意外に小心者で善良なようだ。見た目は胡う散さん臭いのに。

「うん、お願い」




　そして連れてこられたのは、金髪ロングの美少女だった。

　って、やっぱり!?

「クリステラさん!?　なんで!?」

「ビート君!?　ダンテス様!?」

　連れてこられたのは、ジャスミンの友達のクリステラさんだった！　でも、王都の学園に通ってるはずの彼女がなんで奴隷に!?

「おや、お知り合いでしたか。一応説明致しますと、彼女は元貴族、侯爵令嬢にございます。かつては第二王子殿下の婚約者でしたが、故あって婚約は破棄、侯爵家より絶縁され、奴隷に身を落とした次第でございます」

「うわぁあぁん！」

　顔を覆って泣き声を上げるクリステラさん。ってか、クリステラさんが婚約破棄令嬢!?

　まさかここ、乙ゲー世界だったの!?




「王立学園の卒業パーティー、第二王子殿下の挨拶の時でしたわ」

　泣き止んだクリステラさんが鼻を啜すすりながら語り出した。誰も催促はしてないんだけど、何か溜まってるモノがあったんだろう。余計なツッコミは入れずに聞くことにした。村長と奴隷商も空気を読んで、そのまま話させるようだ。大人だな。















「冒頭に突然婚約破棄を宣言されました。理由は品位が足りない、ふさわしくないということでしたわ。それから身に覚えのない級友達に対するいやがらせや、ふ、不貞の罪を挙げられて……わたくしは冤えん罪ざいだと、潔白だと懸命に主張したのですけれど、受け入れてはもらえませんでした。お父様は『我が家の恥だ、お前とは絶縁する！　それだけでは王家に顔向けできん、罰としてお前を奴隷に落とす！』と仰おっしゃって、わたくしをこの奴隷商に売ってしまわれました……」

　そこまで話すと、また涙を流しながら俯いてしまった。まあ、どこかで聞いたことのある展開だ。御家取り潰つぶしになってないだけマシ？

「ちょっと聞いていい？」

「ぐすっ、何でしょう？」

「その王子様は平民とか下級貴族の娘に入れあげてなかった？」

「な、なぜそのことを!?」

　涙を溜めたままで目を大きく見開き、クリステラさんが俺を見つめる。マジか。マジで乙ゲーですか。見た感じ、悪役令嬢には見えないんだけどな。しかもメインルート終わっちゃってるし。

「えっと、よくあるお話かなって。大おお店だなの若旦那が悪女に誑たぶらかされるとかさ。ジンジャーさんとビンセントさんが話してたよ」

　申し訳ないが、ふたりには誤魔化すための人身御供になってもらおう。まぁ、実際にそんな話をしてたんだけど。情報収集のために聞き耳立ててたら、そんな会話が聞こえてきたんだよね。バカな男と悪い女、あるいはその逆ってのは、どこの世界でも変わらないもんなんだな。

「子供の前で何を話してるんだ、あのふたりは……だが、確かによくある話だな。実際に当事者と会ったのは初めてだが」

「はい、私共もそう思いまして、このまま王都で売れば最悪、買われたあと口封じされるのではないかと思い、この交易都市まで連れてきたのでございます」

　おや？　この奴隷商、思ってた以上に善人らしい。こんな商売してると感情なんか麻ま痺ひしちゃいそうなもんだけどな。……瘦せてるのって、ひょっとして胃を悪くしてるからか？　向いてないんじゃないの、この仕事？

「ただ、実のところ少々扱いあぐねているというのが本音でして。下手な相手には売れませんし、戦闘向きではございませんが一応魔法が使えるので、お値段も少々上げざるを得ませんし……見目は麗しいので、大店の旦那の性奴隷くらいしかないかと考えておりました」

「ふぐうぅ……」

　また泣き崩れてしまった。俺とは真逆の転落人生だ。絶望しかない未来を想像すれば、そりゃ泣きたくもなるか。

「ちなみに、彼女はどんな魔法が使えるの？」

「彼女の魔法は属性魔法ではございませんで、固有魔法に分類される『天てん秤びん』と呼ばれる魔法にございます」

「僕、魔法ってよく知らないんだけど、どんなのか教えてくれる？」

「はい、私が知っていることでよろしければ」




　魔法には大きく分けて『属性魔法』と『固有魔法』があるそうだ。

　属性魔法は火や水、土や風といった自然現象を操る魔法で、魔法使いのほとんどがこの属性魔法を使うそうだ。最も多いのが土属性の魔法使いで、次いで水魔法、火魔法、風魔法と続く。雷や光、闇の魔法使いは聞いたことがないそうだ。

　固有魔法というのは属性魔法以外の魔法全てで、俺の平面魔法もこれに当たるようだ。知られている魔法だと『読心』や『魅了』といった魔法があるらしい。

　それ、めっちゃヤバいヤツやん！

　この固有魔法だが、とても使える魔法と全く使えない魔法の両極端の傾向があるようだ。読心や魅了、俺の平面魔法は使える魔法だな。

　いや、俺の平面魔法は超使える魔法だ。

　そして、彼女の天秤は使えない魔法として認識されているようだ。その効果は『物の長さや重さが分かる』というもの。

「確かに便利ではあるのですが、それは天秤や定規があれば誰でも分かることですので。ふたつの物を比較してどちらがどのくらい重い、長いかも分かるらしいですが、それも天秤や定規があれば分かることですし」

　ん？　んん？　比較とな？　それってもしかして？

「それで、このお姉さんは売るとしたらいくら？」

「そうですね……魔法使いで元貴族、見目も麗しいとなりますと、相場としては大金貨二十五枚というところですか」

「買った」

「高いとは存じておりますが、魔法が有用ではない点で多少お値引きしても……え？」

「うん、だから僕が買うよ」

「ほ、本当でございますか？」

「えっ、ビート君がわたくしをお買いになりますの？　でもビート君は奴隷だったのでは？」

「ああ、お金貯ためて解放されたんだよ。もう平民で冒険者なんだよ？」

　奴隷商とクリステラさんが揃って俺を見つめてる。村長は『貯めてたのは金じゃなかったがな』と呟いている。まぁ、それは気にしない方向でお願いします。

　大金貨二十五枚は結構な額だが、払えないほどじゃない。むしろ、魔法が使える美人の元貴族令嬢なんて、プレミア中のプレミアものだ。その程度で買えるなら安い安い。厄介事を招き寄せるかもだけど、昔の人もこう言ってる。『男なら限定品は買え』『買わずに後悔するより、買って後悔するほうがマシ』と！

「いいのか？　面倒なことに巻き込まれるかもしれんぞ？　冒険にも向いてないだろうし」

　村長が心配そうに尋ねてくるが、もう俺の心は決まっている。

「うん、いいんだ。これも何かの縁かなって。冒険のほうは僕も素人だけど、ふたりで勉強していけばいいんだし」

「そうか、同情だけではないようだな。お前がそう言うのならオレが言うことはない」

　村長も納得してくれたようだ。俺に対する妙な信頼感の高さは気になるところだが。

「あ、手数料とかはサービスしてね」

　奴隷商に向かってお願いする。値切れるとこは値切りまっせ！




　その後、村長も奴隷を男の子五人、女の子を六人の計十一人選んで購入した。最初は十人だったが、女の子のひとりが妹も一緒にと願い出たので十一人になった。金額は全部で大金貨五十五枚。子供の奴隷は大金貨五枚が相場なので、特に付加価値のある奴隷はいなかったようだ。

　奴隷契約は、俺はひとりだけだったのですぐに終わったが、村長は十一人なので少々時間がかかった。手順としては奴隷商が契約紋に『変更モディファイ』を唱え、次に村長が『契約コントラクト』を唱えるだけなのだが、発動までのラグが多少あるために時間がかかってしまったのだ。

　しかし、なんで魔法は英語なのか。創造主メーカーに説明責任を果たしてもらいたいところだ。




　村長が契約している間に、奴隷商から契約紋に働く強制力について教わった。契約紋には三つの強制力が働いているそうだ。

　ひとつ目が『主人の命令に従う』。至極当然だな。言うこと聞かない奴隷って、何のためにいるのって話だ。

　ふたつ目は『主人に危害を加えてはならない。また、主人に危害が加えられることを看過してはならない』。この危害というのは苦痛を感じること全般で、肉体的、精神的なことはもちろん、経済的なことも含まれるそうだ。

　三つ目は『自分自身を守らなければならない。また、自らに危害が加えられることを看過してはならない』だ。奴隷になったことを悲観して自殺してはいけないということだろう。主人の財産を害することにもなるしな。

　この三つの強制力に歯向かうと、法と商売の神の神罰が下るらしい。契約書の話の時に言ってた、死ぬほどの苦痛ってやつだな。

　てか、これってロボット三原則じゃね？　順番は違うかもだけど。アシモフ先生は異世界にまで影響力があるのか。すげえな。

　ってか、俺にも有効だったはずなんだが、何も起こらなかったな。実はそれほど強い制約じゃないのか？




「ではビート、ここでお別れだ」

「え？」

　奴隷商館を出たところで村長が別れを告げてきた。

「オレはこいつらと別の宿へ移る。子供ばかりで泊まらせるわけにもいかんからな。今の宿はあと五日ほど前払いしてある。お前たちはそのまま泊まっていけ」

「……うん、分かった。ありがとう村長。じゃあ、またね」

　少々寂しくはあるが、自分で選んだことだ。それに今生の別れというわけでもない。生きていれば、また会うことはできる。

「うむ、ではまたな」

　子供たちを引き連れて街の中央方面に行く村長を見送ると、俺の隣にはクリステラさんだけが残った。

「大変だったね、クリステラさん」

「奴隷にさん付けはいけませんわ。敬語もいけません。わたくしのことはクリステラと呼び捨てにしてくださいまし、ご主人様」

「ぐはぁっ！」

　来たよ！　リアル『ご主人様』！

　これは気恥ずかしい！　精神的なダメージがデカすぎる。メイドカフェに通う奴らはよく耐えられるな！　村長が『ご主人様』と呼ばせなかった理由が今理解できた。村長、あなたは正しかった！

「あ、あの、どうかなさいまして？　わたくし、何かお気に障ることでも？」

　俺が悶もん絶ぜつしていると、クリステラさん、いや、クリステラが心配そうにのぞき込んできた。

　気遣いもできるいい子みたいだ。ちょっと話し方はアレだけど。

「ぼ、僕のこと『ご主人様』って呼ぶの禁止ね」

　こういうのを『息も絶え絶え』というのだろう。なんとかクリステラに初命令を伝える。

「わ、分かりましたわ。でも、それでしたら何とお呼びしたらよろしいのかしら？」

「ん～、今まで通り『ビート君』でいいよ？」

「いえ、それはなりませんわ。わたくし、けじめはきっちり付けなければ納得できない質たちですの。そうですわね……でしたら月並みですが『ビート様』とお呼びしますわ！」

「あ～、うん、じゃあそれで」

　結構メンドクサイ性格だったようだ。それにしても……。

「なんか、元気になったね？」

　さっきまではこの世の終わりみたいな顔して、バックにおどろ縄が見えそうなくらいだったのに。

「それはそうですわ。お恥ずかしい話ですけれど、つい先ほどまで、いつ下げ種すに買われて純潔を散らされるかと怯えておりましたの。それが知り合いに買っていただけて、昔から少し憧れていた冒険者にもなれるというんですもの。小さくても希望があれば、生きる気力も湧いてくるというものですわ！」

　こっちが素か？　なんか妙にテンション高い。暗いよりはいいけど、さっきまでのほうがお嬢様っぽかったな。

　でも純潔ってことは、王子様のお手付きにはなってなかったんだ。身持ちの堅いところはお嬢様っぽいか？

「そ、そう。なら冒険者に登録するのは問題ないんだね？」

「もちろんですわ！　むしろ願ったり叶かなったりですわ！」

　両の拳を握りしめて力説してくれるけど、なんか疲れる。でもまあ、前向きみたいだし、いいか。

「うん、じゃあ、これからよろしくね、クリステラ」

「はい、ビート様！　よろしくお願い致しますわ！」

　右手を出して、クリステラと握手をする。小さくて柔らかい、女の子らしい手だった。

　こんな感じで、初めての仲間ができた。これから始まる冒険の旅の仲間が。





　　　　　　　　◇






　冒険者ギルドに向かう道すがら、必要なものを買い揃えることにした。なにしろ俺は普段着にサンダル、クリステラに至っては貫頭衣に裸足はだしだ。

　どこをどう見ても冒険者には見えない。道行く人々も『なんなのこのふたり？』という訝いぶかしげな視線を送ってくる。たしかに『平民の子供と奴隷』という組み合わせは、普通ではあり得ないだろう。目立つことこの上ない。

　幸い、奴隷商の館やかたから冒険者ギルドへ向かう間に各種の店があり、ひと通り揃えられそうだ。さすがは交易都市。

　買ったものは、まずクリステラの衣類（下着含む）数着と革のブーツにジャケットと手袋だ。ブーツとジャケット、手袋は魔物素材だそうで、色は黒でスエードのような質感だ。軽い割に丈夫ということで人気の商品らしい。ひと揃えを着ると乗馬服のような印象だ。

　お嬢様らしくていい。元だが。

　武器は、少しだけ使ったことがあるというので細剣にした。お嬢様っぽいし、なかなか似合ってる。

　乗馬服なら打だ鞭べんも似合うとは思ったが、武器にはならなそうなので諦めた。そっち系の趣味もないし。そっちってどっち？　えっち。

　その他の盾や防具は、動きづらいというので買わなかった。革のジャケットでも十分な防御力があるみたいだし、問題ないだろう。

　俺も革のジャケットとブーツを買った。ただし俺のほうは袖なしのジャケットで、ブーツもくるぶしまでのショートブーツだ。色は茶色。他の防具は買わなかった。俺の暗殺者スタイルには、盾や防具は邪魔なだけだからな。

　武器もはっきり言うと必要なかったのだが、何も持ってないのも問題ということで剣けん鉈なたを買った。

　剣鉈というのはあまり一般には知られていないと思うが、山歩きには便利な道具だ。簡単に言うと『大振りで肉厚なナイフに鉈なたの柄が付いたもの』だ。鉈と同じように藪やぶ漕こぎに使うこともできるし、肉や魚を捌さばくこともできる。一本持ってるとアウトドアも快適だ。

　あれ？　武器じゃねぇな。

　そして冒険者必携と言われている大きなリュックをふたつ買って、それぞれの荷物を入れた。物が沢山入る魔道具が欲しいと思ったのだが、この世界には空間魔法はないらしく、マジックバッグもアイテムボックスも存在しないようだった。クリステラだけでなく、武具店の店員も知らなかったから間違いないだろう。こういうところでテンプレを外してくるあたり、この世界は気が利かない。

　……マジでテンプレファンタジーじゃなくて乙ゲー世界なのか？

　でも、もしそうだとしても、俺が攻略対象なんてことはないとは思うが。『元奴隷で転生者で十歳の冒険者』が攻略対象なんて、ちょっと斬新すぎる。それなんてバカゲー？

「申し訳ありません、こんなに色々買っていただいて……」

「いいのいいの、必要なものだからね」

　クリステラが恐縮したように礼を言ってくるが、仕事の環境を整えるのは雇用主の義務だからな。必要経費は惜しんじゃ駄目だ。




　もう大分陽も傾いて、夕方近い時間だ。冒険者ギルドに着くと、中は多くの人でごった返していた。仕事を終えて報告に来た人たちだろうか。カウンターにも行列が出来ている。関西人気質な俺はこういう行列に並ぶのは苦痛だったが、今回は仕方ないので、げんなりしながら素直に並んで待つことにした。かなわんわぁ。

　しばらく待っていると、受付をしていたミーシャさんと目が合った。すると、受付を他の職員に頼んで俺のほうに向かってきた。何かあったかな？

「ビート君、ダンテス様は一緒じゃないの？」

「うん、別行動なんだ。何か用事？」

「そうなの。領主様が盗賊の件で、ダンテス様にお話があるんだって。どこにおいでか分かる？」

　ふむ、何か問題でもあったんだろうか？　ちょっと気配察知で探してみるか。街のような人が多い場所では個人の識別は難しいのだが、村長くらい付き合いの長い人なら話は別だ。案の定、さして苦労もなく気配が見つかった。というか、すぐ近くだ。

「えっと、多分もうすぐギルドに来ると思うよ」

「そう、なら丁度よかったわ」

　そう言ってる間に村長が入ってきた。続いて奴隷たちも入ってくる。それを見つけてすぐにミーシャさんが向かう。

「お待ちしておりました、ダンテス様。捕らえた盗賊の件で領主様からお話があるそうです。明日の朝迎えが参りますので、ギルド前までおいで願えますか」

「あいつらの話か……呼ばれてるのはオレだけか？」

「はい、ダンテス様以外は伺っておりません」

「ふむ……よし、ビート、お前も来い」

「え？　僕も？」

　何を言い出すかと思ったら、俺にも領主に会えと。この街の領主というと伯爵様、つまり貴族だよな。所謂いわゆる、特権階級だ。

　いずれランクを上げて貴族にはなるつもりだけど、他の貴族と繫がりを持つにはまだ早い、早すぎる。権力者と繫がりが出来ると、行動に制限が掛かることがあるかもしれない。そうならないために、できる限り先送りしたかったのに。

「そうだ、お前も関係者だ。話を聞く権利くらいはある」

　むう、村長がそう言うならそうなんだろう。仕方ない、行くか。

「貴族同士の話し合いに同席されるのでしたら、ビート様も衣装を誂あつらえなくてはなりませんわね」

「え？　何か特別な衣装が要るの？　って、貴族同士？」

「ええ、ブルヘッド伯爵閣下とワイズマン男爵閣下の話し合いに同席されるのですから、当然それなりの衣装が必要になりますわ」




　……え？




「……村長って、男爵だったの？」

「……まぁな。村では貴族位なぞ何の役にも立たんから、話すことすらなかったがな」

　なんてこった！　知らず知らず貴族と関わっていたとは！　道理でビンセントさんやアンナさんたち、商業ギルドのお偉いさんまでが丁寧な対応してたはずだ！　有名な冒険者ってだけじゃなかったんだな！

　確かに、村には貴族どころか平民すらいなかった。身分は村長一家以外は皆同じ奴隷だ。村長一家が貴族だったとしても何も変わらないか。ジャスミンも本当にお嬢様だったんだな。

「僕も丁寧に対応したほうがよろしいでしょうか、閣下？」

「よせ、気色の悪い。今まで通りでいい。ああ、他よ所その貴族の前ではそのほうがいいかもしれんがな」

　心底嫌そうな顔で拒否された。そんなに？

　まぁ、俺も今更対応を変えるのは変な感じがするのでありがたい。

「うん、じゃあ、いつも通りにするね」

　普段と同じ口調に戻った俺に対しクリステラが微妙な顔を向けてくるが、ここは華麗にスルーだ。略してカレールゥ。

　それから村長は購入した奴隷たちの登録……というか、報告をした。冒険者にするわけではないので、税金対策のために手続きをしただけだ。

　ついでに、村で生まれた奴隷の子供の報告もしていた。開拓村の申請をしているので、滞納による追徴金などはない。もっとも、今の村長なら余裕で支払えるが。

　俺のほうはクリステラの冒険者登録をした。俺自身がまだ冒険者になり立てだったので推薦はできず、クリステラは見習いからのスタートだ。とはいえ、俺と行動を共にするので、報酬は見習い価格だが依頼は普通に受けられる。

「こ、これがギルドタグ……これでわたくしも冒険者ですのね……オホホ、オホホホ！　オホホホホホッ!!」

　なんか、クリステラがギルドタグを両手で掲げてクルクル回り始めた。少々壊れ気味のようだが、喜んでるみたいなのでしばらく放っておこう。生暖かい目で見守る。




　目を回してフラフラになったクリステラを連れて買い物した後、宿屋に帰ってきた。あとは夕食を食べて体を拭き、寝るだけだ。

「……どうしたの？　座らないと食事できないよ？」

　荷物を部屋に置いて夕食のために食堂に降りてきたのだが、テーブルを前にしてクリステラが立ちすくんでいる。

「わたくしは奴隷ですもの。主人と一緒のテーブルで食事をすることはできませんわ」

　うぬぅ、また面倒なことを。なんでこんなに頑かたくななのかね？

「そういうの、気にしなくていいよ。知ってるでしょ？　僕も元奴隷だからね」

「でも、今はわたくしが奴隷ですわ。けじめは付けませんと」

　どうも頭が固いな。というより『そうあるべき』という型に自分を押し込んでる感じだ。それが悪いとは言わないけど、もうちょっと柔らかくてもいいんだけどな。これから冒険者として生きていくんだし。

「冒険者って、効率よく準備や作業をこなさないといけないことが多いと思うんだよね。そんなときに別々に食事するとか、時間の無駄以外の何物でもないと思うんだ。クリステラももう冒険者なんだから、効率よくいこうよ」

「う……そこまで仰るのでしたら仕方ありませんわね。失礼して、ご一緒させていただきますわ」

　やれやれ、やっと食事にありつける。

　今日の夕食は煮込んだ野菜と豆のスープ、ローストされた何かの肉、ずっしり重いパンというメニューだった。昨日も同じだったな。明日は外で食べよう。

　村で食べてたものと大きな違いはないが、こっちはきっちり塩味がきいていてインパクトがあった。ただ、美う味まいかと聞かれると、母ちゃんの作った料理のほうが美味かった気がする。味に深みがあるっていうか？

　母ちゃんはすごかったんだな。離れて初めて知る母のありがたみ。深い。

　クリステラはお嬢様だから、さぞかしお上品に食べるんだろうと思ったら、俺と変わらなかった。そういえば、中世ヨーロッパじゃ貴族は手づかみで食事してたって話を聞いたことがあるような。そう考えると、ちゃんとナイフやフォークを使って食事してるクリステラはかなりお上品な部類なのかもしれない。比較基準が低すぎる気もするが。

「どうなさいましたの？　わたくしの顔に何か付いてまして？」

「ううん、クリステラを買ってよかったなって思ってさ」

「なっ!?　何を突然！　……わたくしこそ、買っていただいて感謝しておりますわ」

　後半は消え入りそうな声だったが、俺にはちゃんと聞こえてた。でも、クリステラは顔を赤くして俯いてしまったので、聞こえなかったふりをしておこう。俺は空気の読める男なのだ。




　それから部屋に戻って体を拭き……クリステラが俺の体を拭こうとしてくれたが、遠慮した。自分でできることは自分でやらないとな。なぜ残念そうな顔をするんだ、クリステラ？

　彼女が体を拭く間、俺は背中を向けてベッドに座っていた。時々聞こえるチャプチャプという音には、なかなか想像力を搔かき立てられた。身体が大人になってたらヤバかったかもしれん。子供の身体に感謝だな。




　装備類は買ったばかりなので、特に手入れの必要はない。もう後は寝るだけだ。ベッドはツインだから、嬉うれし恥ずかしイベントは起こらないだろう。っていうか、さすがにもうイベントはいらない。今日は色々あって、かなり精神的に疲れた。頭が重い気がする。明日は明日で領主に会わなきゃいけないし……めんどくせぇなぁ、もう！





第九話：俺、情勢把握！







　翌朝、冒険者ギルドの前に行くと既に村長が待っていた。迎えとやらはまだ来ていないようだ。

　俺も村長もいつもの旅装や冒険者風の服ではなく、少々上等な平服を着ている。

　村長のほうはこの国の貴族が好んで着るいでたちで、白いＹシャツと同色のパンツ、臙えん脂じのベストで、首にはネッカチーフを巻いている。

　俺のほうもほぼ同じだが、ベストの色が緑で、ネッカチーフではなく紐ひもタイを付けている。急な話に慌てて揃そろえたため、ベストはサイズが合わなくてブカブカだ。

　村長はいつもの戦せん斧ぷではなく、少々長めの片手剣を佩はいている。さすがに貴族風のいでたちに巨大な戦斧はないようだ。俺は昨日買った剣けん鉈なたを右腰の後ろに下げている。

　ふたりともお供は連れてきていない。というか、俺がお供だしな。

　クリステラには魔法を使いまくって魔力を切らすように指示を出し、宿屋で待機させている。過去の経験から、魔力を使い切ったあと回復すると、それ以前よりも僅わずかに総魔力量が増えることが分かっている。実際、作れるポリゴン数が少しだけ増えていたから間違いない。魔力が切れたら気を失うように寝てしまうので、ベッドがあって鍵を掛けられる宿屋は訓練にうってつけだ。クリステラの魔法は火魔法や水魔法のような放出系じゃないから、危険もない。

　村長のほうも、子供たちには宿屋で大人しくしているように言いつけてきたそうだ。あの年齢の子供が十人以上いて大人しくできるかは疑問だが。ああ、命令なら、騒がしくすると強制力が働いて静かになるかも？




　間もなく、一台の馬車が目の前に停とまった。黒塗りの高級そうな箱馬車の車体には、錨いかりと天てん秤びんを図案化した紋章が描かれている。ボーダーセッツを治める『ブルヘッド伯爵家』の紋章だ。ということは、これが迎えなんだろう。

　黒の上下を着た御者が降りてきて、馬車の扉を開ける。

「『ワイズマン男爵』閣下でございますね。ブルヘッド伯爵家より迎えに参りました。どうぞお乗りください」

「うむ」

　村長の家名はワイズマンなのか。そういえば、昨日クリステラが言ってたな。ダンテス・ワイズマン。なかなかカッコいい名前だ。見た目は賢人ワイズマンというより蛮人バーバリアンだけども。




　この世界で家名を持つのは王族と貴族だけということになっている。『なっている』というのは、没落貴族でも家名を名乗ることがあるからだ。いつか御家を再興したいと思ってのことか、あるいは過去の栄光にすがってのことか。

　そういえばクリステラは全く家名を出さないな。令嬢として育てられたなら今の状況は受け入れがたいと思うのだが。ヒステリーを起こして周囲に当たり散らしてもおかしくない。既に自分の中でケジメがついてるんだろうか。思ったよりも素直で前向きだから、俺としてはありがたいことなのだが。

　あと少し胸が小さければ俺好みのチッパイで、もっとありがたかったのだが。いやこれは関係ないか。重要だが。重要なのに関係ないとは、なかなか哲学的だな。やはりチッパイは奥が深い。




　男に促されて村長、俺の順番で馬車に乗り込む。座席は向かい合わせにふたりずつ座れる四人掛けだが、ひとりあたりのスペースが広く取られており、ゆったりと座ることができた。とはいえ、村長は体格がデカいから、ふたり分のスペースを取ってるけど。

　静かに扉が閉められて間もなく、ゆっくりと馬車が動き出す。その乗り心地も一般の荷馬車に比べると雲泥の差だ。路面が石畳ということもあるだろうが、そもそも馬車の構造が荷馬車とは違うんだろう、揺れがかなり少ない。ひょっとしたらサスペンション的なものくらいは付いてるかもしれない。さすがは伯爵様。

「村長の家名はワイズマンっていうんだね」

　ただ馬車に揺られているのも退屈なので、腕を組んで目を瞑つむっている村長に話しかけてみる。沈黙に耐えられへんねん。

「ああ、俺は貧乏子爵の三男坊でな、元々の家名がワイズマンだ。家を出るときに捨てたはずが、何の因果かまた名乗ることになってしまったがな。今の俺はそのワイズマン子爵家の分家という立場になる」

　元々貴族だったのか。なるほど、腕っ節ばかりでオツムはいまいちなのが多い（と思われる）冒険者あがりにしては妙に博識で落ち着いた物腰だと思ったら、ちゃんとした教育を受けた貴族様だったのか。納得だ。

「じゃあ、ブルヘッド伯爵って顔見知り？」

「以前一度だけ、な。当時は十代の若者だったが、なかなかに聡そう明めいそうだった。先代が早逝したせいで、そうならざるを得なかったんだろうがな。それと、風の魔法使いでもある。港町の領主としては悪くない属性だな」

　ほほう、この街に来てふたり目の魔法使い、属性魔法の使い手としては初めてだな。この世界の船は帆船だから、風の魔法使いなら悪くない組み合わせだ。




　ここボーダーセッツの街は河の中流付近に造られた港町だ。

　街の北側が『ボーダーセッツ河』という大河に面しており、この河は遠く東の黒山脈に源流がある。三千メートル級の山々が連なる険しい黒山脈ではあるが、この河の源流付近だけは比較的なだらかになっている。そのため昔から山脈を挟んだ東国との行き来が盛んで、東西交易の要衝となっている。

　交易品は河を下って海から王都へと渡るわけだが、海は大型の魔物が出るため、河で使う小型の船では襲われる危険がある。そこで比較的安全な大型の船舶へ荷物を積み替える必要があり、そのための中継地として発展したのがボーダーセッツの街だそうだ。

　そして、その効果の地味さから評価の低い風魔法だが、こと海運に関しては引っ張りだこだそうだ。風魔法は風を吹かせる以外使い道がないと言われているが、帆船主体のこの世界の海運では、それこそが大きな力になる。なにしろ凪なぎも海流もお構いなし、河を遡さかのぼることも可能になるのだからさもありなん。




　そのような話をしているうちに、動き出したときと同じように、馬車がゆっくりスピードを落として止まった。どうやら到着したようだ。

　位置的には、街の中央広場を南に向かった辺りだ。街の南に広がる畑にほど近い、閑静と言うよりものどかと言ったほうが似合う場所に、些いささか不釣り合いとも思える豪ごう奢しゃな館やかたが建っていた。周りは本当に畑ばかりで、他の建物というと農具を仕舞っておく粗末な小屋だけだ。その中にポツンと一軒だけ、三階建ての洒落しゃれた洋館が建っているのはものすごく目立つ。日当たりと風通しは抜群だな。

　馬車を降りるとすぐに館のエントランスだった。既に開け放たれている両開きのドアの前に、いかにも執事といった趣の初老の男性が控えている。

「お久しぶりでございます、ようこそお越しくださいました、ワイズマン閣下」

「久しいな、オリヴァー」

　この黒の上下をビシッと決めているおじいさんは、オリヴァーという名前らしい。セバスチャンじゃないのか、残念。ロマンスグレーの七三分け、整えられた口くち髭ひげは、イメージ通りの完璧な執事だ。街行く人十人に『この人の職業は何か』と尋ねれば、十人とも『執事』と答えるだろう。

「おお、私のような一使用人のことを覚えていただけていたとは、光栄の至りでございます。このことは末代までの誉ほまれとさせていただきます」

「そのような世辞は無用だ、早速本題といこう。マイケル殿が俺に何用だ？」

「はい、それでございますが、この度は急なお呼び立てに応じていただき、誠にありがとうございます。しかしながら、御館おやかた様は只ただ今いま書簡を認したためておりますれば、お呼び立てしたにもかかわらず誠に勝手ではございますが、今しばらくお待ちいただきたく存じます。お詫わびの意味を込めまして、ささやかながらお茶の用意などを致しておりますので、どうぞこちらへ」

　案内された館の内装は、華美でありながら嫌味にならない、絶妙な調度で調ととのえられていた。通された応接室には艶つややかな光沢の紫し檀たんのテーブル、臙脂色でベルベットのような手触りのソファ。

　部屋の隅に置かれた長い陶器の壺つぼは、黒地に細かく金で装飾されている。壁は白塗りだが、下半分には細かいツタの装飾が淡い黄色で描かれている。壁紙というものが存在しないこの世界では、この程度の装飾でも非常に手間がかかったことだろう。伯爵家の財力を見せつけられた感じだ。

　村長がソファに腰かけ、俺はその斜め後ろに立つ。今回は従者だから座らない。

　すぐにメイドさんがお茶とお菓子を運んでくる。白い陶器のポットとカップ、そしてマドレーヌのような焼き菓子だ。カップもお菓子もひとり分。俺は従者だからしょうがない。べ、別に欲しくなんかないんだからね！

　この世界では養鶏はあまり盛んではない。飛べない鳥は飼育には都合がいいが、魔物や野生の獣に襲われるとひとたまりもないからだ。必然、卵というものはとても高価になる。マドレーヌやケーキといった卵を使用したお菓子など、庶民が一生のうちで数度口にできるかどうかという本当の贅ぜい沢たく品だ。

　メイドさんがポットからカップにお茶を注ぐと、華やかな甘い香りが広がる。どうやら紅茶のようだが、これも贅沢品だ。庶民が飲むのは、香草や野草を乾燥させたハーブティーのようなお茶が一般的だ。発酵まで時間がかかる紅茶はその分高価で、卵ほどではないにしても、庶民が普段飲めるような値段ではない。

　裕福さを見せつけてくれるな、伯爵。




「いやはや、お待たせして申し訳ない。ちょっと面倒なことになってましてね」

　そう言って応接室に入ってきたのは長髪眼鏡の美男子だった。

　金持ちの上にイケメンとか！　爆はぜろ勝ち組が!!

　交易都市ボーダーセッツ領主のマイケル・ブルヘッド伯爵は、二十代後半から三十代前半くらいの茶髪イケメンメガネ君だった。ただし、顔立ちが欧米風だからか、あまりチャラい感じはしない。スッキリとした爽やか系だ。……チッ。

「お呼び立てして申し訳ありません、ダンテス殿。それにしてもお久しぶりですね、昇爵式以来ですから、かれこれ十三、四年ぶりになりますか。年月が過ぎるのは早いですね」

「うむ、久しぶりだ。オレは歳をとったが、マイケル殿は以前にも増して男前になられたようで羨うらやましい限りだ」

「いやはや、お世辞でもダンテス殿に褒められると嬉うれしいですね。……っと、そちらの少年は従者見習いですか？」

「いや、オレの護衛だ。気にしなくていい」

「護衛ですか……ふむ」

　俺に気が付いた伯爵が視線を投げてくるが、村長の一言で押し黙る。こんな子供が護衛とか、普通はあり得ないけどな。てか、俺、護衛だったのか。そんなもの必要とは思えないんだけどな。身体強化を覚えた今の村長なら、大森林の大爪熊とも素手で殴り合えそうだし。

「心配無用だ。こう見えて道理は弁わきまえている」

「……分かりました。では早速ですが本題に参りましょう。まずは、この近辺を荒らしていた盗賊団の討伐ですが、既に冒険者ギルドに討伐依頼を出しておりました。確認も取れましたので、事後承認になりますが終了証をお渡しします。ありがとうございました。報酬はギルドで受け取ってください」

「分かった。関係者で山分けさせてもらおう」

　伯爵がそう言うと紙を一枚、オリヴァーさんが差し出してきた。終了証というやつか。期せずして討伐ポイントが溜まることになりそうだな。儲もうけた。

「それでは、ここからは内密の話になります」

　身を乗り出し、やや小声になった伯爵の目つきが厳しくなる。先ほどまでの爽やか系イケメンの雰囲気ではない。清濁併せ吞のむ貴族家当主の目つきだ。

「捕らえていただいた盗賊団ですが、傭よう兵へい団でした」

「ふむ、ここしばらく戦はなかったからな。身を持ち崩して野盗化したか？」

「いえ、傭兵ギルドに登録している素性の明らかな傭兵団で、現在もある国との契約行動中でした」

「ほう」

　ソファに深く腰を掛け直し腕を組んだ村長の気配が険しくなった。やべぇ、俺ここにいちゃいけないんじゃないかな？　なんかヤバい話になりそうだ。

「その契約内容は、我が国での後方攪かく乱らんです」

「ほう。すると、契約相手はノランか？」

「なら話は簡単だったんですがね。どうやらジャーキンのようです」

「なに!?」

　村長がソファをガタッと揺らして腰を浮かす。よほど驚いたようだ。

　てか、ジャーキンってどこよ？　また知らない国名が出てきたな。あれ？　そういえば今住んでるこの国の名前も知らねぇな、俺。

「前回の停戦からもう十年以上経っています。そろそろあの国が動き出してもおかしくはないでしょう」

「しかし、今王国が事を構えているのはノランのはずだ。そこへジャーキンが後方攪乱に来るということは、二国が手を組んだということになる。あり得るのか？　あの国同士も国境を接している。決して仲が良いとは言えなかったはずだ」

「エンデが国内を落ち着かせましたからね。同盟関係にある我が国との連合に危機感を抱いたのかもしれません」

　話を聞いてると、どうやら現在はいくつもの国が入り乱れての戦国時代のようだ。村にいた頃は全然そんな気配は感じなかったけどな。実は開拓村は平和だったってことか？　魔境に最も近いところが比較的平和って、どんな皮肉だよ。

「……あり得るな。おそらくはエンデにも同様の傭兵が送り込まれているだろう。あちらが侵攻対象ではないにしても、こちらに支援できない状況を作るだけで意味があるしな」

「はい、その旨を認したためた書簡を王都とエンデ国境の砦とりでに送りました。国境の砦の将兵は相互に交流がありますから、そちらから伝わればと思いまして」

　なるほど、貴族が他国の王族に手紙を送るとか、反逆罪を疑われかねない。その点、交流のある兵士同士の世間話なら大した問題にはならない。この伯爵様、知恵も回るようだ。イケメンで金持ちで地位もあって頭も良い上に魔法使いとか、お前完璧か？

　ミスターパーフェクトなのか？　爆ぜるか？

「それと、これが今日の本題なんですが、間もなく国内貴族に動員令が下ります。男爵以下は強制ではありませんが、おそらくダンテス殿のところには勅使が来ることになるかと思われます」

「やれやれだな、有名になどなるものじゃない。それほど暇なわけではないんだがな」

「仕方ありません。この国でダンテス殿に比肩する剛の者など、そうはおりませんからね。それに他ひ人と事ごとでもありませんよ？」

「どういうことだ？」

「例の傭兵団ですが、盗賊をする前にふたつ仕事をしていたようです」

「……ゴブリンとイナゴか」

「おや、ご存知でしたか。さすがですね」

「いや、単なる推測だ。だが、嫌な推測ほどよく当たる」

　ゴブリンとイナゴっていうと、村を襲った奴と旅程の途中で見つけた群れのことかな？　そういえば村長が何か気にしてたな。アレは自然発生じゃなくてあの盗賊たちの仕業だったのか。碌ろくでもないな。

「買った奴隷でゴブリンを繁殖させ、ある程度増えたところで奴隷を処分する。するとゴブリン共は新たな繁殖母体を求めて街や村を襲う、という算段だったようです。これを国内数か所で行ったと自白しました」

「……外道共が。生かしておくべきではなかったか」

　吐き捨てるようにこぼした村長の額に血管が浮いている。かなりオカンムリのようだ。こんな村長を見るのは初めてかもしれない。だが俺も同じ気持ちだ。おそらく若い女性が数人から十数人犠牲になっているだろう。ムカつく話だ。

「イナゴは養殖した卵を馬の飼葉に混ぜて持ち込み、草原に放置しただけのようです。今のところ被害報告は受けていないので、そちらは失敗したんでしょう」

　そんな簡単な方法であのイナゴは大発生したのか。なんて手軽な生物兵器だ。農薬が普及してないこの世界じゃ凶悪すぎる。ちょっと誰かジュネーブ条約持ってきて。

「いや、大発生はしたが、うちの者で被害が出る前に食い止めた」

「えっ？　イナゴを止めた？　一体どうやって……」

「すまんがそれは秘密だ。聞かないでくれ」

　村長が苦笑しながら答える。すんません、俺のために。

「……分かりました。しかし、被害がなかったからといって、村が襲われたことに違いはありません。このまま済ますわけではないでしょう？」

「……そうだな、領地を攻められた以上、傍観はできん。貴族としての面子がある」

　やっぱり戦争になるのか。しかも、聞く限りでは二国対二国のがっぷり四つの戦争だ。かなり大規模だな。

　だとすると、すぐに終わるとは思えない。もし村長が戦地へ向かうことになったら、名実ともに村長を中心に回っている開拓村にとってかなりの痛手だ。




　その後、現状確認や開拓の進しん捗ちょく具合などを話して、俺たちは伯爵邸を辞した。その帰りの馬車の中で村長に提案してみる。

「村長、もしよかったら僕が行ってくるよ？」

　もちろん戦地へだ。チートもいいところな俺の平面魔法があれば、戦場でも十分以上に戦えるはず。

「馬鹿なことを言うな。子供を戦場へ送れるわけがなかろう」

「でも、奴隷も買ってこれからってときに村長がいなくなったら……」

「ふ、心配いらん。村の大人たちを少しは信用しろ。それにな、いくら戦場で活躍したところで戦争は終わらん。お前がどんなに強くてもな」

「どういうこと？」

「戦争というのは戦場で行われているのではないということだ。始めるのも終わらせるのも、戦場にいない権力者たちだからな」

　ふむ、なるほど。確かにそうだ。湾岸署の○島君に聞かせてあげたいな。いや彼の場合は事件だったか。踊るのは捜査線じゃなくて最前線だし。

「無意味だとしてもオレは戦場へ向かわねばならんが、その前に一度村へ戻らねばならん。それも可及的速やかにだ。そこでビート、お前に指名依頼を出す。内容は俺と奴隷たち、購入した荷物の村までの護送だ。お前の力でできるだけ早く送り届けてほしい。引き受けてくれるか？」

「もちろん！　任せといて！」

　是非もない。久しぶりに平面魔法の見せ場が来たな！





閑話その二：……アタシ、待機中。







「みゃぁ～、お腹空すいたみゃぁ～……」

　隣の房からいつもの声が聞こえる。内容もいつもと同じ。アタシと同じものを食べてるはずなのに、いつもお腹を空かせているみたい。不思議。

　ここはちゃんと朝晩食事が出るし、着替えも準備されている。洗うのは自分でしなきゃならないけど、それは昔からやってたから問題ない。石の床は冷たいけど、魔物の毛皮があるから辛つらくない。なにより、殴られることがない。あの男のところに比べたら、ここは天国。

　お母さんとは生き別れてしまったけど、奴隷なら珍しくもないこと。きっとお母さんも同じように思ってる。

　『いいご主人様に出会えるといいわね』

　アタシが売られていくときに、お母さんはそう言ってくれた。奴隷の幸せはご主人様次第だから。お母さんもあの男のところから離れられるといいな。

　アタシもお母さんも、どうかいいご主人様に出会えますように。毛皮に寝転がって、格子の嵌はまった窓から見える夜空に祈る。

　今日は星がキレイ。






番外編　わたくし、出会いましたわ！









　わたくしはクリステラ・ヒューゴー。王国三侯爵家のひとつ、ヒューゴー侯爵家の次女ですわ。

　侯爵家は、特別な血筋である王家と公爵家を除けば、貴族の中で最も権威ある家柄。その家名に恥じることなく気高くあらんと、わたくしは幼いころから日々精進しておりましたの。立ち居振る舞いや作法はもちろん、勉学やダンスにも励んでおりましたわ。

　その努力の甲か斐いあってか、十歳になった春には高貴の証あかしである魔法を授かることができましたの！　貴族の貴族たる証、魔法をですわ！

　……尊敬するお爺じい様やお兄様の土属性魔法と違って、わたくしは固有魔法でしたけれど。こればかりは知恵と魔法の神『アプリカ』様の思おぼし召めしですから、仕方ありませんわね。

　わたくしが授かった魔法は『天てん秤びん』。物の重さや長さを正確に求めることができる魔法ですわ。こんな魔法を授かったのは、やはり小さいときから工芸品や美術品が身近にあったからかしら？　少々地味な効果ですけれど、便利ではありますわね。




　王立学園に入学して早一か月。従者のいない生活にも大分慣れましたわ。従者がいないといっても、それは個人で雇った専属の従者がいないというだけ。学園で雇った使用人たちが身の回りの世話をしてくれるので、特に困ることはありませんでしたわ。細かいことは自分でしなければなりませんけれど、自立心を養うという意味では良い経験ですし。

　そう、生活で困っていることはないのですけれど……




「ミス・ヒューゴー、進みが遅いですね。目も乱れてます。遅いのは構いませんが、丁寧に針を動かしなさい」

「も、申し訳ありません、ネルソン夫人！」

　くっ、刺し繡しゅうは苦手ですわ。モチーフには花を選んだのですけれど、まだ三分の一も縫えてません。

　行儀作法の先生であるネルソン夫人も苦手ですの。あの彫りの深い顔立ちが鷹たかか鷲わしのようで、どうにも気け圧おされてしまうのですわ。わたくし、前世はネズミだったのかしら？

　刺繡は貴婦人の嗜たしなみとはいえ、地味にチクチクと針を動かし続けるのは、退屈すぎて性に合いませんわ。みなさん、よく続けられますわね。わたくしのハンカチの花が遅咲きなだけかしら？

「ほう、ミス・ミノスは手慣れてますね。目が綺き麗れいに揃そろっていて形も整っています。綺麗な花ですね」

「ありがとうございます！　田舎育ちで繕い物も自分でしていたので、針仕事は慣れてるんです！」

　アンジェリカさんが嬉うれしそうに答えてますわ。純朴そうな笑顔は仔こ狗いぬのよう。少し丸顔で小柄なところも小動物っぽいですわね。可愛かわいらしいですわ。でも、ご自身の領地を田舎と卑下するのは関心しませんわね。貴族ならば生まれ育った領地に誇りを持ちませんと。

　アンジェリカさんがチラリとわたくしを見ましたわ。一瞬笑顔が見えましたけれど、あまり微笑は得意ではないのかしら？　口元が吊つり上がって、少しお下品な感じでしたわね。後で上品な微笑ほほえみ方を教えて差し上げましょう。

「ミス・ワイズマンは……お上手ですが、そのモチーフは」

「ありがとうございます、ネルソン夫人！　アタシも針仕事は得意なんです！　これは大森林にいる『大爪熊』です！」

　ジャスミンさんは、普段の奔放な言動からは想像できないほど家事がおできになりますわ。刺繡もお上手でしたのね。彼女のハンカチには大きく口を開けた、雄たけびが聞こえてきそうなほどに猛たけ々だけしい熊の顔が描かれてますわ。すごい躍動感。その顔の下には『熊出没注意』という警告まで書かれていますわ。細かいですわね。

「ミス・ワイズマン？　お上手ですが、貴婦人の持ち物としてはその柄はどうかと思いますよ。もう少し控えめなデザインにはできなかったのですか？」

「え～っ、かっこいいと思うんだけどなぁ？　じゃあ、次回は『森林大猿』にしますね！」

「いえ、そうではなく……」

　ジャスミンさんはすごいですわね。あのお堅いネルソン夫人がタジタジですわ。ネルソン夫人を鷹とするなら、さしずめジャスミンさんは狩人ですわね。さすがは英雄ダンテス様のご息女。仲良くなりたいのですけれど、彼女の周りにはいつも人がいて近寄れませんの。

　でもなぜかしら？　みんな同級生なのに、彼女をお姉様と呼びますの。確かに身体はみんなより大きいですし、頼り甲斐はありそうですけど。

　開拓村の生活は過酷だと聞いてましたけど、食べ物は豊富なのかしら？　でも身体つきは筋肉質ではなく、細くしなやかですわ。それでいて胸が小さいというわけでもありませんし……うらやましいですわ。

　そんなことを考えていたら、鐘が午前の講義終了を告げてきました。ようやくこの苦行から解放されますのね！

「では、本日の刺繡の講義は終了します。完成している人は提出するように。今日完成しなかった方は次の講義までに仕上げてくること。よろしいですね？」

　ネルソン夫人がわたくしを一いち瞥べつして講義室から出ていきましたわ。

　……わたくしの苦行はまだしばらく続くのですわね。





　　　　　　　　◇






　今日の午後は男女共同で歴史の講義です。王国は二千年以上の歴史がありますから覚えることは多いですけど、刺繡に比べれば軽いものですわ。

「ではミス・ヒューゴー、この第二次ガザ平原侵攻戦後、王国にどのような変化がありましたか？」

「はい、ウィリアム教授。王国が介入したことでエンデ連邦王国に統一政府が樹立。友好国としての関係を深めるため、当時エンデ連邦王国第二王女であられたカルーア様が陛下の側室として御お輿こし入いれなされました。これが王暦二〇四四年。それを記念して、両国間の国交が原則自由化されたのが翌二〇四五年ですわ」

「では、その『原則』の例外に当たるのはどのような場合ですか？」

「はい、それは王族を含む貴族とその一族が移動する場合ですわ。この場合の一族とは、爵位を持つ当主から見て三親等内に当たる親族を指します。この例外に当てはまる者は、出国前に国務院への届け出と許可が必要になりますわ。

　三親等内ということは、自分を基準とすると、親、子供、祖父母、孫、兄弟姉妹、叔父や叔母、曾祖父母、曾孫、甥おいや姪めいであれば、届け出が必要になるということですわ。それぞれの配偶者もこれに準じます。

　学園に通うのは貴族家の子女ばかりですから、須すべからく許可が必要になります」

「その通りです。素晴らしい、完璧ですよ」

「ありがとうございます、ウィリアム教授」

　わたくしが着席すると、周囲から『ほぉ～』というため息が漏れましたわ。勉強は得意ですのよ、わたくし。

　ふと強い視線を感じた気がして周りを見回すと、射るような視線のアンジェリカさんと目が合いましたわ。でもその視線は一瞬で、次の瞬間にはにっこりと微笑んでいただけましたけれど。アンジェリカさん、もしかしてお目が悪いのかしら？　可愛らしい顔立ちなのですから、やぶにらみが癖になるともったいないですわ。




「では次は……ミス・ワイズマン、その第二次ガザ平原侵攻の契機となった『半馬族の乱』は王暦何年の出来事ですか？」

「知りません！　でもたぶんその頃アタシは生まれてないから、知らなくて当然だと思います！」

　いっそ潔いほどの断言ですわ！　歴史の講義を全否定してますけど！

「……私もその場にはいませんでしたが、何年かは知っています。二〇四〇年です」

「そうなんですか、すごいですね！　アタシなんておとといの晩御飯のメニューすら覚えてませんよ！　昔のことは気に病まないタイプなんです！」

「……そうですか、分かりました。ですがこれは講義ですので、講義中の内容は覚えておいてください」

「はい、努力してみます！」

　ウィリアム教授が左手の人差し指でこめかみを揉もんでますわ。前向きな姿勢で取り組んでいる以上、叱しかるわけにはいきませんものね。さぞかし頭の痛いことでしょう。

　その後の講義は淡々と進み、終了を告げる午後の鐘が鳴りましたわ。講義中、ウィリアム教授はあからさまにジャスミンさんから視線を逸そらしてましたけど。やはりジャスミンさんは別格ですわね。




　学園のカリキュラムはそれほど過密ではありません。午前と午後に一回ずつ講義を受けておしまいですの。昼下がり、夕方になる前に終わってしまいますわ。

　その後の行動は自由。各自趣味に興じるもよし、翌日の予習をするもよし。門限までに帰ってこられるなら、学園の外へ出ることすら可能ですわ。多くはサークルを作って趣味に興じておりますわね。

　あまり過密でない理由は、学園の主題が勉学ではないからですわ。

　学園に通うのは貴族と裕福な市民の子女。将来は貴族家の当主やその配偶者、あるいは政府の役員や大商会の跡取りになる人たちばかり。そう、学園の真の目的は、将来のためのコネクションを作ることにあるのですわ！　ここで培われたコネクションは、卒業した後の社交界や政務、商売、婚姻などに活かされます。ですから、商人の子は貴族の跡取りや他の商会の跡取りと繫つながりを持とうとしますし、貴族の令嬢はより有力な将来の旦那様を見つけようと血眼になるのです。




　……わたくしのような例外はごく少数です。わたくしは既に第二王子ブランドン殿下との婚約が確定しておりますから婚姻相手を探す必要がありませんし、縁を結ぶなら直接殿下と結んだほうが確実です。

　それに、どうやらわたくし、殿下に嫌われているようですし。




　学園で初めてお会いしたとき、殿下はわたくしにこう仰おっしゃられましたわ。

「ふん、魔法が使えるからといっていい気になるな！　お前は公爵家当主となるオレに従っていればいいのだ！　分かったな!?」

　殿下は魔法を授かっておられませんから、わたくしに引け目を感じておられるのでしょう。剣の才能はおありなのですから、気にすることはありませんのに。嫌われた相手と結婚するのは憂ゆう鬱うつですけれど、これも貴族家に生まれた者の宿命。

　そんなわけで殿下とわたくしが不仲というのは学園中に知られておりますから、わたくしと誼よしみを結ぼうという方はほとんどおられませんわ。寂しいですけれど、甘んじて受け入れるしかありませんわね。




　講義が終わると、街へと足を運ぶのがわたくしの日課。

　本当はどこかのサークルに入って仲間と過ごしたかったのですけれど、わたくしが入ることで殿下に睨にらまれると申し訳ないですものね。




　王都の中でも、学園のある中央運河北側は非常に治安のいい地域でして、貴族の子女が過ごす街ということで常に第一騎士団の衛えい士しが巡回しております。ですから、学生がひとりで出歩いても危険はほとんどありませんの。

　お洒落しゃれで上品なお店も多いですわ。初めて入店するとき、誰かの紹介がないと断られるお店もあるとか。




　今日は少し冒険して、大通りから一本裏に入った道を散策してみましょうか。

　馬車も入れなさそうな細い路地を入っていくのはドキドキ致しますわね。ダンジョンの中を進むような緊張感がありますわ。もちろん、ダンジョンに入ったことなどないのですけれど。

　建物の間の薄暗い路地を抜けると、それなりの広さがある、石畳で敷き詰められた清潔感のある広場になっていましたわ。中央には大きな木が一本生えていて、その根元には四人ほどが腰掛けられそうな丸太を切ったような簡素なベンチが一台置かれています。今は杖つえを持ったお婆ばあさんがひとり腰掛けてますわね。

「こんな場所がありましたのね……表通りよりも静かで落ち着きますわ」

「ふぇふぇっ、それは今が昼過ぎだからだよ」

　思わず出た独り言に、ベンチのお婆さんが答えてきましたわ。

「ここはね、この街に住んでるものが朝市を開く場所なんだよ。法律で、この街は表通りに露店を出しちゃいけないことになってるからね」

　お婆さんが自分の腰掛けているベンチの左隣をポンポンと叩たたいて、わたくしに座るよう促してきます。穏やかそうで優しそうな、ちょっと雰囲気のあるお婆さんですわ。特に害意も感じられませんし、少しお話を聞いてみましょうか。

　促うながされるままベンチに腰を下ろしてみます。微かすかに若葉の香りがするのは、このお婆さんからかしら？

「朝のここは、そりゃあ賑にぎやかなもんさ。知ってるかい？　あんたが入ってきたのと反対側の路地を抜けると、この街の連中が使う飯屋や飲み屋があるんだよ。大通りの小洒落た店じゃないよ？　どこにでもあるような普通の店さ。そこの連中がここの朝市に仕入れに来るのさ。昼前にはみんな店を畳んで引き揚げちまうから、今はご覧の通り、婆ばばぁひとりしかいないんだけどね」

　そう言ってお婆さんはまた笑いましたわ。

「まぁ、そうなんですの？　わたくし、今まで大通りしか歩いたことがありませんでしたから、そんな場所があるなんて知りませんでしたわ」

「見たところ、学園の学生さんだろう？　いいところのお嬢さんみたいなのに、こんな時間にどうしてこんなところにいるんだい？」

「それは……」

　お婆さんもひとりで退屈してたんでしょう、楽しそうにわたくしに話しかけてきますわ。けれど、その質問には答えづらいですわね。わたくしの身分や殿下との確執を語るわけにはいきませんもの。

「言いにくいことだったかい？　すまないねぇ、歳をとるとデリカシーってやつがなくなっちまって。年頃の娘さんだ、言いにくいこともあるだろうさ」

　わたくしが言い淀よどんでいると、それを察してくださったお婆さんが謝ってくださいましたわ。

「お心遣い、ありがとうございます」

「ふぇふぇ、あんたは今どき珍しいくらい、いい娘だね。そうだ、それじゃお詫わびにこの街のことを色々教えてあげようかね」

　お婆さんはそう言って、美お味いしいパンの店や食堂の裏メニューなど、色々なことを教えてくださいましたわ。

　久しぶりに寂しくない午後を送ることができました。知り合いもできて、今日は良い一日でしたわね。





　　　　　　　　◇






　翌日、さっそく教えてもらったパン屋へ行くと、思いもよらない顔に出会いましたわ！

「あれ？　え～っと、ヒューゴーさん、だっけ？　珍しいところで会うわね」

　買ったばかりと思しきサンドイッチをかじりながら店から出てきたのは、学園のローブも羽織っていない私服姿のジャスミンさんでしたの！

「ワイズマンさん、どうしてこんなところに!?」

「ジャスミンでいいよ。ここさ、昔お父さんが学生だった頃からあるパン屋さんなんだって。安くて美味しいパンがあるから、お腹が空すいたら買いに行くといいって教えてもらったの。それより、ヒューゴーさんこそどうしてこんなところに？」

「クリステラでいいですわ。わたくしもとある親切な方からこのお店のことを聞きましたの。知る人ぞ知る名店なのですって」

　話している間もモグモグとサンドイッチを食べ続けるジャスミンさん。貴族の子女としてあるまじきお行儀の悪さであるはずなのに、なぜか違和感がありませんわ。きっと私服姿が街に溶け込んでいるせいですわね。どこから見てもちょっとお転婆な町娘ですわ。

「うん、お父さんもそう言ってたわ。でも、常連にならないと売ってくれない美味しいパンがあるんだって。それが食べたくて時々買いにくるの」

　ジャスミンさんとはあまり話したことはありませんでしたけど、とても気さくで話しやすい人ですのね。周りに人が集まるのも納得ですわ。

「それですわ！　わたくしにこのお店のことを教えてくださった方から、その隠しメニューの買い方も教えていただけましたの！」

「それホント!?　ナニをどうすれば食べられるの!?」

「か、顔が近いですわ、ジャスミンさん！」

　サンドイッチを食べ終わったばかりのジャスミンさんが、わたくしの両肩を摑つかんで迫ってきました！　あ、口元にソースが付いてますわ。




　店に入ると、奥に腕組みした体格のいい男性がいましたわ。お父様より少し若いかしら？　店内の棚には、軽くつまめるサンドイッチや小さめにカットされたパンが並べられてますわ。お昼過ぎで少しお腹が空く時間ですから、夕食前に軽く食べられるものを売ってますのね。

　大人の男性はちょっと怖いですわね。特に大柄な男性は。

「ほら、何してんの、行くわよ！」

　ジャスミンさんはそんな男性にも全く怖おじ気けづくこともなく近づいていきますわ。あ、そんなに手を引っ張らないで！

「……いらっしゃい」

　想像した通り、低くて重い声ですわ！

「ほら、クリステラさん、ここからどうするの？」

　ジャスミンさんはわたくしの後ろに回り、背中を押してきますわ。ちょっと待ってくださいまし、心の準備が！

「あ、あの……」

「……」

　男性はジロリとわたくしを見下ろしてきましたわ！　ひいぃっ！　こ、怖いですわ！　逃げたいですわ！　でも、ここで引くわけにはいきませんの！　だって、折角お婆さんが教えてくださったんですもの！

「あ、あの……き、『今日はいいお肉と玉ねぎは手に入りましたか』ですわ！」

「……」

　い、言えました！　でも、男性は何も言わずに相変わらずわたくしを見下ろしているだけですわ。何か間違えたかしら？　玉ねぎを先に言うんでしたかしら!?

「……少し時間がかかる。ふたつでいいな？」

「は、はい！　お願いしますわ!!」

　合ってましたわ！　よかったですわ！

　男性はそう言うと店の奥に入っていきました。これから調理していただけるみたいですわね。

「おーっ、やったね！　ありがとうクリステラさん、アタシも念願の裏メニューが食べられるのね！」

　ジャスミンさんがわたくしの両手を取ってブンブン振ります。ちょっと痛いですわ。でも喜んでくださったみたいでなによりですわ。




　しばらくすると、奥から何やら香ばしいに匂いが漂ってきましたわ。これは油かしら？　更にしばらく待っていると、両手にひとつずつ紙包みを持った男性が戻ってきましたわ。

「ひとつ大銅貨三枚、ふたつで大銅貨六枚だ」

　わたくしとジャスミンさん、それぞれ大銅貨三枚ずつを男性に渡して包みを受け取ります。

「食うなら店から少し離れてからにしろ。あと、誰に聞いたかは知らんが、このパンは毎日は作れん。いい材料が手に入らなかったときは作らん。期待するな。それと、熱いから火傷やけどしないように気を付けろ」

「は、はい！　分かりましたわ！」

「うん、おじさん、ありがとう！　また来るね！」

　なるほど、毎日は作れないから隠しメニューなんですのね。買い方を知っている常連さんだけが食べられると。

　お店から少し離れて食べるようにということでしたから、お婆さんと出会った広場まで来ましたわ。でも、今日はいらっしゃらないみたい。お礼を言いたかったのに残念ですわ。

　ベンチにふたりで腰を下ろし、紙の包みを開きます。その途端、香ばしく美味しそうな香りが辺りに漂いましたわ！

「すごい、いい香り！　美味しそう!!」

　ジャスミンさんが我慢しきれずに紙袋の中のパンに手を伸ばしますわ。わたくしも同じようにパンを取り出します。

「あちちっ！　でも持てないほどじゃないわね。出来立てで美味しそう！」

　包みから取り出したパンは、握りこぶし二個分くらいの大きさの、濃い小麦色をしたパンでした。これは、油で揚げてありますのね。表面に残った油がテカテカと光ってますわ。

「いただきまーす！」

　大きな口を開けてパンにかぶりつくジャスミンさん。はしたないですけど、妙に似合っていますわ。わたくしは一口大にパンをちぎって口に運びます。

「っ!?　アツッ!?　ハフハフッ！」

「これは……パンの中にお肉と玉ねぎを刻んだものが入ってますわ！」

　味付けは塩と香辛料ですわね。お肉と玉ねぎから出た汁がパンに染み込んで絶品ですわ！　中はパンで覆われていたせいかまだ熱々で、零こぼれ出てきそうな汁も熱々ですわ。ジャスミンさんは上を向いてハフハフと口の中を冷ましています。男性が火傷に注意と言っていたのはこういうことでしたのね。でも、美味しいですわ！












「これは美味しいわね！　隠しメニューなだけのことはあるわ！」

　お肉から出る肉汁の旨うま味み、刻まれて熱された玉ねぎの甘味、少し濃いめの塩、数種類の香りと辛さを放つ香辛料、そしてそれを包むしっとりとしたパン、香ばしさと満足感を上げる油。全てが渾こん然ぜん一いっ体たいとなって味のハーモニーを奏でていますわ！　例えるなら、音楽と演劇が一体となって劇場という空間を物語の世界へと変える歌劇！　掌てのひらの、いえ、舌の上のオペラですわ！

「あれ？　おーい、クリステラさん？　もしもーし？」

「ハッ!?　失礼しました、大丈夫ですわ」

　あまりの美味しさに意識が遠くへ飛んでいたようですわね。わたくしとしたことが、とんだ醜態を晒さらしてしまいましたわ。でも美味しかったのだから仕方ありませんわね。

「ふふっ、クリステラさんって面白いのね。もっと堅い人かと思ってたわ」

「そうなんですの？　わたくし、そんなに近寄り難く見えまして？」

「うん、いつも背筋を伸ばしてまっすぐ前を見てて、なんだかひとりだけ違う世界にいるみたい。きっと他の子も同じように思ってるんじゃないかな？」

　驚きですわ！　わたくし、そんな風に見られてたんですの？　道理であまり話しかけられないと思いましたわ！

「わたくしも、ジャスミンさんがこんなに庶民的だとは知りませんでしたわ。あんな、怖そうな方にも物もの怖おじせずに向かっていきますし」

「怖そうな？　ああ、あの店長さん？　だって、うちのお父さんはもっと大きくて筋肉ムキムキだもん。顔に傷もあるし。それに比べたら盗賊ギルドのチンピラだって優しいお兄さんに見えるわよ」

　そう言ってコロコロと笑う彼女からは、素直さを支える芯の強さのようなものを感じましたわ。きっと開拓村というところで鍛えられてますのね。

「まぁ、ダンテス様はそんなに怖い見た目なんですの？　わたくし、実は冒険者に憧れてたことがありますの。それというのも、ジャスミンさんのお父様であられるダンテス様の冒険譚たんを吟遊詩人から……」

　気付けばパンも食べ終え、わたくしとジャスミンさんは木陰のベンチで陽ひが傾くまでお喋しゃべりに興じていたのですわ。昨日に続けて寂しくない午後を過ごすことができましたわ。あのお婆さんには感謝ですわね。




　美味しいパンにも感謝ですけれど、欠点は手と口の周りが油だらけになることですわね。

　ああ、ジャスミンさん！　服の袖で拭いてはいけませんわ！　ハンカチ、ハンカチを!!





　　　　　　　　◇






「クリステラ、午後は武術の講義だったよね？　一緒に行きましょ」

「ええ、ジャスミン。今日は男子も交えての模擬戦らしいですわ。ちょっと怖いですわね」

「そう？　お父さんや森の魔獣ほどじゃないだろうから平気でしょ」

「もう、そんな風に思えるのはジャスミンだけですわ」




　あの日から二週間。わたくしとジャスミンはとても仲良しになりましたわ。お互いに名前で呼び合うくらい。

　あの日、ふたりでパンを食べながらお互いの話をしたのですけれど、同じ貴族とは思えないくらいの違いにびっくりしましたわ。それはジャスミンも同じだったみたいで、侯爵領のことやわたくしが初めて王城に昇ったときのことを、目を丸くして聞いていましたわ。

　でも、ふたりとも共通していたのは『冒険者になりたい』と思っていたこと。それも、ふたりとも『旋風』ダンテス様に憧れてという点まで同じでしたわ。身近に本物のダンテス様がいたジャスミンが羨ましいですわ。

　殿下のもとに嫁ぐわたくしはその夢をかなえることはできそうにありませんけれど、その分ジャスミンのことを応援しますわ。女性が過酷な冒険者稼業を続けていくのは、想像もできないほど大変なはず。わたくしが貴族でいることが何かの助けになれば、それは本望ですわ。




　運動用の革の服に着替えて修練場へと出てくると、既にほとんどの生徒が集まってましたわ。そこにはブランドン殿下もおられます。

　今日の午後の授業は選択制で、魔法か武術かのどちらかを生徒が自由に選べますの。魔法の使える生徒は魔法、それ以外は武術ですわね。わたくしは魔法が使えますけど、戦闘向きではないので武術を選択してますわ。いざというときに自分の身を守る手段は必要ですものね。

　わたくしたちが修練場に到着すると、すぐに武術指導のコーネリアス教官がやってきましたわ。

「これで全員か？　では武術の講義を始め「ごめんなさーい、着替えに手間取って遅くなっちゃいました！」……遅刻だな、修練場の外周を三周してこい」

「え～っ、そんなぁ」

　アンジェリカさんが教官から僅わずかに遅れてやってきましたわ。教官は厳しい方ですから、アンジェリカさんに罰を言い渡しました。命のやり取りもあり得る状況で甘いことは言ってられませんものね。不服そうなアンジェリカさんですが、遅れてくるのが悪いのですから仕方ありませんわ。

「僅かな遅れだ。そこまでさせる必要はあるまい。講義を始めよ」

「しかし殿下、甘えは本人のためにはなりません」

「オレがいいと言っているのだ！　四の五の言わず講義を始めよ！」

「……承知致しました。殿下に感謝するように」

　殿下の擁護に教官は反論しますが、殿下は強権を発動して黙らせてしまいましたわ。

「殿下、ありがとうございます！」

「ふん、オレは無駄な時間を使いたくないだけだ。お前のためではない」

　明らかに擁護したことで無駄な時間を使っている気がするのですけど、殿下がそう仰るのならそうなんでしょう。アンジェリカさんにお礼を言われて顔を赤くしている気がしますけど、それもきっと気のせいですわね。

「なにあれ、感じ悪いわね」

「っ！　ジャスミン、いけませんわ！　それは思っても口に出しては」

「ん？　ああ、不敬だっていうんでしょ？　違う違う、アタシが言ってるのはアンジェリカのほうよ」

「え？　アンジェリカさんがどうかなさいまして？」

「ん～、上う手まく言えないんだけど、なんか気持ち悪いのよ。わざとらしいっていうか、媚こびてるっていうか？　ビートが嫌々アタシと遊んでるとき……とはちょっと違うわね。とにかく気に入らないわ！」

　ビートというのは、ジャスミンが弟のように可愛がっている奴隷でしたわね。開拓村の話をするときには必ず出てきますわ。よほど気に入ってるのですわね。

　それにしても、ジャスミンはアンジェリカさんのことがお嫌いなのかしら？　わたくしには純朴そうなお嬢さんに見えますのに。ちょっと落ち着きがないですけど、そこが放っておけない感じで男性陣にも人気がありますわ。

　あら？　でも彼女、わたくしたちより早く着替えて更衣室を出ていたような？　何をしてらしたのかしら？




「よし、では前回言っていた通り、今日は模擬戦だ！　見ることも訓練だ！　直接戦う者以外もよく見ているように！　分かったな！」

「「「はい！」」」

　いよいよですわね。模擬戦は全員が戦うわけではなく、教官に指名された者が中央で戦う方式のようですわ。いつ出番が来てもいいように心構えだけはしておかなくては。

「では、最初は……アンダーソンとワイズマン、やってみろ！」

「「はい！」」

　いきなりジャスミンが指名されましたわ！　相手はアンダーソン伯爵の次男であるクライン様。将来は王国騎士団に入るとかで、いつも身体を鍛えていらっしゃいます。十歩ほどの距離を開けて向かい合うふたりを見ても、はっきりとクライン様のほうがジャスミンより大きいですわ。

　ふたりとも手に持っているのは両手持ちの木刀、防具は簡素な革兜かぶとと胴丸のみ。防具に覆われていないところへの攻撃は寸止めが推奨されてますけど、当たりどころが悪ければ骨折することもあり得ますわ。

　ジャスミン、大丈夫かしら？




「では、始め！」

　教官の合図で試合が始まりましたわ！　速い！　合図と共にジャスミンが突っ込み、一瞬クライン様も驚いたようですけど、すぐに迎え撃つ姿勢になりましたわ！　上段に構えて、一撃で叩き伏せるつもりですわね！

　あと一歩で双方の間合いに入る！　というところで、急にジャスミンが止まりましたわ！　クライン様も虚を突かれたようで、一瞬剣先がブレましたわ。その一瞬の隙を突くように、再度ジャスミンが加速しましたわ！　これは！




「そこまで！　勝者ワイズマン！」

　コンッという軽い音を立ててジャスミンの木刀がクライン様の胴丸に吸い込まれ、教官がジャスミンの勝利を宣言しましたわ！　すごい、ジャスミンの勝ちですわ！

「やられたよ。速さと動きに翻ほん弄ろうされてしまった。でも次は負けない」

「ふふ、アタシも同じ目に遭ったことがあるの。二度は通用しないでしょうから、次はお手柔らかにね」

　クライン様とジャスミンは握手して離れましたわ。敗れたクライン様は悔しそうでしたけれど、素直に負けを認められる度量をお持ちのようです。将来は良い騎士になれそうですわね。

「すごいですわ、ジャスミン！　クライン様も弱くはありませんのに！」

「うん、まともに戦ってたら危なかったかも。でも、力で負ける相手でも戦いようはあるって、村で教えられたからね」

　まあ！　ダンテス様はそんなことまで教えてくださるのね。あら？　でも、ダンテス様は筋骨隆々の斧おの戦士と言ってませんでしたかしら？　速さより力のような気がしますけど？




「女に負けるとは、貴族の恥さらしめ！　貴様に騎士になる資格はない！」

「……申し訳ありません、殿下。自分の未熟に恥じ入るばかりです」

　殿下がクライン様を叱りつけてますわ。クライン様も正々堂々と戦われたのですから、あのような言い方をしなくてもよろしいでしょうに。先ほどの戦いはジャスミンを褒めるべきですわ。

「……ワイズマン、そのまま残れ！　殿下、皆に手本をお願い致します」

　教官が殿下に次の試合の指名をしましたわ。教官も何か含むところがあるようですわね。

「ふん、仕方あるまい。調子に乗った田舎貴族の娘に、格の違いというものを教えてやらねばな！」

　ジャスミンは調子に乗ってなんかいませんわ！

　でも、殿下は剣聖様に弟子入りしておられた正統派の剣士。さすがのジャスミンでも勝てないかもしれませんわ。

「えっ、まだできるの？　やったぁ！　やっぱ実戦よね！　素振りばっかじゃつまらなくって！」

　……ジャスミンはいつもマイペースですわね。殿下が言ってたことが聞こえなかったのかしら？　それとも、殿下のことなんてなんとも思ってないとか？　さっきも殿下じゃなくてアンジェリカさんを気にしてましたし。

「準備はいいか？　では……始め！」

　教官が試合開始を告げました。今度は先ほどとは一転、双方共に動きがありませんわね。双方相手に剣先を向けたまま睨み合ってますわ。

　いえ、僅かに動きがありますわね。双方ジリジリと円を動くように動いてますわ。少しずつその円も小さくなってるようですわね。お互いの間合いを測っているのでしょう。

　緊迫した時間が続き、教官もジッと見守っています。まだ双方とも間合いではないようですわ。

　殿下は小刻みに剣先を揺らしておられます。きっと牽けん制せいと間合いの幻惑ですわね。技術的にも体力的にも殿下のほうが上回っていそうですわ。さすがは剣聖様の弟子というところでしょうか。

　一方のジャスミンさんの剣先は、ピタリと殿下の顔に向けられたまま全くブレてません。これは、対たい峙じしている殿下にも結構なプレッシャーになっているのではないかしら？　ジャスミンさんは精神面から殿下に対抗しようとしているのかもしれませんわね。体力と技術では一歩及ばないでしょうから。

「アタシのお父さんさ、アゴに大きな切り傷があるんだよね」

　ジャスミンが唐突に殿下へ話しかけましたわ。これは精神的に揺さぶりをかけてるのですわね！

「それがどうした。元冒険者なのだろう？　傷のひとつやふたつ、あってもおかしくはない」

　殿下もジャスミンのお父様が冒険者だったことはご存知なのですわね。今でも吟遊詩人の英雄譚に唄うたわれるほどですから、不思議ではありませんけど。

「その傷さ、同業者と揉めたときに付けられたって言ってた。別々に出された依頼がかぶっちゃって、ひとつしかない依頼品の取り合いになったんだって。それで、手っ取り早く解決するために代表ひとりずつ出して勝負したんだって」

「だから、それがどうした！　無駄話をしてオレの隙を誘おうとしているなら、それこそ無駄だ！」

　話しながらも、ふたりの距離は徐々に詰められています。まもなく、一歩踏み出せば剣が届く『一足の間』に入りますわ！

「その時にお父さんが勝負した相手が、当時同じく冒険者として活動してた『剣聖』様だったんだって」

「何!?　叔父上とお前の親が勝負したのか!?」

　一瞬殿下の剣先が揺れましたわ！　でもジャスミンはその隙を突かずに間合いを保っていますわ。どういうつもりなのかしら？

「その時は引き分けだったんだって。依頼品は双方の依頼主に相談してもらって、入手できた方の依頼が成功ってことにしたって言ってた。その勝負の時に付けられたのがアゴの傷なんだってさ」

「ふむ、なるほどな。叔父上も言っておられたわ。『俺は成人してから一度も負けたことはないが、ひとりだけ引き分けた相手がいる』とな。それがお前の父か。因果よな」

　不思議な縁ですわね。『剣聖』の弟子と『旋風』の娘。かつて師匠と親がつけられなかった決着を、その弟子と娘がつけるということですか。

「そういうこと！」

　不意にジャスミンが動きましたわ！　僅かに一足の間に足りないように思えましたけど、速さのあるジャスミンなら詰められる距離ですわ！

　でもそれを許すほど殿下も甘くはなく、詰められる前に自ら前に出て距離を潰つぶしてきましたわ！　ジャスミンの間合いにさせないつもりですわね！

　ガツンッ！と重い音を立てて、ふたりの木刀が打ち合わされましたわ！　そのまま鍔つば迫ぜり合あいになりましたけど、これはまずいですわ！　力比べなら体格で勝る殿下のほうが有利ですもの！

　打ち合わされた木刀がギリギリと軋きしんでますわ。すごい力が掛かってるのでしょう。徐々に木刀が押し込まれ、ジャスミンの上に殿下がかぶさっていきますわ！　このままでは押し切られて潰されてしまいますわ！

「くくくっ、どうやらこの勝負、オレの勝ちのようだな」

　残念ですけど、剣の勝負は殿下の勝ちのようですわ。男女の体格差は如何いかんともし難いですもの。

「さて、それはどうかしら……ねっと！」

「何!?」

　ジャスミンが力を急に抜いて鍔迫り合いから抜け出しましたわ！　でも間合いを離すのではなく、逆に殿下の懐深くまで潜り込みましたわ！　あの距離では殿下は剣を振れないでしょうけど、それはジャスミンも同じこと！　どうなさるおつもり!?

　ジャスミンはなんと、剣を手放してしまいましたわ！　そしてそのまま殿下の胴に組みつき……膝の力と反り返る勢いで殿下を後ろに投げてしまわれましたわ！　なんて鮮やかな！

「ぐはっ!?」

「それまで！　勝者ワイズマン!!」

　教官がジャスミンの勝利を宣言しましたわ！　すごい、ジャスミンがまた勝ちましたわ!!　周りの女生徒からも黄色い声援が飛んでますわ！

「え～っと、『ふろんとスープネックレス』とか言ってたっけ？　ぶっつけ本番だったけど、上手くいってよかったわ！」

「ま、待て！　オレはまだ負けていない！　いや、むしろ剣を捨てた時点であやつの負けではないか！」

　ふらつきながらも体を起こした殿下が教官に食って掛かりますけど、教官のほうは冷ややかな目で殿下を見下ろしておりますわ。

「殿下、この講義がなんの講義が覚えておられますか？」

「決まっておろう、武術の講義だ！」

「左様、武術の講義です。武術とは剣術のみならず、体術や格闘術も含みます。時には剣を捨てて素手で戦う必要もあるでしょう。先ほどの試合がまさにそれです」

「し、しかし！」

「殿下！　戦場で命のやり取りをしているときにそのような言い訳が通用するとお思いですか！　見苦しい！　これ以上は師である剣聖様の名まで汚すことになりますぞ！」

「ぐっ……ちっ！」

　殿下は渋々引き下がりましたけれど、去り際に見せたジャスミンを睨む目には、強い負の感情が見て取れましたわ。これからはわたくしだけでなく、ジャスミンまで殿下に睨まれてしまいますわね。どうしましょう？




　その当のジャスミンは満面の笑顔でわたくしのところへやってきますわ。

「どうだった？　アタシの『スープネックレス』！　ビートが畑で泥だらけになって練習してたのを思い出してやってみたんだけど、結構上手くいったと思うの！」

　……ジャスミンはやっぱりジャスミンですわね。心配するだけ無駄でしたわ。





　　　　　　　　◇






「開拓村へですの？」

「そう。ステラ、一回見てみたいって言ってたでしょ？　年末年始の休みでどうかなって」




　入学してから一年、今日は終業式ですわ。明日から年末年始を挟んだ一か月とちょっと、学園は休業になりますわ。寮に残る方も少数おられますけど、大抵の人は実家へお戻りになられます。わたくしは王都の邸宅でのんびり過ごそうと思っていたのですけれど……。




「行きますわ！　ぜひお願いしますわ！　開拓村、冒険の最前線ですわね！」

「やっぱりね。ステラならそう言うと思ってた。実はお父さんに友達連れていくかもって、もう手紙出しちゃってたの」

「もう、ミンはせっかちですわね。でも嬉しいですわ！」

　わたくしとミンは、愛称で呼び合うくらい仲良くなりましたわ。もはや一番の親友と言っても構わないくらい。それもあのお婆さんのおかげですわね。




　あれから何度もあの広場に足を運んだのですけれど、あのお婆さんと出会うことはありませんでしたわ。もしかしたらご病気でも……と思ったのですけれど、広場で会う街の人に聞いても、誰もそんなお婆さんを知らないと言うんですの。

　パン屋の店長さんに聞いても、常連にそんなお婆さんはいないと言いますし。

　一体あのお婆さんは何者だったのかしら？　いえ、別に何者でも構いませんわ。次に出会ったときに、お礼とミンの紹介をできればそれだけで。




「それじゃ今日明日は準備とステラのおうちに連絡して、明後日の朝、パン屋さんに寄ってから船に乗りましょ。しばらく食べられないからね」

「そうですわね。売っているといいんですけれど」

　あのお店は初代店長の名前を取って『ピローズベーカリー』という店名だそうですわ。その初代が考えて作り上げたのが『ピロー式揚げパン』、略して『ピロ式パン』だと、三代目である現店長が言ってましたわ。




　学園に入学して早一年。色々ありましたけど、友達もできて街の人とも仲良くなれましたわ。やはり人との出会いは大切ですわね。

　ダンテス様や噂うわさのビート君にも会えますし、開拓村に行くのが楽しみですわ！




　わたくし、もっと色んな人に出会いたいですわ！











〈了〉







著者プロフィール



みそたくあん
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